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平泉町に所在する柳之御所遺跡は、平安時代末期の約100年間にわたって北方の王者として繁栄を

誇った奥州藤原氏時代の遺跡であり、特別史跡中尊寺境内、特別史跡毛越寺境内、特別史跡無量光院

跡と並び、当時の東北地方における政治・経済・文化の中心であった平泉の核をなしていた遺跡の一

つであります。

本遺跡は、昭和63年から(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ一、平泉町教育委員会が実

施した一級河川北上川上流改修一関遊水地事業及び国道4号改修平泉バイパス建設事業に伴う緊急発

掘調査により、大規模な掘立柱建物跡・園池跡・溝跡などが確認され、また、おびただしい量のかわ

らけ・墨画資料など、質 ・量ともに内容豊かな遺物が出土しました。これら大量の遺構・遺物から、

本遺跡が 『吾妻鏡』にみられる「平泉館」であるとの考えが多くの歴史家から指摘されるようになり

ました。

このような経過のなかで、遺跡に対する建設省 (現国土交通省)のひとかたならぬ御理解により、

平成5年には遺跡の永久保存が決定し、平成9年3月には 『柳之御所遺跡』として国の史跡に指定さ

れました。さらに、本年度、本遺跡を含む平泉の文化遺産を「平泉一浄土思想を基調とする文化的景

観」として国連教育科学文化機関の現地調査が行われ、平成20年の世界遺産本登録を目指した取り組

みを進めております。

県では、本遺跡が国民共有の貴重な財産であるとの認識から、将来的には史跡公園として整備し、

この遺跡を後世に伝えるとともに広く活用していきたいと考え、平成10年度から本格的な発掘調査を

実施しております。

本報告書は、平成18年度に実施された第65次発掘調査の成果をまとめたものですが、文化財保護と

平泉文化研究発展の一助になれば幸いと存じます。

最後に、発掘調査の実施と報告書作成に当たり、ご指導・ご協力を賜りました平泉遺跡群調査整備

指導委員会の委員の方がた、文化庁記念物課、(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ一、平泉

町教育委員会、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所をはじめ関係各位に深く感謝申し上げ

ます。

平成20年3月

岩手県教育委員会

教育長相津 徹
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1.本書は、岩手県教育委員会が平成18年度に実施した柳之御所遺跡整備調査事業に係る、史跡柳之

御所遺跡の発掘調査の概要報告である。調査期間は平成18年5月7日から9月30日までである。

2.本事業は、岩手県教育委員会事務局生涯学習文化課が主体となり、 (財)岩手県文化振興事業団埋

蔵文化財センターの協力を得て実施した。

〈岩手県教育委員会事務局〉

生涯学習文化謀総括課長 粛藤憲一郎

文化財・世界遺産担当課長 中村英俊

主任主査(柳之御所担当) 佐藤 嘉広

文化財専門員(柳之御所担当)吉田 充

文化財調査員(柳之御所担当)大関 真人

< (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター〉

所 長相原康二

調査第二課長中川重紀

文化財調査員西津正晴(担当)

3.遺構の呼称は、昭和63年度に (財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが実施した調査時

の方法に準拠し、下記の略称を使用した。遺構名の記載については遺構略号の前に調査次数を付し

である。なお、複数年次にわたる調査で明らかに同一と認定される遺構については当初の調査時の

遺構名を継続して使用した。

SA:塀・柱列 SB:掘立柱建物 SC:道路状遺構 SD:溝・堀 SE:井戸・井戸状遺構

SG:園池 SK:土坑・柱穴の一部 SX:その他 SI :竪穴住居 P:柱穴

例:65SD 1 第65次調査の第 l号溝 ・堀跡

4.図版、写真図版、 遺物観察表中の遺物番号は共通で、ある。遺物の実測図については一部を除いて

1/3を基本にしておりスケールを図中に表示した。遺構遺物写真については縮尺不定である。な

お、建物等の記述に際し、尺の単位を使用する (1尺:30.3cm)。

5.本書の編集・執筆は生涯学習文化課柳之御所班で協議の上、吉田・西j畢が行い、編集は西津が

行った。執筆分担は、 I-1~4 (1)まで吉田が、それ以外は西津が担当した。なお、附編につ

いては佐藤が作成し、吉田が編集した。

6.調査成果の一部については、平泉遺跡群調査整備指導委員会等で公表してきたが、本書の内容が

優先するものである。

7.遺構の埋土観察、遺物の色調観察、『新版標準土色帖』を参考にした。

8. 自然科学分析については古代の森研究舎及び岩手県立博物館への分析委託により実施したもので

ある。

9.後述する平泉遺跡群調査整備指導委員会の各委員をはじめとして、下記の方々・機関の御協力を

得た。

(五十音順:敬称略)

前川 佳代 (京都造形芸術大学) 宮本長二郎 (当時東北芸術工科大学) 吉田 歓 (米沢

女子短期大学) 吉田 博行 (会津坂下町教育委員会) 岩手県立博物館 奈良文化財研

究所 平泉町教育委員会 平泉町文化財センタ一 柳之御所資料館

10.野外調査・室内整理等に従事していただいた方々の御協力に深く感謝し、たします。

11.本事業に係る調査で得られた諸記録及び出土遺物は、岩手県教育委員会が保管している。
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I 序論

l 調査経緯

県教育委員会では、柳之御所遺跡が平成9年に国の史跡に指定されたことから、当遺跡、を史跡公園

として整備し保存活用を図るため、文化庁・柳之御所遺跡調査研究指導委員会(現平泉遺跡群調査整

備指導委員会)の指導助言を得て、平成10年度から主に未調査区域を対象とした内容確認の発掘調査

を計画的 ・継続的に行っており、三か年を lサイクルとし第 I期整備対象区域である堀内部地区を中

心として調査を実施している。

平成10年度調査(第49次)は、既往の調査で検出されていた園池・中心建物群を囲む塀跡の追跡に

主眼を置いて実施した。北上川に面する東辺の塀跡の追跡を行った結果、緊急調査時点で検出されて

いた部分から 7mほど北に向かい延長することが確認された。しかし、さらなる延長については検出

されなかった。

平成11年度調査(第50次)は、既往の調査で確認された園池や大型の建物など、塀で固まれた中枢

域の周辺地域での12世紀代の遺構の広がりと密度を確認することを目的として発掘調査を行った。そ

の結果、 12世紀代の遺構が現況の河岸縁まで分布し柳之御所遺跡の一部が北上川の侵食で失われてい

ることが確認された。また、塀や井戸状遺構の検出、複雑に重複する掘立柱建物などが多数検出さ

れ、複数時期にわたって遺跡が営まれたことが明らかにされた。さらに、「磐前村印」と刻印された銅

印と器表面全体を漆の泌み込んだ麻布で被覆されたほぼ完形に近い白磁四耳査が同一の井戸状遺構か

ら出土した。地名を刻印したと推定される銅印の発見は、奥州藤原氏の統治システムを考察する上で

貴重な資料となるばかりでなく、本邦の印章史の空白期を埋める資料として注目された。

平成12年度調査(第52次)では、園池周辺域の中心建物群とは異なるエリアから、建物の軸線の異

なる大型の建物が検出された。これは、時期を異にして大型の建物で構成される複数の地域が存在し

たことであり、 柳之御所遺跡の遺構の変遷を考えるうえでは重要な課題を提示した。中心域の移動が

おこなわれた背景には、平泉あるいは奥州藤原氏内部での何らかの重要な転換期を反映している可能

性が考えられる。

また、柳之御所遺跡は従来まで遺跡のピークが三代秀衡の治世12世紀第三四半期にあることが指摘

されてきたが、新たに12世紀初頭あるいは前葉に位置づけられる一群の土器群が発見されたことで、

当遺跡が12世紀前半代初代清衡の時期まで遡ることが明らかにされた。 これは、政庁「平泉館jの性

格あるいは、奥州藤原氏の平泉での確立期の状況を推定させる重要な発見である。

平成13年度調査(第55次)は、新たに園池の北側に大規模な建物の存在が明らかとなり、柳之御所

遺跡、の中枢施設の移動が想定されるようになった。また、初代清衡の時代である12世紀初め頃のかわ

らけがまとまって発見され、柳之御所遺跡の開始年代と遺跡の性格、ひいては平泉奥州藤原氏の成立

期の問題を考える上で非常に大きな問題を示唆することとなった。

平成14年度調査(第56次)では、遺跡中枢部を囲む2条の堀跡の追跡調査を実施し、遺跡北部より

30数基のトイレ状遺構が集中して見つかるなど、当時の生活の様子を具体的に分析できる資料が発掘

された。また、平泉では初めてとなる中国南部の吉州窯製の陶器片も出土し、奥州藤原氏の経済基盤

の豊かさを知る手がかりとなった。

平成15年度調査(第57次)は、第23次(平成元年度)の調査で造り替えが確認されていた、園池に
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2 平泉遺跡群調査整備指導委員会

ついての詳細な規模や造成時期の把握及び塀跡の追跡と門跡の確認、高館南側裾部分の遺構分布の確

認を目的として調査を実施した。調査の結果、塀跡及び門跡を確認することはできなかったが、高館

南側裾部分も北上川の浸食により遺構が失われていること、 旧国池の造成時期や北半部の汀線が明ら

かとなった。

平成16年度調査 (第59次)は第3次三か年計画の初年次で、 以前から指摘のあった中心建物群の規

模や新旧関係の確定を主な目的として調査を行い、建物規模や遺構の切り合い関係などについて一定

の見通しを得ることができた。

平成17年度調査 (第64次)は①池に架かる橋、②不明瞭だ、った池南西部の汀線、 ③園池東側への施

設の広がりを確認する目的で実施されました。調査の結果、 ①橋跡は古段階の園池跡に付随するもの

で、東西方向に長軸を持ち、桁行き 7尺 (約210cm)間隔、梁行き10尺(約300cm)の4間x1聞の掘

立柱によるものである こと、 ②池南西部は岸と見られる小さな盛り上がりと池底の痕跡を確認し、新

段階の園池跡は中島を持つ園池であること、 ①削平のため残りが悪く、井戸2基、土坑2基、柱穴数

基が新たに確認された。

平成18年度調査(第65次)は大型建物跡が集中する中心域西側地区で、塀・ 柵・ 門などの遮蔽施設

の検出とその付近に位置する掘立柱建物跡の再確認、 55SX2の構造把握を目的で実施された。

調査の結果、西側調査区では以前の調査で検出されていた 9個の柱穴のほかに 8個新たに検出さ

れ、 5間X2聞の総柱建物跡 (31SB5 )であることが確認された。この建物跡は倉町遺跡(平泉町字

倉町所在)で検出された「高屋」と解釈される建物跡と類似することがわかった。

2 平泉遺跡群調査整備指導委員会

当教育委員会では、平成10年度から柳之御所遺跡の内容確認調査を再開するにあたり「柳之御所遺

跡調査研究指導委員会jを設置し、柳之御所遺跡及び平泉遺跡群の発掘調査及び調査研究に対して指

導助言を得てきた。平成12年に 「平泉の文化遺産jが世界文化遺産の暫定リストに追加登載されたこ

とから、会の名称を 「柳之御所遺跡調査整備指導委員会」に改め、さらに平成15年度は世界遺産本登

録に向けたコアゾーン再検討の必要性から「平泉遺跡群調査整備指導委員会」と改称した。

平成18年度の委員会 ・専門部会は第 1表の通り開催した。

3 調査計画

柳之御所遺跡の調査は 3か年ずつ計画を立て進めているところである。今年度は第3次3か年計画

の3年目にあたる。第3次3か年計画は遺跡中枢と考えられる地区を中心に再発掘調査を行い、既往

調査の再検証と整備に関わるデータ収集を主な目的として計画されたものである。堀内部地区のさら

に中心と考えられるこれらの地区は整備対象地区でもあることから、再度調査を行って、具体的な情

報を得ることが求められている。

本年以降の計画は、堀内部地区周辺の調査を中心に行う予定であり、堀跡や導入施設などを確認す

ることを主な目的としている。この第4次3か年計画で堀内部地区の調査は一端中断し、以降堀外部

地区の調査へと進んでいく予定である。これまでの計画と今後の計画については第3、4表のように

なる。

ワム



I 序論

第 1表 調査整備指導委員会等の協議内容一覧

月日 委員会部会名 内 η王『子・

H18. 6.21 第l回 OJftl¥ 

送I構検討部会 om跡構成の考え方
作業部会 0出土造物からの行為推定

O中心域検出遺構の詳細及び類例比較

0出土壁材の検討状況

Hl8. 7.19 -7.20 第l回 0整備計画 ー堀内部の全体構造

調査整備指導委員会 -中心建物遺構詳細

-出土遺物からみた機能推定

-ガイダンス施設

OH18年度整備 -工事計画

-園地整備工事

-全体整備計画

OH18年度野外調査 -県教育委員会

-市町村教育委員会

(財)岩文振埋!文セ

0現地指導 -柳之御所遺跡

接待館遺跡

瀬原 I遺跡ほか

H18. 8.30 第 l回 0園池修景方法 園池造成 ・掘削

整備検討部会 0園池等植栽計画 池底に使用する磯

芝と石敷きの見切り

-排水

修景植栽

H18.10.19 第2回 0建造物復元計画策定にあたっての前 (遺構)

遺構検討部会 提事項整理 -遺構表示等

作業部会 0整備予定遺構の修景表示方法 -土塁

第2回 0園池周辺植栽等 . 55SX 2 

整備j検討部会 -空間の位置付け

(整備)

-建物遺構表示

-舗装

-植栽計闘

H19. 1 .11 第3回 0整備の基本的考え方 -遺構及び整備検討

整備検討部会 0遺構表示の考え方と方法 -植栽検討

0サイン ・看板-植栽等 遺構表示検討

0圏池復元の施工 サインデザイン案

Hl9. 1.31 第2回 0整備計画 . H18年度野外調査成果

調査整備指導委員会 -整備対象期堀内部地区の構造

0整備の考え方と手法 遺構等の表示方法

-案内、解説板等の表示方法

. fl~景llll:土植栽計画

Oガイダンス施設整備基本設計 -県教育委員会

0衣川流域遺跡群埋蔵文化財調査 -奥州市教育委員会

Hl9. 3. 2 第3回 0建造物復元計画策定にあたっての前 -掘立柱建物の帰属時期に関する

泣f1Ii検討部会 提事項整理 見通し

作業部会 堀内部地区の遺構変遷
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3 調査計画

第 2表 平泉遺跡群調査整備指導委員会名簿 (平成20年3月現在)

氏名 役 職 専門部会

入間田宣夫 東北芸術工科大学教授 整備

遠藤セツ子 メビウスの会事務局 整備

岡田茂弘 国立歴史民俗博物館名誉教授 保存・整備

小野正敏 国立歴史民俗博物館教授 -副館長 遺構

。河原純之 元千葉大学教授

0工膝雅樹 福島大学名誉教授 遺構・保存

斉藤利男 弘前大学教授 遺構

佐牒 信 東尽大学大学院教授 保存・整備

清 水 j蹟 東尽工芸大学教授 遺構

清水真 一 東京文化財研究所文化遺産国際協力センター長 遺構

関宮治良 前平泉町商工会議所事務局長 整備

田中哲雄 東北芸術工科大学教授 保存・整備

田辺征夫 奈良文化財研究所長 遺構

玉 井哲雄 国立歴史民俗博物館教授 遺構

西村幸夫 東京大学大学院教授 保存

※O委員長 O副委員長 遺構:遺構検討部会、保存:保存管理計画検討部会、整備:整備検討部会
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I ]字論

第3表発掘調査年次計画 1

年 調査次数 調査面積 調査期間 予算 (千円) 備考

第 I次三ヵ年次計画 平成10年度 第49次 500rn' 5月15日-10月31日 18，211 国庫補助

平成11年度 第50次 1，800m' 5月13日-10月31日 32，236 国庫補助

平成12年度 第52次 2，500m' 5月15日-11月17日 43，341 国庫補助

第2次三ヵ年次計画 平成13年度 第55次 3，100m' 5月11日-11月13日 46，103 国庫補助

平成14年度 第56次 4，000m' 5月13日-11月29日 62，054 国庫補助

※整備関係予算を含む

平成15年度 第57次 4，000m' 4月14日-10月31日 67，195 国庫補助

※整備関係予算を含む

第3次三ヵ年次計画 平成16年度 第59次 3，500m' 5月10日-10月31日 69，317 国庫補助

※整備関係予算を含む

平成17年度 第64次 2，500m' 4月15日-9月30日 141，679 国庫補助

※整備関係予算を含む

平成18年度 第65次 1，500m' 5月8日-10月31日 64，481 国庫補助

※整備関係予算を含む

第4次三ヵ年次計画 平成19年度 第68次 1，600rn' 

平成20年度 第69次 1，100m' 

平成21年度 1，100m' 

5-



3 調査計画

第4表発掘調査年次計画2

年 次 調査次数 調査内容等

第 l次ニカ年計画 平成10年度 第49次 -堀内部地内の中心建物群、特に最大建物である南北棟4問9間42SB1 (28S 

B4と一部重複)の東側地区の解明。

.23次調査時の23SB2建物跡の延長確認。

. 23SA 3柱列跡、23SA1塀跡の延長確認。

. 48SB 1建物跡の延長確認と所属時期の検討。

平成11年度 第50次 -池跡及び中心建物群を囲む23SA1塀跡の追跡。

. 4間9聞の南北棟の東側の状況及び建物群の伸長。

42SD 1大講とされていた遺構の時期及び伸展状況追跡。

.37次、42次の内容確認調査に確認されていた溝・塀類の時期及び伸展状況の把

握。

平成12年度 第52次 -堀内部地区、中心建物群の西側及び北西側地域の解明。

-祭最E遺構周辺域の解明。

-無量光院との対峠地域の解明。

堀外部地区から延長すると推定される道路遺構の解明。

第2次三ヵ年計画 平成13年度 第55次 -中心建物群の北側地区の解明。

中心建物群を囲むと推定される塀跡の検出。

-堀外部地区から延長すると推定される道路遺構の解明。

-現存する微高地状の高まりの性格把握。

-北上川縁地域の状況把握。

平成14年度 第56次 -第52次発掘調査の際に検出された大規模な堀 (内堀)と張出施設を伴う溝の

追跡。

-北上川右岸縁での大型建物の展開の把握。

遺跡を二分する外堀の追跡。

平成15年度 第57次 -旧池跡、の規模と造成時期の把握。

-遺跡中枢を囲う塀の追跡調査及び門跡の確認。

-高館南側裾部分未調査地域の遺構分布の確認。

第3次三ヵ年計画 平成16年度 第59次 -中心建物群の規模と新旧関係の解明。

-園池北部の構造及び規模と造成時期の把握。

-北上川縁辺地域の状況把握。

平成17年度 第64次 国池の構造及び規模と造成時期の把握。

-池跡から東側への建物等の展開状況の確認。

平成18年度 第65次 -遺跡中枢を囲う塀の追跡調査及び門跡及び道路遺構の確認。

-既調査区の再検証

第4次三カ年計画 平成19年度 第68次 -道路遺構 (21SC1)及び塀跡 (23SA1)の延長確認

-遺跡、南端外堀の有無の確認

平成初年度 第69次 -遺跡を区画する二重婦の構造や構築時期の特定

既調査で一部確認されている橋跡の追跡調査

平成21年度 -堀内部北端堀の構造確認

-堀外部地区からの堀内部への導入施設(道 橋等)の確認

※ 第51次 .53次・ 54次・ 58次 ・60-63次調査は平泉町教育委員会が実施。
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4 今年度の調査

( 1 )調査目的

平成18年度調査(第65次)は大型建物跡が集中する中心域の西側に隣接する部分などで実施した。

本調査区の北部分は41次調査の南端部に、その他部分は31次調査の北側部分にあたる(図 1)。 調査は

今後行われる整備復元に必要な情報を得ることを目的とし、あわせて塀・柵・門などの遮蔽施設の検

出を試みた。調査の結果、後者の検出はできなかったが、倉町遺跡で検出された総柱建物跡に類似す

るような掘立柱建物跡が検出された。この建物跡は『吾妻鏡』に記載されている「高屋」の可能性が

あり、今後慎重な検討が必要となる。

調査は基本的に遺構の内容把握を主目的にしている。遺構の所属時期の確定・遺構の性格等を把握

することを最優先しており、検出した遺構すべてを最終的な段階まで精査しているわけではない。な

お、半裁あるいは完掘した遺構については砂で埋め戻し、遺構面を覆い、可能な限り元の状態に復旧

し保存を図っている。

( 2 )調査区の位置

柳之御所遺跡は岩手県西磐井郡平泉町平泉字柳御所に所在する。遺跡の背後(北東側)には高舘の

正陵、東に北上川、西から南にかけて猫聞が淵と呼称される低地によって区切られた河岸段丘上に立

地する。遺跡内の標高は南側で25.3m、中心部で、27m、北側で'32mであり、北東側が高く、南西側に

傾斜している。北上川に接しているため遺跡の一部は浸食されたと考えられるが本来どの程度存在し

ていたのか、また、北上川の旧河道がどこなのかは不明で、ある。この土地は調査前には住宅地と田畑

があった場所であり、緊急調査後には公有地化が行われている。

地形図上の位置では国土地理院発行の五万分の一地形図「一関J(N]-54-14-15)の図幅内にあ

る。遺跡、の経度・緯度は遺跡、の中央部分で、北緯38度59分28秒、東経141度7分35秒(日本測地系)で

ある。

柳之御所遺跡は平成9年に史跡指定され、以降順次史跡範囲を広げながら現在に至っている。現時

点での指定地面積は88，244.49ばである。

今年度の調査地は遺跡を堀の内外で二分したうち堀内部地区と呼ぶ範囲に位置する。これまでの調

査によって園池跡が発見され、またその周辺には大型の建物が密集することが判明している(中心域

と呼ぶ)。そのためこの付近の場所が遺跡の中心地と考えられるようになった。今年度の調査地点はこ

の中心域の西と北側に相当する。この範囲はこれまで第31次 (平成3年)と第41次調査 (平成5年)

によって(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターによって調査されている場所でもある。

柳之御所遺跡周辺の遺跡をみると、西には隣接して猫聞が淵跡、無量光院跡が位置し、北には高舘

跡、南には伽羅御所跡が接している。無量光院跡はこれまで17次にわたって調査が行われており、宇

治平等院と酷似した内容が確認されている。伽羅御所跡はこれまで17回以上の調査が行われている

が、調査面積が少ないため内容は明らかとなっていない。しかし貴重な遺物が出土することから重要

な遺跡であることは間違いないと思われる。地名から『吾妻鏡』に記載される加羅御所に比定される

こともあるが、発掘調査によ って明らかにされているわけではない。

これらの遺跡はいずれも奥州藤原氏関連の遺跡と想定される遺跡であり、柳之御所遺跡と同時期に

存在していた可能性も高い。これらが複合して柳之御所遺跡が機能していたと考えられる。
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I 序論

( 3 )調査の方法

グリッド 遺構の測量や遺物の取り上げなどの測量作業に際し基準としてグリッドを設定してい

る。このグリッドは(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センターが1988年から始まる緊急調査に

際し平泉町教育委員会と協議のうえ設定したものである((財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財セン

ター 1995r柳之御所跡j(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第228集)。平面直角座標
第X系(日本測地系)をもとにした 5X5mグリ ッドで、南北方向の基準線に対し真北は、西に 0

0

11'振れる。遺跡範囲の北西端辺りが原点 (0，0)となる。49次調査まではグリッドの呼称をX座標

方向、 Y座標方向の順にしていたが、50次調査以降、その順を逆転させY座標方向、 X座標方向の順で

呼称・記載している。本書においてもこの方式を採用し、たとえば66-70(Y -X)グリッドならば

X軸方向が70、Y軸方向が66を示している。

表土掘削・遺構検出 今年度の調査区はすべて再調査であったため、前回の調査以降に盛られた保

護盛土(下位は砂層・約30~50cm ) を除去すると遺構確認面となる。この表土は調査員立ち会いのも

と、重機によって砂層の大部分を除去した。その後鋤簾などの道具を使用して遺構確認調査(検出作

業)を行っている。

遺構精査・記録 検出作業を確認された遺構については、史跡内であるため基本的には精査を行っ

ていないが、遺構の年代把握や遺物回収のため一部の遺構については精査(半哉、土層観察帯残し)

を行った。確認された遺構については、観察後あらためて平面図作成を行っている。ただし、北区に

ついては55SX2の一部以外については変更点がなかったためあらためて平面図は作成していない。遺

構の実測は 5mグリッドを分割した 1mx1mのメッシュを使用して手作業で行った。写真について

は6x 7版カメラ (モノクロ ・リバーサルフィルム)を中心に撮影を行い、適宜35mm版カメラやデジ

タルカメラを使用して撮影を行った。調査区全景写真撮影に際しては高所作業車を使用して調査員が

撮影を行っている。

遺構名称 今次調査における遺構名は新規の遺構については頭に今回の調査次数である65を付して

上記遺構略号を使用したが(例.65SBOO)、それ以外の遺構については柱穴を除き旧番号(既調査で

命名)で統一し、本書においても使用している。

整理作業 野外調査終了後の平成18年11月l日から平成19年3月31日まで行った。遺物は水洗後に

注記→接合→実測→トレース→図版作成→写真撮影の順で作業を行った。遺構については点検、合成

の後、必要に応じて第2原図を作成し、その後トレース→図版作成の順で作業を行った。

記載内容 今回の調査区内における既発見の遺構については、建物関連の柱穴を除いて平面図の確

認および作成のみ行った。新期に発見された遺構はもちろん、既知の遺構においても新たな知見が得

られたものや再検討したもののみについては本書に記載している。

普及活動 普及活動の一環として、野外調査の全容がほぼ明らかとなった 9月2日に現地説明会を

行った。天候にも恵まれて参加者150名を得た。そのほか訪れる観光客など必要に応じ随時現場を公開

している。

-9-



H 調査の概要

1 全体概要

( 1 )調査区-検出遺構について

今年度の調査区は堀内部地区の中央部に位置し、中心建物群の西側と北側の 2地区に分かれる。便

宜的にそれぞれ西 ・北区としている。西区は31・41次調査区の一部、北区は55次調査区の一部に相当

する(第 l図)。再調査の結果あらたに発見された遺構は以下の通りである。

建物跡 計 7棟 うち今回発見 l棟 (既知遺構が建物に変更)

柱穴 (ピット) 計379個 うち今回発見206個

溝跡 計 21条 うち今回発見 13条

塀跡 計 4条 うち今回発見 3条

土坑 計 32基 うち今回発見 14基

( 2 )基 本 層 序

基本層序はすでに保護盛土が造成されていたため、前回調査時の土層堆積は確認できなかった。そ

のため調査は保護盛土の下層である山砂を目安に深度を決定して行った。本来の土層堆積はこれまで

の報告書を参照されたい。

2 調査経過

5月8日 調査開始。現場設営を行う。

5月上旬 西区にトレンチをいくつか入れ下層の遺構の確認作業を中心に作業を行う。以降試掘トレ

ンチ調査を中心に調査を進める。

5月下旬 試掘の結果を受けて重機による表土掘削を行う。以降、順次西区の遺構検出作業を行って

いく 。

6月上旬 日形小学校 (児童約30名)、文化庁山下調査官視察、専門家国際会議一行など見学や視察が

相次ぐ。一回目の粗検出を行っているなかでもいくつかの新規の遺構が発見される。31SB5建物跡

では構成する柱穴が増えて、建物として完全に揃うことがこの時点で判明した。

6月下旬 21日に指導委員会作業部会開催。31SB5総柱建物の再検出の結果柱穴が増えることを指

導委員に報告する。以降慎重に調査を進める。23日に一部の作業を北区の調査へ移行する。

7月上旬 西区は平面図作成作業を中心に進めるいっぽうで、北区の検出作業を行う。また西区は北

側に調査範囲を拡張することにし、重機による表土掘削を行う。

7月下旬 20日に指導委員会が開催されるため、 清掃作業を中心に作業が進む。この段階までにおお

よその検出が終わり、遺構の内容が判明する。全景写真撮影を行って、検出作業を終える。

8月上旬 検出作業後、遺構精査を行う。柱穴については削平度の目安にするため穴の深さを重視し

たため、半裁作業を進めた。31SB5については構造と出土遺物の採集のためできるだけ精査を行い情

ハU
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H 調査の概要

報の収拾を図った。

8月下旬 学習院大学考古学研究会のメンバーが発掘作業に参加する。西区の一部をさらに拡張す

る。ひきつづき遺構の精査を中心に作業は進んで、いく。

9月上旬 2日土曜日に現地説明会を行う 。参加者は約150名にも及んだ。

9月下旬 両調査区とも図面作成作業を中心に作業が進行する。野外調査の大部分は30日にまでに終

了する。

10月上旬 一部図面作成作業が残るものの、大部分は土器洗浄作業を中心に作業を進める。

10月下旬 野外作業が完全に終了する。以降、土器洗浄のほかに、土壌の洗浄を行う。 31日に撤収作

業を行い、作業はすべて終了する。

[掘立柱建物跡1
31 S8 3 西区73 ・ 68~73 ・ 70グリッドに位置する。 3 問×

2聞の掘立柱建物である(図版3)。東西棟で本来は8個の

柱穴より構成されると考えられるが、このうち 2個が後世

の削平のためか確認できない。 31SB4、31SE3、31SK

58と重複するが、間接重複のため新旧関係は不明で、ある。

調査前には民家が存在していたため、住宅基礎などで多く

が破壊されている。

建物規模は現状で東西8.05m、南北2.12mであり(柱心

々間の距離、以下同様)、方位はN-60-Eである。柱聞は桁

行きが南側柱列で西から300・272・230cmで、あり、梁行きが212cmに復元できる。北側柱列と南側柱列と

は対応せず、寸法もばらつきがある。柱穴の平面形は円形を呈しており、前回の調査 (31次)と平面

図を比較すると今回の調査では一回り規模が大きくなっている。このため多くの柱穴で調査後に崩落

が生じたと判断した。 31次調査時点で、の規模は検出面で、26~40cm 、 深さは 12~20cmである。これまで

調査された建物跡のなかでは小さい部類である。前回調査の所見によると、検出面で柱痕跡は確認さ

れていないが、断面図から確認できる痕跡が3個ある (P365・366・369)。それから判断すると柱径は

約12cmと想定される。平面規模とあわせて、非常に小さい。堆積土は浅黄色系の堆積土が中心である。

柱痕跡には灰黄褐色シルトが堆積する場合が多い。柱穴底面状況をみると25.70~25 . 75m前後の位置

に各柱穴底面がそろっていることがわかる。出土遺物は合計33gのかわらけが出土している (31次調

査)。方位、出土遺物、柱間寸法から判断すると12世紀代の時期に位置づけられよう。

3 検出遺構

( 1 )建物跡 (SB. SX) 

下:町〉1114 
-:0一一一--，-0一一一一、)γ-o-f 型政
3叫 4P369 EdL JYU4 エー
1 303c.00尺) I 272cm伯尺) 1 23Oc. (7.6尺)1

H~26.20αn 

初~初級

第2図 31SB3平面・断面実測図

31 S8 4 西区南端の69-72~70-72グリッドに位置する(図版 4) 0 4間x1聞の掘立柱建物跡で

ある。31次調査において調査された遺構であるため当時の記録と今次調査の結果を総合して記載す

る。東西棟で10個の柱穴から構成されるが、現状では重複のため 2個が存在しない。この建物跡も住

宅基礎により削平を受けている。31SE3・4・5，65SD10と柱穴が直接重複し、 31SK58と空間的に重複

している。前回の調査によると31SE4・5より新しく、 31SE3、65SD10(平面図上は柱穴を優先)よ

り古いと判断されており、 31SE4、31SK58との新旧関係は不明で、ある。
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3 検出遺構

建物規模は東西9.68m、南北4.24mで¥建物方

位はN-230-Eである。柱聞は桁行きで南北側柱と

も西から272・212・212・272cmの9・7・7・9尺に、梁行

きは東西とも424cmの14尺に復元した。等間では

ないものの規則的な柱配置を採用する。柱穴の平

面形は円形を基調とするが現状では一部の柱穴の

壁が崩落しており、 31次調査当時と規模が異なっ

ている。柱穴の直径は44~58cmで、ほぼ同規模であ

るが、 P175・340の2個は規模が一回り大きい。あ

るいは31次調査段階で崩落していたかもしれな

1).1 
Q--n Qz O-⑥ Q 寸

叩 40vrrlop1711
@長~<S)P3 62 のぼ偽55Jjl
1 272cm伺尺) f 212cm(7尺)1212c皿(7尺)1 272co(9尺) 1 

96&0(32尺)

H~26 ，50白羽

初務劾務弘 毅~ゑ
1 :200 5m 

い。 検出面か ら の深さは40cm~60cm 、 4 個の柱穴

から柱痕跡が確認された(P175.382・356・381)。柱

痕跡の直径を平・断面図から推測すると 16~20cm になる 。 堀かた堆積土には浅黄色から灰黄褐色の色

第3図 31884平面・断面実測図

調を呈するシルト質である。柱痕跡は灰黄色を呈するものが多いが、堀かた堆積土との層界には酸化

鉄の集積が認められるものが多い。

柱穴底面の状況は東西・南北列ともに25.60m前後の高さで揃え られており、柱によ ってばらつき

はない。このため、規則的な柱配置とあわせても遺跡の中で、は比較的整った構造をもっ建物跡である

といえる。

出土遺物は計2，690gのかわらけと渥美片がl点出土している。時期は遺構の特徴および手づくねか

わらけの出土から12世紀中葉前後以降に位置づけられよう 。

31885 西区東部の69-69~72-70グリッドに位置する (図版 5 ・ 6 ) 0 5間X2間の掘立柱建物

と復元している。東西棟で総柱の構造をもち、南側柱列の柱穴 1個が削平により消失し、計17個の柱

穴で構成される。31次調査において調査されていたが今回あらたに 9個の柱穴が発見されたものであ

る。建物を構成する柱穴 (P153)において65SA3と重複するが新旧関係は、この柱穴がすでに完掘

されていたこと、 65SA3が認識されていなかったことから今回の調査時点では不明となっている。全

体的に現代の住宅によ

り削平を受けており、

遺存状態はあまり良く

ない。

建物規模は東西12.55

m、南北6.0mで、方位

はN-23
0-Eである。

柱聞は桁行きで、251cm

(8.3尺)の、梁行きで

300cm (10尺)の等間と

復元できる。柱穴の平

面形は円形から楕円形

を呈し、検出面での規

模は長軸60~100cm (平

つ白
噌

'B
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第4図 31885平面・断面実測図



日 調査の概要

均90cm ) 、深さが30~70cm で、ある 。検出された柱あたり (検出面上での痕跡) では柱径が約30cmで、あ

る。堆積土は堀かたが浅黄色を呈する色調のものが多い。抜き取り痕のなかには灰黄色や暗褐色を呈

するシルト~粘質土が堆積している。

柱痕跡が一部でも確認できる柱穴にはP149・250・180・234があり、その他の多くは抜き取りと考えら

れる断面痕跡が残る。柱穴底面の状況をみると東西列、南北列ともに26.1m前後の標高で、統ーされて

いるようであるが、東西列の両端の柱穴は若干浅くなる傾向がある。南側に位置する柱穴はいずれも

浅くなっているが、柱穴底面レベルはほぼ一定であることから、南側柱列付近は削平が強く及んでい

ることカfわかる。

この建物跡の柱穴は規模的には通常のものよりも大きく、中心建物群に準じる規模のものであり、

柱穴も深いことからある程度高さのある建物が推定できる。加えて遺跡内では数少ない総柱構造を採

用することから、通常の建物跡とは異なった機能・性格が想定される。

遺物はかわらけ1，413g、国産陶器7片が出土している。時期については建物方位、手づくねかわら

けの出土から12世紀中葉前後以降が想定される。

る。

建物の規模は東西10.3m、南北4.24mであ

り、方位はN-OO-Eである。柱聞は桁行き ・梁

行きともに212cmの7尺等聞に復元できるが、南側柱列の東から 1聞は 6尺であり、 1尺短い。桁方向

31 SB 6 西区71-67~73 -67グリッドに位

置する (図版 7)。 東西 5間×南北 2聞の東西

棟の掘立柱建物である。 14個の柱穴より構成さ

れる。52SB25・31SK76・28SA1.31S D52と重

複し、28SA1よりも古く (68-73-PP 3の柱

穴が28SA1により切られていると原図に記

載)、 31SK76より新しい。 52SB25・31SD52と

は直接重複していないため新旧関係は不明であ

。-ー@てfe---01-rf7宿区息。，r2l
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第5図 31S86平面 ・断面実測図

の柱列と梁方向の柱列とはきれいに直交せず、また柱筋の通りが悪くいびつな平面形になる。柱穴の

平面形は円形~楕円形を呈しており、不整形なものが多い。 検出面での規模は長軸20cm ~ 50cmで、検

出面からの深さは20~40cmで、ある。検出できた柱痕跡は 8 個あり(うち断面図から 3 個)、柱径は 12~

14cmで、ある。堆積土は堀かたが浅黄色を呈するシルトが主体であり、柱痕跡には灰黄褐色を呈するも

のが多い。

柱穴底面の標高は26.60~ 26. 70mの高さにあるものが多いが、東から 2列目に柱穴は 2個とも他よ

りも浅く構築されている。また、南側柱列の柱穴底面は北側柱列よりも約10cm低い26.50m前後の標高

に揃うものが多い。このため、 12世紀の柱穴構築時の地表面は北から南へと傾斜していた可能性が考

えられる。

建物全体の形状や各柱穴などをみると整然、とした配置ではなく、また柱穴規模も小さい。

出土遺物はかわらけが1，590gと中国陶器片がl点出土している。遺構の特徴や手づくねかわらけの出

土から12世紀の中葉を前後する時期に位置づけられよう。

41 SB 1 西区西端の71 -63~71-64グリッドに位置する (図版 3 )。今回の調査では建物の一部の
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3 検出遺構

みが調査区内に位置しているが、過去の調査所見による

と身舎が3間X2間で、北-東に庇が付設される掘立柱

建物跡である。東西棟であ り、本来なら20個の柱穴から

構成されると復元できるが、現状では5個の柱穴が撹乱

によって削平されていると考えられ残存しない。41SD

14、65SD7、41SK1やその他の柱穴と重複してい

る。柱穴以外の遺構とは直接切り合いがないため新旧

関係は不明である。また、前回調査以前には住宅が立地

していたため、その基礎によってかなりの範囲が削平さ

れている。

建物規模は東西7.72m、南北5.36mで、 建物方位はN-

1 :200 5m 

第6図 41381平面・断面実測図

20-Eである。柱聞は桁行きが西から212・212.212・136cm(7・7.7・4.5尺)、梁行きが北から136・200・200

cm (4.5・6.6・6.6尺)と復元でき、桁行きと梁行きで寸法が異なるものの規則的に配置されている。し

かし、桁行きと梁行きの柱穴は直交せず斜行することからあまり設計精度は高くはないと想定され

る。庇の出は4.5尺と身舎間よりもかなり狭い。

柱穴の平面形は円形を呈する。規模は身舎を構成する柱穴で40cm前後、庇を構成する柱穴で、30cm前

後と一回り小さい。深さは調査を行っていないため不明で、ある。柱あたりは4個の柱穴で確認される。

想定される柱径は身舎で、約20cm、庇で、約12cmで、ある。

二面庇をもっ構造を有する建物跡で、柱聞が比較的規則的であるにもかかわらず配置がやや乱れて

いる。庇の出も短いことと合わせてこの遺構の特徴となっている。

出土遺物は調査を行っていないため出土していない。時期は建物方位や遺構の特徴から12世紀代と

位置づけられよう。

41SB 2 西区西側65-69グリッドから65-71グリッドに位置

する(図版8)03間X2聞の掘立柱建物跡である。南北棟で10個

の柱穴から構成される。西側柱列のP63は現代の溝によって大部

分が削平されており、痕跡がわずかに残る程度のものである。全

体的に現代の住宅によって削平されており、異存状態は悪いと言

える。重複関係は、 P31において41SE1と重複している。現状で

は41SE1の方が新しいと判断できそうであるが、調査時には41S

E1がすでに完掘されていたため新旧関係は不明と言わざるを得

ない。前報告書においても記載がなく判然としない。

今回検出の10個のうち 9個の柱穴において断ち割りを行ってい

るが、半裁のため完掘は行っていない。

建物規模は南北6.06m、東西4.24mで、建物方位はN-34
0
-Wで

1 :200 5m 

第7図 41382平面・断面実測図

ある。柱聞は桁行きが北から212・181・212cm(7・6・7尺)で、梁行きが西から212・212cm(7・7尺)と復

元した。この寸法は規則的といえるものの、構造線は全体的に歪んで、おり、柱筋の通りも悪い。

柱穴の平面形は円形~楕円形を基調とするがいびつなものが多い。 平面規模は長径で35~50cm前後

であり、各柱穴によって大きさにまとまりはない。 5個の柱穴で柱あたりが確認されたが、断ち割り

の結果、柱痕跡と判断するに至らなかった。P15からは平面で確認できなかったが、断ち割り後に断

-14-



E 調査の概要

面で柱痕跡を確認している。それから推定される柱径は18cmで、ある。柱穴の堆積土は灰黄褐色からに

ぶい黄桂色を呈する色調の粘質土が多い。

本建物跡は規模的にも小さく、個々の柱穴の構造や柱筋などをみるとあまりまとまりがなく、正確

に設計された建物とは考えにくい。

柱穴底面の状況を見ると、桁行きでは標高25.75m前後で、そろえられているが、梁行きでは東側ほ

ど底面標高が若干高い傾向にある。

遺物はP21からかわらけの細片が2点 (llg)が出土しているのみである。図示できるものはない。

時期は建物方位がその他の建物とは大きく異なり西側に大きく傾いていることから異質で、あるとい

える。したがって12世紀の範曙に収まらない可能性もあるが、遺物や柱間寸法からここでは一応12世

紀代の建物として捉えておきたい。

[竪穴建物跡1
55SX 2 北区80-64~82- 65グリッドに位置する(図版 9 ~ ll ) 。南北12.5m 、 東西 13.4m の規模

を有する竪穴建物である。近世に所属すると想定される55SB4・55SB7・55SB26と55SK1と重複し、こ

れらよりも本遺構が古い。掘り込み面は上部が削平されているため不明であるが、検出は他の遺構と

同様の地山面で行っている。柱穴は半裁のみにとどめているため完掘していない。55次調査で調査を

行った遺構である。

平面形は凸型を呈する部分と東側に方形の部分とが合体した形態をもっ O 床面の柱穴を基準にする

と方位はN-2
0
-Eである。北側の張り出しは約3.5m、東側の張り出しは約 6mx5mである。北側

は55SA1と重複あるいは近接するが、その付近は削平や12世紀以前の堆積土があるため不明瞭である。

サブトレンチをいれたがこの状況は変わらず、前後関係は不明のままとなった。

北側の張り出しは途中で段差をもち、北壁から1.7mの付近で二つの部分に分けられる。北壁寄り

の部分の方が浅い。東側の張り出し部分も凸型の部分より一段高くなっており、構造的に異なってい

ることが想定される。

床面までの深さは検出面から約80cmで、ある。床面の状況は中央部分がゆるやかにくぼんでいること

が観察されたが、今回あらたに床面の一部を断ち割ることによって貼り床と判断した。断ち割りを

行った断面をみると細かな灰褐色粘質土のブロックが混じり遺物も包含しており、堆積土の残存とも

思われたが、柱穴がこの層を掘り込んで、いることから貼り床と判断した。したがって、貼り床が施さ

れているものの現状では平坦につくられたわけではなU、
床面には柱穴が計32個設置されている。今回あらたに l個が追加されたが調査は行っていない。柱

穴は総柱状に配置される。これらの柱穴が重複する場合が2箇所で確認される (P29と10、P22と23)。

平面形はいずれも円形~楕円形を呈する。規模はP 1 ・ 9 ・ 20 ・ 21が長径100~ 1l0cm、その他が長径50~ 70

cm で、ある 。 床面からの深さはP1 ・ 9 ・ 20 ・ 21が100~ 1l0cmで、あり、平面規模と同値である 。 その他は60~

80cmと前者よりも浅い。このうち前者の柱穴は中央部に配置され、かつ規模が他よりも大きいことか

らこの建物の主柱穴を構成する柱穴と考えられる。南北方向の柱間寸法は西から2列目をみると、北

から242・182・182・272・182・121cm(8・6・6・9・6・4尺)、東西方向は北か ら4行目をみると、 182・

272・182・182・182・182cm(6・9・6・6・6・6尺)と復元でき、6尺を多用する。主柱穴聞は 9尺と大きい。

総長は、南北1，181cm(39尺)、東西1，182cm(39尺)とほとんど等しい値となっている。

柱あたりは多くの柱穴で床面上に確認されるが、 P1・15・20・26・27・28の6個のみは検出面、断面に

おいても柱痕跡が確認されない。 確認された柱痕跡は断面から計測する Pl . 9 ・ 20 ・ 21で、 は30~40cm 、
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3 検出遺構

平面では約50cm、その他の柱穴で、は約20cmとなり、前者は柳之御所遺跡から計測された柱痕跡のなか

ではもっとも太い。柱穴堀かたの堆積土の多くは地山層である浅黄櫨色粘質土~シルト層に類似する

が、褐灰色等の粘質土ブロックや炭化物を包含する点で異なる。また、柱痕跡との境界に酸化鉄が凝

集する傾向が多くこの点では見分けがつきやすい。

柱穴底面の状況は、多くの柱穴ではおおむね標高25.50m前後で、統ーされるが、主柱穴と想定される

4個の柱穴は25.20m前後と深く、逆に北部の張り出し部分の柱穴 (P2・3)は26.50m前後と浅い。こ

のような状況はP1・9・20・21が主柱穴を構成することを裏付けるかもしれない。

柱穴の底面状況と、底面の状況、柱穴の重複等を考慮すると、凸型の部分を基本構造とし、北と東

に張り出しが付設される構造とすることができる。東部の張り出しは柱穴の新旧関係から後に拡張さ

れた可能性がある。上部構造は柱の配置から凸型部中央に配置される 4個の大型主柱穴を中心とする

ことが推定される。

遺物は今年度の調査からは柱穴から少量のかわらけのみが出土しているが、前回の調査では床面を

中心にかわらけが多量に出土している。報告書によると総重量は547，940gで、ある。種別はかわらけ

(546，570g)、渥美産陶器(l98g)、瓦(l，l72g)などであるが、かわらけ以外は極端に少ない。

時期は遺構の方位や手づくねかわらけの出土から12世紀中葉前後以降に位置づけられよう。

( 2 )土坑 (SK)

先に触れたように今回の調査区内で確認した土坑は合計32基ある。そのうち新たに発見したものは

14基で、さらに今回一部調査を行ったものは11基ある (図版12)。うち65SK1.65SK 4については出

土遺物から近代以降の時期と判断したため以下では記述を省略する。なお、 65SK3、65SK9、65SK

10、65SK17、65SK20については、過去の調査で完掘されていたものの名称が登録されていなかった

ためあらためて命名を行ったが、詳細な情報は不明であるためここでは記述していない。

65SK 2 調査区西側64-69(y-x)グリッドに位置する。調査は半載のみにとどめており完掘は

行っていない。平面形は径0.62mの円形を呈し、深さは検出面から0.94mである。堆積土は4層あり、

1層には多量の円喋が含まれていた。また最下層に黒褐色で粘性の強い土層が堆積しているのが特徴

である。したがって便所状遺構であることを疑い、この層の理化学分析を行ったが顕著な数の寄生虫

などを含んでいなかった(詳細はIII-1を参照)。この土坑は便所状遺構というよりは有機質の生活廃

棄物を埋めた廃棄土坑としての性格が想定されよう 。出土遺物はかわらけが548gあり、 3点 (239.6

g)を図化している (図版14-2・3・30)。

65SK 5 63-68グリッドに位置する。65SK6と重複し、本土坑の方が新しい。西側の一部は調査

区外になり、平面形は不明である。今回の調査では検出作業のみを行った。

65SK 6 63-69グリッドに位置する。65SK5と重複し、本土坑の方が古い。調査は半裁のみにと

どめており完掘は行っていない。平面形は楕円形を呈し、大きさはO.9xO. 7m、検出面からの深さは

28cmで、ある。堆積土は4層に分けた。褐灰色系の粘質土で自然堆積している状況が確認できる。Iと

3層には地山ブロックが混入し、 2層にはかわらけ片が含まれている。出土遺物はかわらけが295gあ

り、うち 2点 (262.2g)を図化している (図版14-4・5)。
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65SK 7 67-71グリッドに位置

する。平面形は楕円形を呈し、大

きさはO.85xO. 6mである。今回は

検出作業のみ行った。

65SK 8 調査区西側64-69(y L 

-x) グリッドに位置する。遺構

との重複はないが、現代の生活道

路の地下にあったため上部は削平

を受け撹乱されている。調査は半

裁のみにとどめており完掘は行っ

ていない。平面形はいびつな楕円

形を呈し、大きさはl.2 x l. Om、

検出面からの深さは0.8mである。

堆積土は調査中に土層帯(セク

ションベル ト)が崩壊したため記

録をとることができなかったが、

最下層は緑灰色シルト (lOYR5 

/6)で黒褐色粘

質土 (lOYR3 / 

1 )ブロックを多

く含む層が堆積し

ていた。また、上

層には直径1O ~20

cm前後の円礁が多

量に含まれてい

た。遺物は計1，415

g (かわらけ1，307

g、国産陶器68g、

土壁40g)出土し

ている。そのうち

5点 (579.6g)を

図化した(図版14

6 ~1O) 。

65SK 11 70-68 

グリッドに位置す

る。P218と重複し

ており、本土坑の

方が古い。調査は

L 

H=26.0QOm 
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第8図 65SK6遺物出土状況実測図

9 7 

」

ヌ
8 、ヰギイ

。 1: 20 1m 

第9図 65SK8遺物出土状況実測図

マ
'
可
}
ム



3 検出遺構

半裁のみにとどめており完掘は行っていない。平面形は長楕円形を呈し、大きさは2.0XO.84m、確認

面からの深さ0.4mである。堆積土は 1層のみ確認できる。淡黄櫨色の粘質土であり、かなりしまりの

強い堆積土である。遺物は出土しなかった。形態的には縄文時代の土坑に類似するが判然としない。

65SK 12 70-67グリッドに位置する。調査区内では一部のみ確認した。したがって形状、大きさ等

は不明である。今回は検出作業のみ行った。

65SK 13 63-68グリッドに位置する。西側一部は調査区外に広がっており、全容は不明である。平

面形は 2本の溝が合流した，YJ字状を呈すると推定される。大きさは、調査区内では長さ1.5m、幅

0.4mで、深さは確認面から0.2mである。堆積土は単層で、粘性のない黒褐色粘質土が堆積していた。

通常の円形を基調とする土坑とは形態、堆積土など異なっている。付近の遺構の状況からすると溝跡

(雨裂溝も含む)の可能性もある。遺物の出土はなかった。

65SK 14 69-70グリッドに位置する。北東側に65SK18が接して位置するが重複関係にはない。平面

形は東側がやや突出する楕円形を呈し、大きさは0.9XO.8m、確認面からの深さが0.5mである。堆積

土は 4層に分けた。最上層は遺構の範囲を超えて広がっていたことから整地層の可能性も想定でき

る。それ以下の層は褐灰色系の自然堆積土で、とくに 2層に遺物が多量に含まれていた。出土状況か

、ーとグイ ミ~
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し
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E 調査の概要

ら、これらの遺物は本土坑がある程度埋没した後に北方向から廃棄されたことがわかる。遺物はかわ

らけ 1 ， 843gが出土し、そのうち 12点(1， 183 .1 g ) を図化した (図版14-11~ 18 、 32~35) 。

65SK 15 66-68グリッドに位置する。平面形は径0.4mの円形を呈し、確認面からの深さは0.2mで

ある。本土坑は陶器斐の埋設用堀かたと想定できる。聾の内部には締まりのない黒褐色粘質土が堆積

していた。出土遺物は埋設用の問器斐(近代以降)のみである。

65SK 16 65-67グリッドに位置する。調査は半哉のみにとどめており完掘は行っていない。平面形

は径0.8mの円形を呈し、確認面からの深さは0.16mである。堆積土は 2層に分けた。深さがなく堆積

の状況は確認できないが、地山に似た褐色系のシルト層が堆積している。出土遺物はなく、したがっ

て時期も不明である。

65SK18 69-70グリッドに位置する。 65SK14と隣接しているが重複関係はない。調査は半載のみ

にとどめており完掘は行っていない。平面形は楕円形を呈し、大きさは1.9X1.5m、確認面からの深

さは0.6mである。井戸跡の可能性を疑い底面をさらに掘り下げたが地山が続くのみであり、単なる土

坑と判断した。 堆積土は 3 層に分けた。 全体的に径1O~20cm程度の円礁が包含されている 。 とくに 2

層には集中していたが、規則的に並んでいるわけではない。廃棄された喋群かもしれない。遺物はか

わらけを中心に882g出土している(かわらけ566g、国産陶器310g、中国産開器7g)。そのうちかわ

らけ 1点70g、国産陶器2点310g、中国産陶器 l点7gの計4点を図化した(図版14-29、15-44、16

-67・68)。

65SK 19 69-67グリッドに位置する。撹乱により一部壊されている。調査は半裁のみにとどめてお

り完掘は行っていない。平面形は不正形な楕円形を呈しており、大きさは1.2X1.1m、確認面からの

深さは0.46mである。堆積土は 6層に分けた。1層は方形の堀込みのように見えるが撹乱の可能性が

ある。堆積土上位層には褐灰色の粘質土が、中位層以下には地山系の淡黄色シルトが自然堆積してい

る。遺物はかわらけ244gが出土しているが、細片のため図化していない。

65SK21 71-73グリッドに位置する。南端は調査区外に広がっており、全容は不明である。調査は

一部サブトレンチを入れたのみであり完掘は行っていない。平面形は調査区内における形状を見る限

り長楕円形を呈すると推定される。大きさは調査区内でO.98xO. 6m、深さが確認、面より0.4mであ

る。堆積土は 2層に分けたが単層に近い堆積状況である。遺物はかわらけ120g出土しているが、細片

のため図化していない。

( 3 )溝跡 (SD)

今回の調査区 (西区)内で確認された溝跡は21条あり、あらたに発見されたものは13条ある。以下

ではこれらを中心に説明するが、うち 8条についてはこれまでの調査で完掘されていたが名称が付さ

れていなかった溝 (65SD3、7、8、9、10、15、16、17)であり、今回命名したのみであるため記

述を省略する。また、既知の溝跡8条のうち 4条については今回一部調査を行っている。したがって

今回分の溝跡5条と既知調査分の4条合わせて 9条について以下では説明を行う (図版13.付図)。な
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3 検出遺構

お31次調査で確認された31SD35、36、38、40、41については位置と直線的な構造・住宅地図との合

成から調査前の住宅の基礎と判断した。65SD6、7、12、13は欠番とする。

65SD 1 63 - 67~69グリッドに位置する 。 やや東に降っているがほぼ南北方向にゆるやかに蛇行し

ながら延びている。両端とも調査区外に位置するため本来の長さは不明であるが、調査区内では直線

にして長さ 14.5m、幅が0.5~0.7mであり、深さが確認面から深いところでもO.lmと非常に浅い。堆

積土は基本的には単層で灰黄褐色粘質土が堆積している。 地点によ ってはやや黄味の強いにぶい黄褐

色を呈することもある。遺物はかわらけを中心に1，084g(かわらけ705g、国産陶器384g、白磁片6

g、土壁199、鉄製品 2g)出土し、そのうち国産陶器4点 (384g)、白磁l点 (6 g)を図化した (図

版15-52~54、 65、 71) 。

65SD 2 64-68グリッドに位置する。北西から南東方向に3.7mにわたり検出した。西側は65SD1 

と重複し、本遺構のほうが古い。東側は現代の生活道路によって破壊されている。幅は0.4m前後、深

さは確認面よりO.lm程度で、ある。単純な層のため断面図は作成していないが、堆積土は65SD1と同様

であった。遺物はかわらけが66g出土しているが、近代以降の陶器も出土している。したがって、こ

の溝跡の時期は近代以降と推定できる。

65SD 4 63-69グリッドに位置する。北西から南東方向2.8mにわたり検出した。西端は調査区外へ

延びており、東端は現代の生活道路によって破壊されている。65SD4と重複し、本遺構の方が古い。

幅は0.3m、深さがO.lmである。65SD2と同様に断面図は作成していないが、 65SD1と同様の堆積

土である。遺物は出土していない。

65SD11 68-67、69-68、70-68グリッドに位置する。北西から南東方向に11mにわたり検出した。

北端は調査区外へ延びるが、南端は水道管埋設用の溝によって破壊されている。 31SD54、P304と重

複し、前者よりは新しく 、後者より古い。堆積土は3層に分けられる。下層は地山起源と想定される

初期堆積土があり、中層に黒褐色粘質土が、上層に褐灰色粘質土が堆積する。遺物はかわらけを中心

に1，221g出土した (かわらけ1，084g、国産陶器85g、中国陶磁器13g、鉄製品36g)。そのうち国産陶

器3点 (85g)を図化した (図版15-40・41・59)。

65SD14 63-67グリッドに位置する。南西から北東方向に延びる溝跡である。南端は一端とぎれて

いるが、北端は調査区外へつづく 。65SD1と重複するが、 本遺構の方が新しい。幅は最大で1.5m、

深さは0.2mである。堆積土は単層で褐灰色の粘質土である。遺物はかわらけ134gが出土している。

31 SD52 72-67~ 68グリッドに位置する 。 南西から北東方向へ延びる溝跡である。長 さ4.6m にわた

り検出した。31次調査によって発見された溝跡であるが、今回一部を掘り下げた。幅は0.35m前後と

一定しており、確認面からの深さO.lmと非常に浅い。塀跡を疑ったが、明確な痕跡は確認できな

かった。堆積土は単層で、灰白色粘質土が堆積していた。他の溝跡の堆積土とは異なるものである。

遺物は調査したのが一部のため出土しなかった。

31 SD54 69-68~70-68グリッドに位置する 。 すでに一部調査されていたが、今回あらためて調査し

た。北西から南東方向にゆるやかに屈曲しながら延びる溝跡である。西端を65SD11と、東端で31SD
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日 調査の概要

53と重複する。前者より古いが後者との新旧関係は不明である。堆積土は褐灰色粘質土の単層である。

遺物はかわらけ、国産開器が中心に815g出土し、そのうちかわらけ2点(158.2g)、国産陶器4点(146

g)を図化した (図版14-1 ・ 21 、 1 5-36~ 39) 。

41 SD14 63 ~ 64-71 グリッドに位置する 。 北東から南西方向にほぼ直線的に延びる 。 調査区内での

長さは3.5m、幅0.2m、深さ0.2mで、ある。堆積土は褐灰色粘質土の単層である。

直線的で塀跡の可能性を想定したが明確には出来なかった。遺物はかわらけ31g出土している。

41SD15 64-71グリッドに位置する。長さ1.6m、幅0.4mの大きさで確認した。すでに41次調査で

確認されていたが、今回の調査結果から南側を風倒木と判断し、残りを41SD15溝跡とした。断面図は

作成していないが、堆積土は41SD14と同様である。遺物はかわらけ294g出土している。

( 4 )塀跡

調査区内(西区)で確認した塀跡は 4基である。このうち今回新たに発見されたものは3基、すで

に調査されたもの I基 (28SA1 )である。以下では、今回発見の塀跡3基を中心に説明する(付図・

図版13)。

65SA 1 67-70~ 72-72グリッドに位置する 。 北西から南東方向の塀跡として検出した。 すでに一部

が調査されていたが原図、報告書等には記載されていなかった。今回あらためて一部を調査したとこ

ろ、撹乱として排除すべき痕跡は確認できず、むしろ塀跡として登録すべきと判断した。P170、P

173、28SE15と重複するが、すでにこれらの遺構は完掘されていたため新旧関係は不明である。ただ

し、これらの遺構が先に調査されていたことから、本塀跡はこれらの遺構よりも古いかもしれない。

西端は現代の住宅基礎によって破壊され、東端は途切れながらも調査区外へ延びるようである。北側

3.8mのところに65SA3 がほぼ平行して位置する 。 調査区内で確認した長さは26m 、 Ilf~は上部で0.4

m、下部で0.2mである。深さは確認面から0.2mである。堀かた断面は上部が漏斗状に広くなってい

るため、調査で一部掘りすぎたところがある。堆積土は単層で黒褐色粘質土が主体であり、地山起源

である淡黄色ブロックを含んで、いる。板状の痕跡は平面、断面ともに確認できなかったが、堀かた形

状から板塀の可能性が高い。なお今回の調査では出土遺物はなかった。

65SA 2 69-69~ 67-70グリ ッドに位置する 。 東西方向の塀跡として検出した。すでに一部が調査さ

れていたが原図、報告書等には記載されていなかった。今回あらためて一部を調査したところ、 65S

D1と同様に撹乱として排除すべき痕跡は確認できず、むしろ塀跡として登録すべきものと判断した。

31SB 5、28SA1と重複しているが、これらの遺構はすでに完掘されていたことや本塀跡が認識さ

れていなかったと予想されるため新旧関係は不明である。

西端は69-69グリッド内で途切れているが、削平のためであろう。東端は28SA1と重複するが、28

SA 1を越えた東側では検出できなかった。調査区内での長さは18.2m、0.25m、深さは0.2mである。

断面形は65SA1と同様に上部が広い漏斗状を呈している。堆積土は褐灰色の粘質土や淡黄色粘質土

(地山系)が堆積している。一部を調査したに過ぎないが、平面に板状の痕跡が確認されたことから

板塀と判断している。なお今回の調査では出土遺物はなかった。
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4 出土遺構

65SA 3 68-69から71-71グリッドに位置する。北西から南東方向に延びる塀跡として検出した。他

の塀跡と同様にすでに一部が調査されていたが原図、報告書等には記載されていなかったため、今回

あらためて調査をしたところ、撹乱として排除すべき痕跡は確認できず、むしろ塀跡として登録すべ

きものと判断した。遺構との重複はないが、 一部撹乱により大きく破壊されている。西端はこの撹乱

で、東端は削平のためか途切れている。調査区内で確認できる長さは20.5m、幅が0.18m、深さ0.15

mである。板の痕跡は幅20~30cm、厚さ 5 cm程で、褐灰色~灰黄褐色を呈する粘質土として観察され

る。堀かたの堆積土は地山系の淡黄色シルトである。平面および断面で板状の痕跡が確認できたこと

から、板塀と推定される。なお、今回の調査では遺物の出土はなかった。

( 5 )柱穴(小穴)

今回調査区内で確認された柱穴は379個である。これらはすでに確認されていたものや調査された

柱穴がほとんどであるがいくつかの柱穴はあらたに発見されたものである。新たに発見した柱穴を使

用して建物を復元できたものは l棟のみであり、その他多くの柱穴については建物復元にまでは至ら

なかった。

調査を行った柱穴は建物以外で17個である。とくに底面の標高の情報を得るために調査を行った。

これらの情報は今後とくに削平度を検討する際に貴重なデーターとなるものである。

4.出土遺物

( 1 )数 量

68次調査から出土した遺物はコンテナにして 2箱、重量にして23.13kg出土した。大半が12世紀代の

奥州藤原氏の時代に該当する遺物である。今回の調査は再調査であることや今回新たに発見された遺

構は一部しか調査していないため、面積の割に遺物量が少なくなっている。したがって、 今年度の出

土遺物はこの調査範囲内から出土した遺物のすべてではなく、これと既調査分をあわせたものが出土

量全体となる。既調査分についてはここでは含めていない。以下では、種別ごとに遺物の概要を記述

する。

( 2 )かわらけ

かわらけは3，139片 (14，590g)出土している。遺構出土遺物を中心に35点を図化した。

1 ~20 、 29 ・ 30は製作時にロクロを使用したもので、いわゆるロクロかわらけと呼ばれるものであ

る。21~28、 31 ~ 35は手づくね成形のいわゆる手づくねかわらけである 。

lは31SD54出土で、器厚、口縁端部の成形など比較的厚いっくりである。2・3はSK2出土で、

2は器高が4.8cmと高く、底径も4.8cmと小さく図示したかわらけのなかでは古相の特徴を示している。

3は底部破片であるが、厚さが2cm以上あるのが特徴的である。4・5はSK6の出土である。いずれ

も口径が15~16cmと大きい特徴がある。4は底部の突出度が少なく体部から底部にかけての段差がな

い形態を呈する。6~ 10はSK 8の出土である。6は底部が比較的多く突出し、体部と底部とが明瞭に

区別される形態をもっ。器高も若干高く古い様相を示す。7・8・9は同じような形態を呈し、計測

値も同様の傾向を示す。10は形態的にやや異なるが計測値的には同じような値である。11~ 18は SK

14出土のかわらけである。形態的には14・16のように口縁部が内管傾向にあるものがある。器高は4

cm前後のものが多いが、 12・15のように3.2cmとかなり低いものもある。19・20は55SX2内の柱穴か
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H 調査の概要

ら出土したかわらけである。P21から出土したものは口径14.6cm、底径9cmと大きい。

21 ~28は手づくねかわらけの大皿である 。 21 ・ 22はそのなかでも小さい部類であるが、小皿とは区

別される。27・28のように明瞭な 2段ナデが認められるものは少なく、 I段ナデのものが多い。全体

的に摩滅しており、調整痕が明瞭に観察しにくい。

29・30はロクロかわらけの小皿、 31~35は手づくねかわらけの小皿である 。 形態的にはいくつかの

バリエーションがあるがここでは細かい分類を行っていない。

( 3 )国産陶器

国産陶器は遺構内外を含めて32点が出土し、すべて図化している。

36~51は常滑窯産の陶器片である 。 39は片口鉢の、 46は蓋の口縁部片であるが、それ以外は査の体

部片である 。 36~ 39は31SD54から、 40~41 は65SDllから 42 ・ 43は65SK4から、 44はSK18から、 45

はP332からの出土である。46は31SB5の柱穴P147から出土したもので、この建物の時期決定に重要

な遺物となろう 。 47~ 51 については遺構外からの出土であり、グリッド別に取り 上げているものであ

る。多くは細片のため詳細は不明である。

52 ~ 64は渥美窯産の陶器である 。 すべて細片であるが図化した。 52~54は65SD 1から、 55・56は65

SD 7から、 57は65SK8 から、 58は65SD 19から、 59は65SDllからの出土である 。 6O~64は遺構外か

らの出土である。

65~67は須恵器系陶器片である 。 65は65SD 1からの、 66はSK4 (近代)からの出土である。外面

には細かなタタキが施されている。67は歪口縁部片である。珠洲産の可能性もあるが断定できなかっ

た。SK18からの出土である。

( 4 )中国産陶磁器

今回の調査から磁器が3点、陶器が2点出土している。

磁器は白磁2点、青白磁 l点が出土している。70・71は白磁査類の胴部破片である。70は31SD54か

らの出土で、黄色味があり、光沢のある柚が施されている。内外面ともに粕が施されているが、手由調

などから大宰府分類のE類に相当すると考えられる。71は61SD1からの出土である。色調は暗緑色

系を呈し、内面にも粕が掛かる。大宰府分類のE類に属すると考えられる。72は青白磁碗の底部破片

である。高台のみ残存する。表面は二次焼成のためか焼けただれている。P131からの出土である。

68・69は中国産陶器の破片である。69は細片のため器種が不明であるが、灰褐色の紬がかけられて

いる。70は褐柚陶器の囚耳壷片である。内外面ともに褐粕が施されている。

( 5 )木製品

製品としては l点 (73)が出土した。片面には長軸側に斜行して細かな線の痕跡が残存している。

何らかの使用痕と考えられるが詳細は不明で、ある。柱穴からの出土であるため礎板の可能性も考えた

が、出土位置が底面ではないことから他の用途に使われたと考えられる。柱抜き取りの後に入ったも

のかもしれない。材質はクリである (四一 3)。
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田自然化学分析

1 土壌分析

はじめに

柳之御所遺跡は、平泉町の北上川西岸の標高約25mに位置し、「吾妻鏡」に書かれた「平泉館jでは

ないかと考えられている。第65次調査ではトイレ遺構とみられる土坑 (65SK2)が検出された。ここ

ではSK2土坑内より採取された堆積物の花粉、寄生虫卵、大型植物化石(種実類)の検討を行い、ト

イレ遺構の可能性について検討した。なお、土坑の形状と試料採取層準等については関係する項を参

照されたい。

( 1 )試料と方法

分析試料は、 SK2土坑内より採取された試料を用いた。堆積物は、オリーブ黒色に灰色よりのオ

リーブ黒色が混じる有機質泥質細粒砂ないし有機質砂質泥よりなる。以下に分析方法を示す。

1 )花粉分析と寄生虫卵分析

花粉化石の抽出は、試料1.5gを秤量し体積を測定後、 10%KOH(湯煎約 15分)処理後に、傾斜法

により粗粒砂を取り除き、 48%HF(約15分)、重液分離 (比重2.15の臭化亜鉛)、アセトリシス処理

(濃硫酸 1:無水酢酸9の混液で湯煎 5分)の順に処理を行った。プレパラ ト作製は、残誼を適量

に希釈しタッチミキサーで十分撹#後、マイクロピペットで取り重量を測定(感量O.lmg)しグリセリ

ンで封入した。また、堆積物の性質を調べるために、花粉分析層準において有機物量、泥分(シルト

以下の細粒成分)、砂分量、及び生業の指標となる微粒炭量について調査した。微粒炭量は、デジタル

カメラでプレパラートの顕微鏡画像を取り込み、画像解析ソフトのImageJで、微粒炭の積算面積を測

定した。

寄生虫卵は、花粉の同定、計数と平行して行い、それとは別に 2%KOH、HFを短時間処理した試

料についても+食言すした。

2 )大型植物化石分析(種実類)

試料約150ccを0.25mm目の舗で、水洗し、残i査から双眼実体顕微鏡下で同定可能な部位を選別し、分類

群を同定、部位・出土状況別に計数した。産出した種実はガラス瓶に60%アルコール液浸標本として

保管されている。

( 2 )結果

1 )花粉分析と寄生虫卵分析

出現した分類群のリストとその個数を第5表に、主要花粉分布図を第11図に示す。出現率は、樹木

は樹木花粉数、草本胞子は花粉胞子数を基数として百分率で算出した。図表中で複数の分類群をハイ

フンで結んだのは、分類群聞の区別が明確でないものである。また、図版に示したAFR.MY番号は

単体標本の番号を示し、これら標本は古代の森研究舎に保管しである。

分析試料の堆積物の特性は、砂が42%、シル ト以下の細粒細分が40%、有機物が18%である。

花粉化石群は、草本花粉が88%と大半を占め、樹木花粉は10%と低率で、ある。樹木ではクリ属やコ
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自然化学分析回

革本花粉・他のパリノモルフ
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SK2土坑内堆積物の主要花粉分布図第"図

(出現率は樹木は樹木花粉数、草本・他のパリノモルフは花粉胞子数を基数として百分率で算出した)

ナラ亜属、スギが比較的多く出現し、ブナやハンノキ属、ケヤキ属、カエデ属、 トチノキ属、クマシ

デ属一アサダ属などを伴う。草本ではイネ科(イネ属型)が33%と高率に出現し、イネ科(野生型)

やヨモギ属が比較的多く産出し、アカザ科、アカザ科ーヒユ科、クワ科、オナモミ属、ベニバナ属な

どを伴う。微粒炭は1504mnl/CnTと移しい量が含まれていた。

寄生虫卵は、回虫卵と鞭虫卵、肺吸虫卵が僅かに検出された。

鞭虫卵が175個、肺吸虫卵が35個である。

2 )大型植物化石分析

同定結果を第6表に示す。破損種実はイネ穎、ヒユ属種子、エゴマ果皮をやや多く出土し、ほかに

はメロン仲間種子、アワ穎、キピ穎、エゴノキ内果皮を検出した。炭化種実はイネ匹乳とキブシ種子

をl個ずつ出土した。完形種実はスゲ属、シロザ近似種、ヒユ属、ホタルイ属、キブシをやや多く、

エゴマ、ナス属、ナデシコ科、イボクサ、キジムシロ属など、及びコナラ属、フジ属の芽も出土して

いる。 以下に特筆すべき種実の形態記載を行う。

アワ :穎は黄褐色で幅の広い紡錘形、表面には縦に筋があり、波状のしわがある。

キピ:穎は灰褐色でやや長い紡錘形、表面はたてに筋があるが平滑で、光沢がある。

ヒユ属:完形種子は円形で扇平、一端に唇を横から見たような形のへそがあり 、表面は黒色で細か

いしわがあるか、平滑で強い光沢がある。破損種子は潰されて裂けた状態の種子である。種子は食用

1 CnTあたりの個数は回虫卵が245個、

や薬用とされる。

シロザ近似種:完形種子は円形で肩平、一端にへこんだへそがあり、へそから種子の中心に向かつ

てやや長い筋がある。表面は黒色で光沢がなく平滑である。種子はかつて食用のほか解熱、駆虫剤な

ど薬用に用いられていたとされるが、本遺跡、では破損種子は確認されていない。

エコ守マ :完形種子はほぼ球形で基部がやや突出し、一文字状のへそがあり、表面は比較的大きな網

目があり光沢がない褐色である。

メロン仲間:完形であれば水滴型で、基部は尖り、表面は黄褐色で縦方向に揃った網目がある。キュ

ウリ仲間は網目の縦横比が3よりも大きく、メロン仲間は2より小さく正方形寄りである。出土した

破片は完熟した種子である。
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l 土壌分析

第5表 柳之御所遺跡のSK2土坑より産出した花粉化石の一覧表

和名 学名 SK2 

樹木

トウヒ属 Picea l 

マツ属複維管東亜属 Pinus subgen. DipJoxyJon l 

マツ属(不明) Pinus (Unknown) 2 

スギ Cryptomeria japonica (し fil.)D. Don 18 

イチイ手十 ヒノキ干ヰ イヌガヤ手ヰ Taxaceae -Cupressaceae -Cephalotaxaceae 

ヒノキ型 Chamaecyparis type 1 

サワグルミ属 Pterocarya l 

クルミ属 ]ugJans 2 

クマシデ属ーアサダ属 Carpinus -Ostrya 4 

カバノキ属 BetuJa l 

ハンノキ属 AJnus 6 

ブナ Fagus crenata Blume 8 
コナラ属コナラ豆腐3 Quercus subgen. LepidobaJanus 17 

クリ属 Castanea 30 
ケヤキ属 ZeJkova 5 

カエデ属 Acer 4 

トチノキ属 AescuJus 2 

ウコギ科 Ar旦liac巴ae l 

草本

オモダカ属 Sagittaria l 

イネ科 (イネ属型) Gramineae (Oryza type) 345 

イネ科(野生型) Gramineae (Wild type) 129 

カヤツリグサ科 Cyperaceae 26 

クワ科 Moraceae 35 
クワ干ヰ イフクサ手ヰ Moraceae -Urticaceae 2 

イヌタデ属 Persicaria 2 

アカザ科 Chenopodiaceae 45 

アカザ科ーヒユ科 Chenopodiaceae-Amaranthac巴ae 49 

ナデシコ科 Caryophyllac巴ae 4 

カフマツソウ属 Thalictrum l 

他のキンポウゲ科 other Ranunculaceae 1 

アブフナ科 Curuciferae 2 

パラ科 Rosaceae 2 

セリ科 Umbelliferae 2 

オオバコ属 PJantago 2 

ベニバナ属 Carthamus 2 

ヨモギ属 Artemisia 237 
オナモミ属 Xanthium 27 

他のキク亜科 other Tubuliflora巴 5 

タンポポ亜科 Liguliflorae l 

シダ植物

ゼンマイ属 Osmunda 4 

単条型胞子 Monolete spore 6 

二条型胞子 Trilete spore 18 
他のパリノモルフ

回虫卵 Ascaris 7 

鞭虫卵 Trichuris 5 

肺吸虫卵 Paragoniums l 

樹木花粉 Ar boreal pollen 104 

革本花粉 Nonarboreal pollen 920 

シダ植物胞子 Fern spores 28 

花粉胞子数 Poll巴nand Spores 1052 

不明花粉 Unknown pollen 8 

樹木花粉量(粒/cn!) 3644 

微粒炭量 (rnn!/cn!) 1504 
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E 自然、化学分析

第6表 SK 2土坑より出土した大型植物化石

分類群 音11位

破損種実

イネ Oryza sativa L. 穎破片 51 

ヒユ属 Amaranthus 破損種子 32 

エゴマ PeriJJa frutescens (Linn.) Britton var. japonica (Hassk.) Hara 果皮破片 16 

メロンイ中1M! ClIcllmis meJo L. 種子破片 3 

アワ Setaria itaJica Beauv. 穎片 2 

キビ Panicllm miliaceum L. 穎片 l 

エゴノキ Styrax japonica Sieb. et Zucc. 内果皮破片 l 

炭化稜実

キプシ Stachyurus praecox Sieb. et Zucc. 炭化種子 l 

イネ Oryza sativa L. 炭化J!f乳 l 

完形種実

スゲ属 Carex 果実 34 

シロザ近似種 Chenopodillm cf. aJbllm L. 種子 16 

ホタルイ属 Scirpus 果実 14 

ヒユ属 Amaranthus 穂子 12 

キブシ Stachyurlls praecox Sieb. et Zucc. 種子 11 

エコマ PeriJJa frutescens (Linn.) Britton var. japonica (Hassk.) Hara 果実 7 

ナス属 SoJanum 種子 7 

ナデシコ科 Caryophyllaceae 種子 3 

キイチゴ属 RlIblls 核 2 

フジ属 Wisteria 牙 2 

イボクサ AneiJema keisak Hassk 種子 2 

サナエタデ近似種 PoJygonllm cf. scabrum Moe口ch 果実 2 

ギシギシ属 Rumex 果実 2 

キジムシロ属 PotentiJJa 核 2 

コナラ属 Quercus 牙 l 

サンショウ ZanthoxyJlIm piperitllm (Linn.) DC. 内果皮 l 

カナムグラ HlImllJus scandens (Lour目)Merrill 果実 1 

イヌタデ近似稜 PoJygonum. cf. Jongiseta (De Bruyn) Kitag 果実 l 

オヤブジラ ミ Torilis scabra (Thunb.) DC. 果実 l 

シロネ属 Lycopus 果実 l 

( 3 )考察

SK 2土坑は、土坑内堆積物から出現した植物化石群や寄生虫卵に基づくと、生活ゴミが堆積した状

況を呈しトイレ遺構に限定するほどの状況証拠はない。すなわち、回虫卵と鞭虫卵、肺吸虫卵が検出

されたが、 1 cn!あたり数百個以下と少ない。金原 (2004)は堆積物 1cc中に1000個以上の密度の寄生

虫卵が得られると糞便堆積物と判断することができるとした。しかし、移しい量の寄生虫卵が検出さ

れる場合は疑う余地はないであろうが、 トイレを利用しているヒトの状況等により寄生虫卵量が大き

く変動することは容易に想定され、単純に寄生虫卵量で糞便堆積物を特定することはできないであろ

う。一方、出土した破損種子のうちヒユ属やメロン仲間は経口利用が推測される部位であるが、イネ

穎、アワ、キピ、エコ、、マ、エゴノキは直接口に入れる部位ではない。また、完形種実で多いのはスゲ

属、ホタルイ属、キブシなどの非有用植物であり、木本の芽なども出土している。スゲ属やホタルイ
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l 土壌分析

属は抽水植物で、イネ属型花粉も多量に含まれることから、イネの収穫時に混じって採取されたこと

が想定される。また、ヒユ属種子は食用、解毒剤のほかに目薬として用いるとされ、排植物としての

廃棄のみとは限らない。破損種実の多くが非食用部位であること、利用しない種実が多く 出土してい

ることから、周辺に生育している植物から供給された種実と生活ゴミがともに堆積したと考えられる。

また、花粉ではイネ属型以外では目だって食用植物の花粉が多いわけでない。つまり、 SK2土坑には

生活ゴミと周辺に生育する植物の各部位、及び糞便が混入している状況と推定され、 トイ レ遺構に限

定する状況証拠はない。なお、回虫卵と鞭虫卵はヒトが手指や野菜などに付着した幼虫包蔵卵を経口

摂取すると感染し、 肺吸虫卵は淡水産のカニ類の生食により感染する(吉田， 1996)。また、SK2土坑

が埋積された頃には、クリやナラ類を主とし、ブナ、クマシデ属ーアサダ属、ハンノキ属、ケヤキ属、

カエデ属、クルミ属、 トチノキ属、キブシ、 エゴノキなどの落葉広葉樹に針葉樹のスギを混じえた植

生が広がっていたと推定される。

(古代の森研究舎吉川昌伸 ・吉川純子)

引用文献

金原正明.2004.寄生虫卵分析. ["環境考古学ハンドブックJ(安田喜憲編)，419-429.朝倉書庖.

吉田幸雄.1996.図説人体寄生虫学 293p.南山堂.
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回 自然化学分析

2 種実同定

( 1 )試料と方法

柳之御所遺跡は平安時代12世紀後半を中心とする藤原氏に関連する史跡である。本遺跡の第65次発

掘調査において、大型の竪穴建物跡 (55SX2 )の柱穴、および総柱建物跡 (31SB5 )の柱穴から検

出された種実の同定を行った。なお、試料のうち55SX2のPIOとP16、31SB5のP181からは同定可

能な植物部位を出土しなかった。

( 2 )同定結果

同定結果を第7表に示す。55SX2の柱穴からは、炭化種実はヒエがl個のみ、乾燥種実はサナエタ

デ近似種、ヒユ属、ヒエ穎破片をやや多く出土し、イネ、スズメノヒエ属、イネ科、スゲ属、ヤナギ

タデを出土した。 31SB5の柱穴からは、炭化種実はイネとマメ科を出土し、乾燥種実はオオケタデ、イ

ヌタデ近似種をやや多く出土し、タラノキ、イネ、ヒエ、スズメノヒエ属、イネ科、スゲ属、ギシギ

第 7表柳之御所遺跡建物跡柱穴より出土した種実

大型竪穴建物跡 (55SX2)柱穴

分類群 出土部位 P9 P20 P21 P29 

炭化種実

ヒエ Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno 炭化種子 l 

乾燥種実

イネ Oryza sativa L. 穎破片 l 

ヒエ Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno 年買 5 

スズメノヒエ属 Paspalum 穎 l l 

イネ科 Graminea巴 果実

スゲ属 Carex 果実

サナエタデ近似種 Polygonum cf. scabrum Moench 果実 8 l 4 

ヤナギタデ P. hydropiper Linn. 果実 2 

ヒユ属 Amaranthus 破損種子 8 

総柱建物跡 (31SB5)柱穴

分類群 出土部位 P146 P147 P167 P171 P180 P234 P250 

炭化稜実

イネ Oryza sativa L. 炭化~f乳破片 2 

マメ科 Leguminosae 炭化種子 I 

乾燥種実

タラノキ Aralia elata (Miq.) Seemann 内果皮 l 

イネ Oryza sativa L. 穎破片

ヒエ Echinochloa utilis Ohwi et Yabuno 号買

スズメノヒエ属 Paspalum 芸員 1 

イネ科 Gramineae 果実 l 2 

スゲ属 Carex 果実

ギシギシ属 Rumex 果実

オオケタテr Polygonum orientale L 果実 2 

ヤナギタデ P. hydropiper Linn. 果実

イヌタデ近似種 P. cf. longisetum De Bruyn 果実 2 4 

ヒユ属 Amaranthus 破損種子 3 

オヤブジラミ Torilis scabra (Thunb.) DC. 果実
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2 種実同定

シ、ヤナギタデ、ヒユ属、オヤブジラミを出土した。以下に特筆すべき種実の形態記載をおこなう。

ヒエ:炭化種子はやや角張った球形で基部に小さい楕円形の佐がある。

マメ科:種子は円形で肩平、径4.9mmで大変薄いため栽培種ではなく自生のマメである。

( 3 )考察

炭化種実は、竪穴建物跡、 (55SX2 )からはヒエを、総柱建物跡 (31SB5 )からはイネと野生とみ

られるマメ科を出土した。平安時代の平泉ではイネと雑穀のヒエを利用していたと考えられるが、出

土個数が極端に少ないためそれぞれの利用頻度などは不明である。マメ科種子は栽培種ではないため

収穫時に混入したものであろう。一方で、試料からは乾燥種実も出土しているがこれらの保存は極め

て良く、平安という時代から推測すると炭化していない種実が保存良く残っている可能性は低い。ま

た、江戸初期に帰化したとされるオオケタデも産出していることから、乾燥種実は後世の混入種実で

ある可能性が高い。こうした状況であることから乾燥種実に関しての考察は控える。

(古代の森研究舎古川純子)

lmrn 

第12図 柱穴より出土した炭化種実

1. イネ、炭化旺乳 (P147) 2. ヒ工、炭化種子 (P20) 3.マメ科、炭化種子 (P147)
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3 樹種同定

( 1 )試料と方法

皿 自然化学分析

柳之御所遺跡は平安時代12世紀を中心とする藤原氏に関連する史跡である。本遺跡の第65次発掘調

査では大型の竪穴建物跡 (55SX2)の柱穴から礎板とみられる板片を検出した。この試料から剃万で

横断面、放射断面、接線断面の3方向の切片を採取し、封入剤ガムクロラールにてプレパラートを作

成し、生物顕微鏡で観察 ・同定を行った。

( 2 )同定結果と考察

建物跡55SX2のP23柱穴から出土した礎板はクリ (Castaneacrenata Sieb. et Zucc.)であっ

た。クリ材の木材解剖学的特徴は、年輪はじめに大きな道管が 2~3 列並び、 その後徐々に径を減じ

ながら小さい管孔が火炎状に配列する環孔材で、放射組織は向性で単列、道管の穿孔板は単一で道管

内にチロースが充填することが多い。

クリは耐久性があり 、古来より建物の柱や根太、礎板などの建築材や土木材として利用されてきた。

岩手県内の平安時代においては、水沢市胆沢城跡、や矢巾町徳丹城跡といった大型建物で構造部材にク

リが頻繁に利用されており (山田1993)、大型建物に適したクリの太い材が調達しやすい状況にあった

と考えられる。

引用文献

(古代の森研究舎吉川純子)

山田昌久.1993. 日本列島における木質遺物出土遺跡文献集成 用材から見た人間 -植物関係史植生史研究特別第l号.植生

史研究会.1-244.

lC 1R 1T 

第13図 柳御所遺跡より出土した礎板の顕微鏡写真

1.クリ C:横断面 R:放射断面 T:接線断面 スケールはO.lmm
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4 放射性炭素年代測定

4 放射性炭素年代測定

放射性炭素年代測定は、 P234と65SK19遺構より採取された 2試料について行った。 測定試料は、

P234が炭化材 (ク リ)、 65SK19が炭化材 (散孔材)である。測定は地球科学研究所を通じてベータア

ナリティック杜に依頼し、 AMS法(前処理は酸 アルカリ 酸洗浄)により測定した。

放射性炭素年代測定結果を第8表に、炭素年代から暦年への較正図を第14図に示す。P234のクリ炭

化材で1050::t40 yr BP (cal AD 980-1020)、SK19の炭化材で1010::t 40 yr BP (cal AD 1000-1030) 

の年代値が得られた。

第8表柳之御所遺跡試料の放射性炭素年代測定結果

試料
未補正"C年代*1 a"c * 2 HC年代*3 暦年代 *4

測定番号(yrBP) (permil) (yrBP) ( )内の%は確率

1100土 40
cal AD 100 (cal BP 950) 

55SXP234 
AMS法

-27.9 1050 :t 40 2σ (9596) : cal AD 900-1030 (cal BP 1050-920) Beta-227080 
炭化材 (クリ) 1σ (6896) : cal AD 980-1020 (cal BP 970-930) 

cal AD 1020 (cal BP 930) 

65SK19 1040土 40 2 (J (9596): cal AD 980-1050 (cal BP 970-900) 

炭化材(散孔材) AMS法
-27.1 1010 :t 40 2σ (9596) : cal AD 1090-1130 (cal BP 860-820) Beta -227081 

2σ (9596) : cal AD 1140-1140 (cal BP 810-810) 
lσ (6896) : cal AD 1000-1030 (cal BP 950-920) 

P234 (クリ炭化材)1050::t40yr BP SK19 (炭化材)1010::t40yr BP 
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第14図 放射性炭素年代から暦年代への較正

* 1 未補正I.'C年代 (yrBP)、(同位体分別未補正):試料の14C/1'C比から、単純に現在 (西暦1950年)から何年前
(BP)かを計算した年代。半減期としてはLibbyの5568年を用いた。

* 2 O 13C (permil) :試料の測定14C/1'C比を補正するための13C/1'C比。この安定同位体比は、下式のように標準物
質 (PDB)の同位体比からの千分偏差 (線jで表現する。

('3C/1'C) [試料]一 (13C/12C)[標準] O 13C (0/∞) = x1000 

(I3C/1'C) [標準]

(ここで13C/1'C[標準]=0.0112372) 

* 3 14C年代 (yBP)、(同位体分別補正):試料の炭素安定同位体比 (I3C/12C)を測定して、 試料の炭素の同位体分
別を知り、 I'C/12Cの測定値に補正値を加えた上で算出した年代。試料の13C値を-25(0/00)に基準化すること によ っ

て得られる年代値で、暦年代を得る際にはこの年代をもちいる。

*4 暦年代:過去の宇宙線強度の変動による大気中14Ci農度の変動に対する補正によ り、暦年代を算出する。それは年

代既知の樹木年輪の14Cの測定、サンゴのU-Th年代と14C年代の比較により補正曲線を作成し、暦年代を算出する。

(古代の森研究舎)
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町総 括

第65次調査の調査範囲は、園池跡とその北側に位置する大型建物群が重複する範囲を中心域と呼称

しているが、その西側と北側の2箇所に及ぶ。西側はおもに31次調査によって調査された範囲である

が再度区画施設などの検出を、北側は現在行われている史跡整備において復元対象候補となる55SX

2竪穴建物について必要となるデーターの収集をおもな目的として調査を行ったものである。

ここでは今年度おこなった調査のうちあらたに明らかとなった点を中心に項目ごとにまとめておき

たい。

建物跡

今年度の調査範囲からは合計6棟の掘立柱建物跡と 1棟の竪穴建物が検出された。これらはいずれ

もすでにこれまでの調査によって調査されていたところであるが、今回新たに明らかになった点を中

心に触れておく。

31SB 2は1間X3聞の東西棟の建物跡である。ただし、報告書には文章記載がないが、今回の調

査では北側柱列の東から 1、2列目の柱穴が検出されなかった。したがって、現状ではこの 2個の柱

穴は存在しないことになる。これはおそらく、住宅によって削平されていたものと考えられる。梁間

l間型の構造の小型建物跡である。

31SB 4はI間X4間の東西棟建物である。この建物跡は梁聞が1間であり、遺跡内では数少ない

構造を有する。柱穴配置も比較的正確であり、規模もある程度大きいという特徴がある。31SB5と

ほぼ同じ軸方向をもち、さらに同一直諌上に並ぶ、柱穴列もある。 両者は規模や構造に違いがあるも

のの、軸方向から同時期に存在していた可能性が高く 、位置関係から密接に関連した機能を持つ建物

と想定できる。

31SB 5は従来構成される柱穴が足りないため建物状の遺構として認識されていたが、8個の柱穴

が新たに発見されるに及んで 1棟の完成された建物跡として把握できることになった。この建物跡の

構造は桁行5問、梁行2間の東西棟である。総柱構造で、各柱穴規模が1m前後と遺跡内でも比較的

大型の柱穴から構成される。この建物跡の時代は詳細な時期決定は難しいものの手づくねかわらけが

出土することを重視すれば12世紀中頃前後以降に廃絶されたと考えられる。こういった特徴的な構造

をもっ建物跡は平泉拠点遺跡群にある倉町遺跡からも発見されている。この建物跡は 5間X2間の総

柱構造で、約 1mの柱穴規模をもちこの特徴が31SB5と非常に良く類似している。異なる点は、倉

町遺跡の建物跡周辺からは輸入間磁器が多く出土することと柱間寸法が若干大きいことのみである。

ほぼ同一規格といってもよいであろう。特徴的な建物跡が他遺跡から発見されることは今後建物の機

能や時期などを検討する上で非常に重要になってくるであろう。また、倉町遺跡のそれは、 『吾妻

鏡』文治五 (1189)年九月十七日条に記載される「高屋jと想定されている(平泉町教育委員会2004

『倉町遺跡第4次発掘調査報告書』岩手県平泉町文化財調査報告書第88集) 0 r吾妻鏡Jにはまた、
平泉館内にも「高屋Jが存在していたことを記述しており(文治五年八月二一日条)、今後こういっ

た建物跡の検討を通して、 5間X2聞の総柱構造の特徴を持つ建物跡が「高屋Jであること、また、

「高屋」の存在から柳之御所遺跡の具体的性格など明らかになる可能性がある。ただ、ここへ向かう

には前提となる仮定も多く、さらなる検討が必要となる。

31SB 6は、北側柱穴列 (桁行側)の一部が調査区外に位置するが、 31次調査の図面と合成して本
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書では掲載している。これと今回の調査結果をあわせて検討した結果、 5間X2聞の東西棟の建物と

して復元した。これは従来の報告と同様の結果であるが、柱間寸法の計測値が若干変更になってい

る。南側柱列と東側柱列がそれぞれ他の柱穴列と直交せず斜行しているが、柱配列の一定の規則性か

ら建物跡としたものである。このため、柱穴(ひいては柱)の小ささとも相侯って規格性の高くない

建物跡といえる。園池を中心とする中心域のすぐ周辺にこのような建物跡が配置される意味は今後検

討しなければならない。

41SB 1も一部(西側柱列)が今年度調査区の外に位置しているため、 41次調査の原図から合成し

て掲載している。いくつか存在しない柱穴があるが、現代の住宅による削平など原因が説明できるた

め、今回も建物跡と復元している。 4間X3聞の東西棟で北側と西側に底がつくと想定できる。前回

と同様柱穴の精査を行っていないため、その他の情報は不明であるが、柱間す法、建物方位、柱配置

などを考慮すると12世紀の建物の可能性が高い。

41SB 2は前回の調査ですでに建物跡として認識されていたものであるが、検出作業のみの調査で

あった。今回は一部の柱穴を断ち割って(半載)調査を行った。その結果、柱穴からかわらけの細片

が出土していることから12世紀代の建物跡の可能性が高いことがわかった。また、建物の平面形は平

行四辺形を呈しており、この建物も規格性の低い建物跡となる。

その他の遺構

その他の建物跡に竪穴建物跡 (55SX2)がある。 55次調査によって検出 ・調査された遺構であ

る。調査の結果、床面の柱穴数がl個増加したものと (P27b)、柱穴P20・21の堀かた規模が変更に

なった点が新たに判明した事実となる。この結果、 P1・9.20・21はいずれも直径1mを超える大型の

柱穴となり、底面の高さ(深さ)も同様な規模となることがわかった。したがって、これら 4個を主

柱穴とする構造として復元できることになった。不明であった上部構造の解明に向けて一歩前進でき

たことは重要な成果となろう 。

塀跡は3基新たに発見された。いずれも一部の調査を行ったのみであるが、板状の痕跡を確認で

き、板塀であったことが予想される。とくに、 65SA1.65SA 3はほぼ平行して存在するため、塀と

塀の聞は通路として利用されていた可能性が高い。また、この塀の軸方向は、 31SB4や31SB5と類

似した方向であり、同時期に存在していた可能性が高いことも類推できる。

以上簡単に今回判明した新事実を中心に触れてきた。新事実の判明は、遺跡、の解釈のために重要な

証拠の一つが加えられた半面、あらたに検討課題が増えたという面もある。今後はこうした解釈も含

めて様々な問題に取り組んで、いかなければならない。
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第 5表 かわらけ観察表

掲ttNa 登録Na 出土遺構 層位 種別 部位
残存率 計測値

色調 胎土
(%) 口密(狙)器高(叩)底径 (ω)重量 (g)

65ROkお 31SD54 ー括 ロク口大 口、底 日 14.0 4.2 6.4 142.6 5 YR 8/4淡ffi 骨針少輩、砂粒多〈含む。

65ROk 1 65SK 2 下層(黒掲色土)ロク口大 口~底 40 13. 2 4.7 4.5 105.1 
外 2.5Y6/1黄灰

綾密。骨針少量含む。
内:2.5Y 4 / 1 黄灰

65ROk 2 65SK 2 下層(黒褐色土)ロク口大 底部 破片 4.8 117.4 10YR8/1灰白 骨針多く含む。

65ROk 4 邸SK6 一括 ロク口大 口、底 80 14.6 3.6 6目4 170.5 lOYR 8/ 2灰白 骨針少量含む。

5 65ROk 5 65SK 6 一括 ロクロ大 口、底 40 15目6 3.8 7目6 91.7 2.5Y8/4淡黄 骨針少量含む。砂粒多い。

6 65ROk 6 65SK 8 一括 日夕日大 口、底 95 13.6 4.5 6目4 2ω.5 5Y8/3淡黄 数密。骨針少量含む。

7 65ROk 9 日SK8 一括 ロクロ大 口、底 20 14.2 3.6 5.0 41.3 2.5Y 8/ 3 i&黄 綾音。石英砂粒を少量含む。

8 65ROk 8 65SK 8 一括 ロク口大 口縁部 破片 14.6 36.9 7.5YR8/2灰白 骨針極少量、回投多〈含む。

9 65ROkl0 65SK 8 一括 ロク口大 口、底 ω 14.7 3.6 7.3 85.0 2.5Y 8 / 3淡黄 綴密。骨針砂粒少量含む

10 65ROk 7 65SK 8 一括 ロク口大 口~底 95 13.7 4.3 5.8 206.9 10YR8/1灰白 骨針多量に含む。

11 白ROk12 65SK14 2-3層 ロク口大 口、底 80 13.4 4.1 5.3 145.0 5 Y 8/2灰自 毅密。骨針少量含む。

12 65ROk14 65SK14 一括 ロク口大 口~底 ω 14.0 3.2 7.2 108.9 10YR8/2灰白 骨針少量含む。

13 65ROk15 65SKI4 2-3層 ロク口大 口、底 60 14.4 3.6 6.2 117.7 2.5Y8/3浅黄 級審。骨針少量含む。

14 白ROkl9 65SKI4 2、3層 ロク口大 口、底 ω 12.6 4.1 6.2 145.9 5 YR 7/4にぷい樫 骨針含む。砂粒多い。

15 65ROk20 65SKI4 2層 ロク口大 口、底 70 13. 2 3.2 5.2 110.7 2.5Y8/2灰白 骨針少量、雲母含む。

16 65ROk21 65SKI4 2 -3層 ロク口大 口、底 ω 13.2 3.7 6.5 131.8 2.5YR7/6程
砂粒多〈粗い。赤色粒骨
針少量含む。

17 65ROk22 65SKI4 2-3層 ロク口大 底部 破片 6.8 138.6 5 YR 8/ 2灰白 骨針少量含む。

18 65ROk13 65SKI4 2 -3層 ロク口大 口~底 80 6.5 146.1 5 YR 8/ 4淡樫 密。骨針。砂粒を少量含む。

19 65ROk34 55SX 2 P27b 検出面 ロクロ大 口~底 70 12.6 3.5 6.9 122.4 7.4YR8/3浅黄ffi骨針少量、砂含む。

20 65ROk27 55SX 2 P21 柱痕跡内 ロクロ大 口、底 50 14.2 4.2 9.0 163.0 7.5YR8/2灰白 粗い。骨計少量、雲母含む。

21 65ROk24 3ISD54 一括 手づくね大 口縁部 破片 11.8 (1.8) 15.6 7.5YR8/3浅黄櫨 綴密。

22 65ROk25 65SD 7 上層 手づくね大 日~底 20 12.6 13.8 7.5YR8/3浅黄痘 密。白色粒を含む。

23 65ROk31 55SX 2 PIO 柱痕跡内 日夕口大 日~底 20 14.0 36.0 7 5YR 8 /1灰白 綴奮。赤色粒を含む。

24 65ROk33 55SX 2 PlO 柱痕跡内 手づくね大 口、底 23 12.0 3.8 33.0 7.5YR8/1灰白 密。砂粒を少量含む。

25 65ROk29 55SX 2 PIO 柱痕跡内 手づくね大 口~底 40 12.6 3.1 55.0 2.5Y 8 / 2灰白 密。

26 65ROk28 55SX 2 P20 柱痕跡内 手づくね大 口、底 lα) 12.9 3.5 134.8 7.5YR8/3浅黄控 録音:。

27 65ROk30 55SX 2 柱痕跡内 手づくね大 口、底 30 14.6 (2.5) 38.7 2.5Y 8/2灰白 密。白色粒を含む。

28 65ROk32 55SX 2 P27b 検出面 手づくね大 口~底 40 13.4 3.4 101.1 10YR 8 / 3 i~糞桓 綴密。

29 65ROkl1 65SK18 3層(底面付近) ロクロ小 口~底 80 9.5 1.6 6.7 69.5 5 YR 8/2灰白 骨針・砂粒少量含む。

30 65ROk 3 65SK 2 上層 (1層) ロクロ小 日~底 20 ( 7ι) 1.9 (5.7) 17.1 10YR8/ 4 i~黄糧 綴密。骨針・赤色粒を含む。

31 65ROk26 65SD 7 上層 手づくね小 口、底 20 7.0 1.3 9.0 7.5YR8/3浅黄ffi毅密。

32 65ROkl7 65SK14 2層 手づくね小 口、底 30 9.2 1.5 14.2 7.5YR8/3浅黄痘 骨針微量に含む。

33 65ROkl6 65SK14 2層 手づくね小 口~底 初 8.4 1.8 12.2 7.5YR8/2灰白 綴密。

34 65ROk18 65SK14 3層 手づくね小 口、底 30 8.8 1.6 14.5 2.5Y 8/ 3淡黄 密。骨 ~ I 砂粒を少量含む。

35 65ROk35 65SK14 2層 手づくね小 口、底 50 8.0 1.9 28.0 7.5YR8/2灰白 綴密。
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第6表 国産陶器観察表

掲載R日 登掛白 出土遺構 層位 種別 器穫 部位 重量 (g) 色調 飴士・特徴など

36 65ROt42 3ISD54 一括 常滑 受 体部 29 10YR 51 I褐灰 密。砂粒を含む。

37 65ROt43 3ISD54 一括 常滑 要 頚部 24 IOYR51 I褐灰 砂粒を含む。外面に自然紬。

38 65ROt44 3ISD54 -j~ 常滑 要 頚部 45 7.5YR31 I黒褐 砂粒を多く含む。

39 日ROt453ISD54 ー括 常滑 片口鉢 口縁部 48 5Y 61灰 砂粒を含む。

40 65ROt48 65SDll 一括 常滑 受 体部 29 7.5Y 51 2灰オリープ密。砂粒を含む。

41 65ROt47 65SDll 一括 常滑 受 体部 17 7.5Y4/3暗オリープ 砂粒を多〈含む。外面lこ自然紬。

42 65ROt日 65SK4 ー括 常滑 受 体部 19 2.5Y 3 1 I黒褐 砂粒を多〈含む。内外面に自然紬がかかる。

43 65ROt49 65SK 4 ー括 常滑 警 体部 26 IOYR31 I黒褐 密。硬質な焼成。

44 65ROt55 65SKI8 上層 常滑 妻 体部 44 7.5YR4/2灰褐 密。砂粒を含む。硬質な焼成。

45 65ROt58 P322 上層 常滑 斐 体部 ω N21黒 やや粗い。外商に紬垂れ痕。

46 65ROtη 31SB 5 PI47 掘りかた一括 常滑 斐 体部 !日) 7. 5Y 4/3暗オリープ やや粗い。砂粒をやや多〈含む。外商に押印、自然紬。

47 65ROt61 68 -69 検出 常滑 受 体部 15 5YR 7/3にぷい糧 密。焼成弱い。外面に押印。

48 65ROt69 ω-71 再検出時 常滑 受 体部 10 2.5YR21 I赤黒 やや粗い。砂粒を含む。

49 65ROt日 68 -7C杭東側 カクラン 常滑 蔓 体部 35 7.5YR31 I黒褐 密。砂粒を含む。

50 65ROtω 67 -71杭東側 カクラン 常滑 斐 体部 39 7.5YR 3 1 I黒掲 綴密。砂粒をほとんど含まない。

51 65ROt68 69 -68 検出 常滑 斐 体部 日 7.5YR31 I黒褐 砂粒を多〈含む。

52 65ROt35 65SD I ー括 渥美 斐 体部 lω IOYR5/1褐灰 綴密。砂粒をほとんど含まない。内外面無粕。

53 65ROt36 65SD I 一括 渥美 斐 体部 91 IOYR 51 I褐灰 綴密。砂粒をほとんど含まない。外面に押印。

54 65ROt37 65SD I 一括 渥美 斐 体部 47 IOYR4/1褐灰 綴密。硬質な焼成。外面に剥落した自然紬がかかる。

55 65ROt41 65SD7 上層 ili美 受 体部 17 7.5YR4/2灰褐 毅密。黒・白色粒を含む。

56 日ROt4065SD 7 上層 ili美 蔓 体部 26 IOYR31 I黒褐 級密。ほとんど砂粒含まない。

57 65ROt53 65SK 8 一括 渥美 蔓 体部 55 7.5Y3/2オリープ黒 綴密。ほとんど砂粒含まない。やや硬質。

58 白ROt3965SDI9 ili美 斐 体部 40 10YR 6/2灰黄褐 綴密。やや敦賀な焼成。2次焼成をうける。

59 65ROt46 65SDll -j~ 渥美 斐 体部 42 IOYR61 I褐灰 綴密。やや軟質な焼成。

ω 65ROt59 日-69 検出 渥美 受 体部 20 5YR 51 3にぷい赤褐 綴密。ほとんど砂粒含まない。

61 65ROt63 68 -70杭東側 カクラン 渥美 受 体部 55 7.5Y 4/3暗オリープ 綴密。ほとんど砂粒含まない。外面に自然紬。

62 65ROt64 68 -70杭東側 カクラン 渥美 受 体部 71 5YR 4 1 2灰褐 綴密。ほとんと砂粒含まない。

63 65ROt70 西区盛土 表土 渥美 費 体部 η IOYR41 I褐灰 綴密。素地の織り込み痕が残る。外面に押印。

64 65ROt71 盛土 表土 還美 斐 体部 37 7.5YR41 I褐灰 綴密。ほとんど砂粒含まない。

65 65ROt38 65SD I ー括 須恵器系 斐 体部 146 IOYR41 I褐灰 密。自・黒色粒を含む。内面に当て具痕、外面にタタキ。

66 65ROt51 65SK4 一括 須恵器系 蔓 {宇都 24 10YR 7/1灰白 綴密。黒色粒を多〈含む。外面↓こタタキ。

67 65ROt57 65SKI8 3層 須恵器系 斐 口縁部 266 N51灰 密。白色粒を多〈含む。

第 7表 中国陶磁器観察表

掲載ぬ 登録Na 出土遺構 層位 種別 器種 樹立 重量 (g) 色調 特徴

68 65ROt 56 65SKI8 埋土 中国陶器 歪類 体部 7 2.5Y 7/1灰白 黄紬か。外面に紬の剥落痕が残る。

69 65ROt 62 68 -70杭東側 カクラン 中国陶器 四耳壷 体部 75 5YR 31 4暗赤褐 褐紬。外面に耳部の痕跡が残る。

70 65ROgη 3ISD54 埋土 自磁 壷類 体部 13 7.5Y8/1灰白 大宰府分類E類

71 65ROg72 65SD I 埋土 白磁 査類 体部 7 7.5Y 6/2灰オリープ 大宰府分類E類

72 65ROg74 PI31 上層 青自磁 碗・皿類 底部 13 2.5Y 7/1灰白 2次焼成を受ける

第8表木製品観察表

特徴

加工された板材。片面に擦り傷のような痕跡が残る。縄紐を巻いた痕跡かもしれない。

Fh
u
 

n〈
U



第9表柱穴一覧表

番号 長径×短径 ì~ さ (cm ) 底面標高 (m) 建物名 その他

I 24X17 未調査 新規

2 17X15 未調査 新規

3 50x39 10.1 25.814 完掘1斉 新規

4 18X16 未調査 新規

5 20X18 未調査 新規

6 21X19 未調査 新規

7 32X30 未調査、柱痕跡 新規

8 22X18 未調査、柱痕跡 新規

9 26X25 未調査、柱痕跡 新規

10 26X23 未調査、柱痕跡 新規

11 42X38 未調査、柱痕跡 新規

12 33X24 未調査 新規

13 30x22 8.0 26.210 一部調査、柱痕跡

14 67X43 19.6 25.825 完掘1斉

15 46X38 5.0 25.965 41SB 2 一部調査、柱痕跡 新規

16 25X19 未調査

17 29X27 未調査、柱痕跡 新規

18 24X24 未調査

19 26X25 未調査

20 44X35 14.6 25.968 41SB 2 一部調査

21 58X53 35.3 25.917 41SB 2 一部調査、柱痕跡

22 35X34 26.7 25.880 41SB 2 一部調査

23 24X20 未調査、柱痕跡

24 32X26 未調査、柱痕跡

25 29X27 未調査 新規

26 43X43 35.6 25.873 一部調査、柱痕跡 新規

27 20X20 未調査 新規

28 52X46 25.5 25.953 一部調査

29 53X50 未調査 新規

30 39X33 柱痕跡、未調査

31 43X22 8.3 25.840 41SB 2 柱痕跡

32 38X33 24.7 25.818 41SB 2 柱痕跡

33 50X45 22.0 25.860 41SB 2 柱痕跡

34 27X27 未調査、 柱痕跡

35 25X22 未調査、柱痕跡

36 33X30 未調査、柱痕跡

37 22X19 未調査、柱痕跡

38 20X19 未調査、柱痕跡

39 34X32 未調査、柱痕跡

40 25X20 未調査、柱痕跡

41 23X23 未調査

42 30X26 未調査、柱痕跡

43 18X 18 未調査

44 23X17 未調査、柱痕跡

45 20x20 未調査、柱痕跡

46 22X20 7.0 25.960 一部調査

47 50X43 27.4 25.760 41SB 2 一部調査、柱痕跡

48 22X16 未調査、柱痕跡 新規

49 49X44 16.9 25.837 41SB 2 一部調査、柱痕跡

50 19X 18 未調査、柱痕跡 新規

51 18X 17 未調査、柱痕跡

52 19X 15 未調査、柱痕跡

53 17X 16 未調査 新規

54 53X42 完掘済、レベル無 新規

ウ
t
n〈
U



番号 長径×短径 深さ (c田) 底面標高 (m) 建物名 その他

55 37X27 11. 5 26.090 完堀j斉 新規

56 42X34 未調査、柱痕跡 新規

57 25X25 未調査

58 15X15 未調査 新規

59 17X15 未調査、柱痕跡 新規

60 33X17 未調査、柱痕跡 新規

61 27X25 未調査、柱痕跡? 新規

62 32X28 10.7 25.810 一部調査、柱痕跡

63 46X45 41SB 2 未調査 新規

64 23X20 未調査、柱痕跡

65 65X38 完掘済、レベル無 新規

66 38X30 未調査、柱痕跡 新規

67 28X21 未調査、柱痕跡 新規

68 20X20 未調査、柱痕跡

69 24X18 41SB 1 未調査

70 34X28 41SB 1 未調査、柱痕跡

71 17X10 未調査

72 19X19 未調査

73 17X11 未調査

74 17X12 未調査

75 28X27 未調査

76 25X17 未調査

77 13X12 未調査 新規

78 38X37 16.3 25.652 完堀済

79 43X36 18.0 25.696 完堀I斉

80 28X28 未調査、柱痕跡 新規

81 20X19 未調査、柱痕跡 新規

82 27X23 未調査、柱痕跡 新規

83 41X35 26.0 25. 780 一部調査、柱痕跡 新規

84 23X20 未調査、柱痕跡

85 47X33 未調査、柱痕跡 新規

86 81X63 49.6 25.110 完堀済 新規

87 25X22 未調査、柱痕跡 新規

88 36X30 41SB 1 未調査、柱痕跡

89 25X23 未調査、柱痕跡 新規

90 26X21 未調査、柱痕跡 新規

91 33X28 未調査

92 28X22 未調査、柱痕跡

93 27X25 未調査、柱痕跡

94 32X31 41SB 1 未調査

95 33X31 未調査、柱痕跡 新規

96 44X36 41SB 1 未調査、柱痕跡

97 50X43 41SB 1 未調査

98 26X25 未調査、柱痕跡 新規

99 27X27 未調査、柱痕跡 新規

100 43X40 41SB 1 未調査、柱痕跡 新規

101 23X22 未調査、 柱痕跡

102 20X18 未調査、柱痕跡

103 43X41 41SB 1 未調査

104 22X18 未調査 新規

105 18X 18 未調査

106 25X21 7.0 25.735 完堀済

107 23X20 未調査

108 48X27 41SB 1 未調査

109 28X21 未調査
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番号 長径×短径 深さ (cm) 底面標高 (m) 建物名 その他

110 27X26 12.5 25.308 完堀1斉

111 38X32 18.4 25.160 完堀1斉

112 27X26 29.3 25.348 完堀済、柱痕跡

113 23X23 22.3 25.361 完掘済

114 26X23 9.3 25.512 完堀i斉

115 48X32 未調査 新規

116 22X21 未調査 新規

117 23X21 未調査、柱痕跡 新規

118 22X17 未調査、柱痕跡 新規

119 23X18 未調査 新規

120 19X18 未調査

121 35X28 12.1 25.630 完堀済 (31次)

122 57X50 41SB 1 未調査

123 16X12 未調査

124 34X32 14.3 25.272 完掘済 (31次)

125 24X23 未調査 新規

126 38X34 未調査 新規

127 22X22 未調査、柱痕跡 新規

128 28X25 未調査、柱痕跡 新規

129 26X21 未調査 新規

130 20X20 未調査 新規

131 43X43 未調査 新規

132 30X27 未調査 新規

133 38X37 未調査、柱痕跡 新規

134 31X25 未調査 新規

135 23X16 未調査 新規

136 36X25 未調査 新規

137 24X22 未調査、柱痕跡 新規

138 47X44 未調査、柱痕跡 新規

139 52X38 未調査 新規

140 26X22 未調査 新規

141 18X 15 未調査 新規

142 52X45 未調査 新規

143 37X16 未調査 新規

144 34X30 未調査 新規

145 23X20 未調査 新規

146 96X81 42.0 26.431 31SB 5 一部調査、柱痕跡 新規

147 91X90 43.7 26.175 31SB 5 一部調査、柱痕跡 新規

148 91X82 56.2 26.286 31SB 5 完掘1斉

149 95X91 42.1 26.247 31SB 5 完掘1斉

150 75X71 64.8 26.170 31SB 5 完掘1斉

151 76X65 51. 1 26.057 31SB 5 完掘済

152 101X86 67.9 26.186 31SB 5 完掘済

153 110X91 46.3 26.174 31SB 5 完掘i斉

154 77X74 35.2 26.188 31SB 5 完掘済

155 33X30 未調査 新規

156 30X30 未調査 新規

157 29X29 未調査 新規

158 28X17 未調査 新規

159 31X22 未調査 新規

160 25X20 未調査 新規

161 49X34 16.5 26.377 一部調査 新規

162 33X18 未調査 新規

163 (65) x58 20.1 26.338 一部調査 新規

164 40X35 未調査 新規
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番号 長径×短径 i采さ (cm) 底面標品 (m) 建物名 その他

165 36X21 未調査

166 52X45 未調査 新規

167 60X51 38.3 25.983 31SB 5 一部調査、柱痕跡、 新規

168 42X38 未調査 新規

169 50x39 未調査 新規

170 23X20 未調査 新規

171 94X84 31. 0 26.245 31SB 5 一部調査 新規

172 65X58 未調査 新規

173 108X93 34.4 25.940 完掘済 新規

174 92X85 68.0 26.140 31SB 5 完掘j斉

175 71 x64 63.0 25.720 31SB 4 完掘1斉

176 32x27 未調査 新規

177 39X38 未調査 新規

178 37X30 未調査、柱痕跡 新規

179 18X 15 17.8 25.932 完掘j斉

180 97X77 51. 2 26.024 31SB 5 一部調査 新規

181 75X60 25.2 26.116 31SB 5 一部調査、柱痕跡 新規

182 35X28 35.6 26.684 完掘j斉

183 35X26 41. 5 26.550 完掘済

184 35X28 未調査 新規

185 43X37 49.1 26.374 31SB 6 一部調査

186 47X38 38.8 26.480 31SB 6 完掘1斉

187 30X26 15.1 26.798 完掘済

188 23X21 12.6 26.842 完掘i斉

189 46X36 23.8 26.700 完掘I斉

190 40X33 27.3 26.755 完掘済

191 33X28 25.6 26. 754 完掘j斉

192 53X48 17.2 26.828 完掘済

193 20X15 11. 7 25.830 完掘済

194 48X32 20.8 26.784 完掘{斉

195 29X24 19.5 26.715 31SB 6 完掘済

196 35X31 29.2 26.595 完掘済

197 40X30 18.8 26.770 完掘済

198 42X38 24.0 26.760 完掘済

199 32X24 34.4 26.579 完掘済

200 22X 19 14.4 26.784 完掘I斉

201 28X24 22.5 26.590 完掘済

202 33X27 35.0 26.540 31SB 6 完掘i斉

203 47X27 9.3 26.795 完掘済

204 28X24 20.1 26.608 完掘j斉

205 39X32 21.1 26.604 完掘済

206 37X32 24.9 26.554 完掘j斉

207 60X31 47.9 26.635 完掘済

208 47X35 18.9 26.909 完掘済

209 45X41 26.8 26.527 31SB 6 完掘j斉

210 46X40 27.5 26.475 一部調査 新規

211 28X19 45.0 26.655 31SB 6 完掘i斉

212 50X36 43.8 26.566 31SB 6 完掘j斉

213 34X32 未調査、柱痕跡 新規

214 20X20 未調査 新規

215 24X20 未調査 新規

216 21X14 未調査、柱痕跡 新規

217 46X25 未調査 新規

218 35X28 未調査 新規

219 38X31 未調査 新規
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番号 長径×短径 深さ (cm) 底面標高 (m) 建物名 その他

220 35X34 62.6 26.499 一部調査、柱痕跡、 新規

221 42X42 62.9 26.454 一部調査 新規

222 48X36 未調査 新規

223 29X28 未調査 新規

224 33X28 未調査 新規

225 41X30 39.9 26.560 一部調査、柱痕跡、 新規

226 18X18 未調査 新規

227 31X27 未調査、柱痕跡 新規

228 61x39 未調査 新規

229 62X34 未調査 新規

230 55X40 未調査、柱痕跡 新規

231 9 x 6 未調査、柱穴?

232 95x69 51. 3 26.382 31SB 5 完掘I斉

233 27X27 未調査

234 120x87 46.0 26.016 31SB 5 一部調査、柱痕跡 新規

235 27X25 未調査 新規

236 28X25 未調査 新規

237 41X35 14.2 26.773 完掘済

238 38x38 10.3 26.982 完掘I斉 新規

239 22X13 未調査 新規

240 27X26 未調査

241 22X16 未調査 新規

242 26X20 未調査 新規

243 29X24 未調査 新規

244 90X75 45.5 26.439 一部調査 新規

245 33X26 未調査、柱痕跡 新規

246 57X36 未調査 新規

247 44X30 未調査、柱痕跡 新規

248 53X29 来調査 新規

249 27X17 未調査 新規

250 75X68 38.5 26.177 31SB 5 一部調査、柱痕跡 新規

251 38X29 未調査 新規

252 58X44 未調査、柱痕跡

253 35X22 未調査 新規

254 28X23 未調査、柱痕跡

255 37X35 未調査

256 32X25 未調査

257 26X20 未調査

258 24X20 未調査

259 48X43 30.9 26.431 一部調査、柱痕跡

260 53X44 未調査、柱痕跡 新規

261 42X40 未調査、柱痕跡

262 16X 14 未調査

263 45X38 未調査、柱痕跡

264 40x31 未調査

265 82X67 未調査 新規

266 52X43 未調査 新規

267 90X74 未調査 新規

268 32X31 未調査 新規

269 40X19 未調査

270 55X31 未調査

271 38X35 未調査、柱痕跡 新規

272 42X30 未調査 新規

273 53X45 62.8 25.922 一部調査、柱痕跡

274 26X21 未調査、柱痕跡、 新規

41 



番号 長径×短径 i奈さ (cm) 底面標高 (m) 建物名 その他

275 29X24 未調査 新規

276 57X50 未調査 新規

277 27X26 未調査 新規

278 41X36 未調査

279 25X22 未調査

280 35X35 未調査、柱痕跡 新規

281 23X14 未調査

282 49X36 未調査、柱痕跡 新規

283 40X36 未調査、柱痕跡 新規

284 39X38 未調査 新規

285 41X37 未調査、柱痕跡 新規

286 43X38 未調査 新規

287 25X23 未調査 新規

288 25X22 未調査 新規

289 34X31 未調査

290 26X23 未調査、柱痕跡 新規

291 34X26 未調査 新規

292 38X34 未調査

293 43X40 未調査、柱痕跡

294 44X42 未調査

295 34X19 未調査 新規

296 38X36 未調査、柱痕跡

297 42X38 未調査

298 38X35 未調査 新規

299 35X29 未調査 新規

300 27X27 未調査

301 16X15 未調査

302 43X42 37.1 26.029 一部調査 新規

303 21X20 未調査 新規

304 50x32 33.0 26.519 一部調査 新規

305 40X31 未調査、柱痕跡

306 38X32 未調査

307 33X21 未調査 新規

308 27X23 未調査、柱痕跡 新規

309 26X25 未調査、柱痕跡 新規

310 22X22 未調査 新規

311 31X25 未調査、柱痕跡 新規

312 25X20 未調査 新規

313 28X25 未調査、柱痕跡 新規

314 14X 8 未調査 新規

315 22X18 未調査 新規

316 29X26 未調査 新規

317 38X33 未調査

318 40X30 未調査

319 31X26 未調査 新規

320 55X50 30.0 25. 736 一部調査 新規

321 49X30 未調査

322 37X34 未調査

323 59X54 30.8 26.258 一部調査 新規

324 48X42 16.5 26.240 一部調査 新規

325 26X20 未調査、柱痕跡 新規

326 20X18 14.5 26.445 一部調査 新規

327 57X47 15.5 26.005 完掘済 新規

328 78X62 36.6 26.758 完掘j斉 新規

329 40X38 未調査 新規
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番号 長径×短径 深さ (cm) 底面標高 (m) 建物名 そのイ也

330 42X38 未調査 新規

331 36X36 未調査 新規

332 15X 11 未調査 新規

333 20X12 未調査 新規

334 54X20 14目7 25.878 完掘済 新規

335 51X44 未調査 新規

336 58X53 未調ヨを 新規

337 25X25 未調査 新規

338 26X 15 未調査 新規

339 68X53 57.8 25.650 31SB 4 完掘1斉

340 87X70 48.3 25.711 31SB 4 完掘済

341 23X18 8.9 25.834 完掘I斉 新規

342 33X28 未調査 新規

343 40X32 未調査 新規

344 46X46 18.8 26.369 完掘済 新規

345 30X13 13.6 26.848 完掘済 (59次)

346 17X 14 未調査

347 45X38 未調査 新規

348 86X78 44.9 25.665 31SB4 完掘済

349 65X60 27.2 25.176 完掘1斉

350 43X32 9.6 26.214 完掘1斉 新規

351 65X60 19.4 26.172 完掘j斉 新規

352 50x32 未調査 新規

353 55X43 13.0 26.058 完掘j斉 新規

354 31 X (15) 未調査 新規

355 100X77 53.0 25.600 31SB 4 完掘1斉

356 62X49 43.8 25.642 31SB 4 完掘I斉

357 (65) X (60) 31SB 4 未調査

358 108X55 35.1 26.537 完掘i斉

359 21X20 1.5 26.800 完掘済

360 35X(21) 20.7 25.904 完掘済 新規

361 33X28 未調査

362 65X55 44.0 25.590 31SB 4 完掘済

363 35X27 未調査 新規

364 40X35 未調査 新規

365 37X32 26.5 25.670 31SB 3 完掘1斉

366 42X40 16.7 25.728 31SB 3 完掘I斉

367 50X48 24.2 25.707 31SB 3 完掘{斉

368 38X34 17.8 25.716 完掘1斉 新規

369 43X40 18.1 25.734 31SB 3 完掘済

370 47X43 19.0 25.870 31SB 3 完掘1斉

371 38X30 32.5 25.750 完掘済

372 45X40 25. 1 25.854 完掘1斉

373 20X15 11. 0 25.945 完掘i斉

374 26X25 26.0 25.870 31SB 3 完掘済

375 30X30 25.1 25.870 一部調査 (31次)

376 92X91 26.9 25.859 完掘i斉

377 45X40 43.0 25.698 完抑，済

378 34X25 22.0 25.818 完掘j斉 新規

379 26X (20) 未調査 新規

70-64-PP3 24X20 41SB 1 未調査

71臼-PP4 35X32 41SB 1 未調査

72-69-PP2 50X44 20.5 25，646 31SB 4 一部調査 (31次)

68-71-PP4 30X (30) 26.0 26.683 31SB 6 一部調査 (31次)
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1 絹灰色粘質土IOYR5/1
かわらけ片を含む柱痕跡か

2 褐灰色粘質土IOYR5/1

3 淡黄色粘質土2.5Y8/3
4 里褐色粘質土IOYR3/1
5 褐灰色粘質土IOYR4/1

P152(69-71-PPl) 
e H~27 .00α1門

P148 (69-70 PPl) 

一一一a
b H~27.00Om 
一 一

1 灰紫褐色シルトIOYR4/2

2 浅黄色粘質土2.5Y7/3
3 浅黄色粘質土2.5Y7/3

P174 (69-71-PP2) 

P150①(69-70-PP2) 
C H~27.00印判
一一

E議
P150②(69-70-PP2) 

d旦~27 .00Om

l 浅黄色粘土2.5Y7/3 抜き取り痕か
2 灰黄褐色ンルトIOYR4/2 抜き取り痕か

3.浅黄色粘質土2.5Y7/3

P232 (69-72-PPl) 
H~27.00αη 

一一f g一一一
lb 

一一-e' f旦三工∞加、

i 灰賞褐色ンルト IOYR412

2 浅黄色粘土2.5Y7/3
3 灰賞褐色粘質土2.5Y7/3

P149①(69-70-PP3) 
i H~27 .∞加、

l にぷい賞褐色IOYR5/4
抜き取り

2 灰賞縄色ンルト IOYR4/2

抜き取り

3 浅黄色粘土2.5Y7/3
最下層に黒色の薄層

P149②(69-70-PP3) 

la 浅黄色シルト5Y7/3

lb.浅黄色シルト5Y7/3
地山起ilft土が多い

: H=27.000m 
-一一一I J一一一一 一ーj' k旦三7.000m

P151 (69-70-PP4) 
一一_k' I H~27.000m 

匁長
la.灰黄褐色シルト IOYR4/2
lb 灰黄褐色シルト IOYR512

2 浅黄色ンJレト5Y7/3

P180 
m H~26.80かn- _ H~26.8Cω11 

m n一一一

P234 
_ H~26.800m 

-n  O~ 

P171 

褐灰色粘質土IOYR5/1
淡黄色粘土2.5Y8/3 柱痕跡

褐灰色粘質土IOYR4/1 柱痕跡
4 青灰色ンルト5BG6/1 柱痕跡

5 淡黄色粘質土2.5Y8/3
6 明緑灰色シル卜5G7/1

P167 
q_!:lニ26.80α11- 一一一一q

核家
1.浅黄櫨色粘質土IOYR8/3
抜き取り痕か

2.褐灰色粘質土IOYR5/1 柱痕跡
3 浅黄控色粘質土2.5Y8/4

1.褐灰色粘質士IOYR6/1
2.褐灰色粘質土IOYR6/1
3 明青灰色シル卜5B7/1

P181 
r旦三旦田Om ー一一一-r

l 褐灰色粘質土IOYR6/1
抜き取り痕か柱痕跡か

2.明青灰色粘質土5B7/1
淡黄色ブロァ ク(2.5Y8/4)を多く含む

3 明青灰色粘質土5B7/1
淡黄色地山ブロγク(2.5Y8/4)

を少量含む

1 灰黄褐色ンルト IOYR412
かわらけ片含む

2 浅黄色粘質土2.5Y7/3

3 黒褐色シJレトIOYR3/1

l 灰黄褐色粘質土IOYR5/2
かわらけ片を含む

2 褐灰色粘質土IOYR5/1

P250 
s旦三笠∞m

務三
一一一一-s

P147 
; 1_ H=26.80印判

__g  r1-一一一 一一h'

1.灰白色枯質土IOYR8/1
土器片少量含む

2 褐灰色粘質土IOYR5/1 柱痕跡、
土器十片少量含む

3.灰白色粘質土IOYR7/1
4 淡黄色粘質土2.5Y8/3

5 黒褐色粘質土IOYR3/1

P153 (70・71-PPl)

la 浅黄色ンルト5Y7/4
かわらけ片少量含む

lb 浅黄色シルト5Y7/4
2.浅黄色シルト5Y7/4

P154(70 70-PPl) 
_ H~27.00α判

一一 一一 一一一p

易姦
l 灰黄褐色シルト IOYR412

抜き取りか

2 浅黄色ンルト5Y7/3

l 灰黄褐色粘質土IOYR6/2 柱痕跡
2 にぶい黄褐色粘質土IOYR5/4 柱痕跡

3 里色粘質土IOYR2/1 柱痕跡
4 にぷい黄櫨色10YR7/3

5 淡黄色粘質土2.5Y8/4
6.褐灰色粘質土10YR6/1

31885柱穴断面実測図

o 1 : 50 2m 
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柱痕跡

2 浅黄色村î~土2.5Y7/2
かわらけ片少量含む

67-73-PPIO 
e Ho27.20印11 --e' 一一

務努
11荷灰黄色シルト2.5Y5/2
浅黄色ンルト2.5Y7/3

P209 (68-71-PPl) 
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2 浅知色粘ft土2.5Y7/3

1a 灰賞1白色シルト 10YR4/2-512
かわらけ片手守む ね痕跡

lb 黄灰色シルト2.5Y6/1 担保跡
2 浅黄色粘11土2.5Y7/3
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I 灰賞1司色事li1'[土lOYR62 
H痕跡
2. i長Wt色料n上2.5Y7/3
P202(68・73-PP2)
|旦三7.200m __1  

l 灰J.'it色シルト 2.5Y6/2
I 灰賞褐色シルト lOYR52 

P186 (68-72-PPl) P195 (68-73・PPll)
k Ho27.20伽 k'J且三gOOm

協
lb務 被

s 
1.l:Id可能1色シルト lOYR52 la. J疋抗色シル卜 lOYR42 

lb 灰政色γルト lOYR4/2
2 _ ii，記挫し (31;j()

la'b.灰黄褐色ンルト lOYIl52 
2. i.l1J白一色村;fLl2.5Y7/3

※P185 (68-72-PP3) 1軒而限!なし (31次)
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Z玖
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務す山
l 灰賞褐色土10YR4/2
明賞褐色土10YR7/6 地山ブロァク含む
2. Iこぶい賞褐色土10YR6/4

i にぶい黄褐色土10YR4/3
2.にぷい黄程色粘土10YR6/4

P33 
h旦:?6.20Om

務蕩

P31 
f H'26.20口m -f  

地山勢蕩多ノ阪
灰黄褐色土10YR5/2
褐灰色土10YR6/1
にぷい黄糧色土10YR6/3

l 褐灰色粘質土10YR5/1
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2.5Y7/8黄色ローム かわらけ片、障壁を少量含む
lOYR5/2灰黄褐色土 かわらけ多量混入

b H~27.30Om 
一 Pl458
ご:w-ー「寸ー

I，.，.~ ~ H=27.00αn 一一 I ー ーーーC

d旦三27.3民同

P1458 

① lOYR312黒褐土

55SXを切る別個の土抗か、または55SX2P26
② lOYR7/4にぶいtli.褐色ローム
③ lOYR6/2灰賞褐色土 P516 

2'. lOYR7/1灰白色土
3. lOYR7/8黄密色ローム 柱痕
4. lOYR4/1褐灰色土 かわらけ細片多量に混入
下部には完形かわらけを多量に混入
5. 2.5Y7/8黄色ローム かわらけ制片礁を含む

一一d'

54揚~-e 1. 2.5Y7/3浅黄色tli土と7.5YR5/8明褐色粘土
の混合土 かわらけ片混入府全体が塊状
2 地山

6. lOYR5/1褐灰色土 かわらけ組l片多並混入
55SKlの埋土の践存か
lOYR2/1黒色土
lOYR6/l1<J灰色土 かわらけ調11片多hl混入
板緋の抜き取り痕か
9. lOYR1.7/1黒色土

P516 
④ lOYR512灰黄褐色土蝶少i止混入佐披
⑤ lOYR7/8黄樫色ローム

o 1 : 100 5m 

55SX 2実測図 1
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地山

m灰色粘質土lOYR5/1 かわらけ片多量含む
褐灰色粘土lOYR6/1 かわらけ片少量古む
柱痕跡

3 浅'!Ii色粘1t土2.5Y7/3

決黄色シルト2.5Y8/3
褐灰色粘土lOYR6/1 浅損控色ブロ ック多量に含む 盟均色ブロック古む

褐灰色粘土lOYR6/1 背灰色プロァク少量含む
浅11'i.燈色ンル卜 lOYR8/4

l 褐灰色粘質土lOYR5/1 かわらけ片
多量含む

2 浅黄色粘質土2.5Y7/4 かわらけ片
少量含む底而に完形かわらけあり

3 浅黄色粘賀土2.5Y7/3 かわらけ片
微量含む
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決黄色ンル卜2.5Y8/3
決黄色ンルト5Y8/3 下部に里色ブロ γク少量混じる

淡黄色ンルト5Y8/3 背灰色プロック少:iai:混じる
4 灰白色粘土5Y71 
5 にぷい賞位色粘質土lOYR72 かわらけ片多量に含む 柱痕跡地、
6. i長黄色ンルト2.5Y8/3 掲灰色(lOYR5/1)、黒地色粘質土
(lOYR3/1) if!合円傑少iI1含む

7 淡j'Q色ンルト2.5Y8/3 盟筒色粘質土プロ γクが多い

にぷい賞.m色粘質土lOYR712 かわらけ片含む
m灰色粘土lOYR5/1 様、かわらけ片含む柱痕跡
iili.黄色ンルト2.5Y8/3
4 筒灰色*~i1q土 lOYR4/ 1
5 灰白色砂質土IOYR7/1 かわらけ片古む
6 灰白色粘質土lOYR7/1 決黄色プロック 、筒灰色プロック多量に含む 板材を合む
7 決黄色*~i 1't土2.5Y8/3
8 決黄色シルト 2.5Y8/3 尚灰色ブロック少量含む

。 1 : 50 2m 
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1. U!.1!J色村史上10YR31 
かわらけ釧)-J少量含む

2. UH品色申，!i1t上IOYR6/1
かわらけ片合む
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族三三
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かわらけ片含む
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2 にぷい貴校色:h!j1'C土IOYR6/4
かわらけ片含む
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2 灰白色粘質土10YR71 
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にぷい黄褐色砂~Wi土 10YR5 3 

浅黄信色フ辛口 γク少量含む

かわらけ片多iat含む 。
3 尚灰色粘質土lOYR61 

o10cm程度の円礁含む
かわらけ片古む

65SDl 65SD14 
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iU色柏町 UOYR'I.I
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地111か
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世5cm程度の円諜含む o5cm程度の円喋を多量含む
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柑灰色粘n土lOYR5/1 l 褐灰色粘11土IOYR6/1
1. 1日灰色粘質土lOYR6/1 l 褐灰色粘n土10YR5/1

槌灰色粘i!i土lOYR4/1
師、20Cs1桂皮の円様合む

判Ocm-20cmの円際含む 2 型18色粘w土lOYR3/1
p5cm程度の円際、かわらけ片古む
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65SAl 65SAl 65SA2 65SA3 

物
CC H~26.60α11 

一一CC
dd旦三~6.80伽 dd' 

刷 物山

~ 務〆
I にぷいvitfJ色粘質士lOYR43 1. m灰色粘n土lOYR5/1 l 灰黄ln色粘i'itlOYR42 

地山
似cm以下の同様少量 絞痕跡か
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かわらけ片含む 2 決前色粘l!t土2.5Y8/4

柱穴・塀・ 溝跡断面実測図
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柳之御所遺跡のSK2土坑より産出したパリノモルフ
1-2 :スギ(Cryptomeriajapo刀ica)， AFR.MY1719. 3-4:コナラ亜属(LθpidobaJa刀us)，AFR.MY 
1715.5-6:ハンノキ属(AJnus)， AFR.MY1719. 7:イネ属型(Oryzatype)， AFR.MY1716. 
8-9 :アカザ科(Chenopodiaceae)，AFR.MY1717. 10-11:オナモミ属(Xa刀thium)， AFR.MY1719. 
12-13 :ベニバナ属(Carthamus)，AFR.MY1714. 14:鞭虫卵(Trichuris)， AFR.MY1712. 
スケール=10μffi.
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SK2土坑より出土した大型植物化石
1.コナラ属、芽.2.フジ属、芽.3. キブシ、種子.4.サンショウ、内果皮.5.エゴノキ、

内果皮破片.6.イネ、穎破片.7. キイチゴ属、核.8.イネ、炭化目玉乳.9.キピ、穎破片.

10.スゲ属、果実.11.ホタルイ属、果実.12. アワ、穎破片.13. カナムグラ、果実.14. 

ナデシコ科、種子.15.イボクサ、種子. 16.ヒユ属、種子.17. ヒユ属、破損種子.18. 

シロザ近似種、種子.19.キジムシロ属、核.20.オヤブジラミ、果実.21. ナス属、種

子.22.エコ、、マ、果実.23.メロン仲間、種子破片.

スケールAは1，2，5，8，13，15，21，23 スケールBは3，4，6，7，9-11，12，14，16-20，22



附篇

掘立柱建物跡等出土遺物の検討数値

(目次)

本文 .....•...•..........•.•. .•••.. •........ •• ...... • .•....... •• . .•..•• ...• .•. •... . .• 82 

計isIJ数値 .••.... . ...... • .•.•...••...•.. • .•..•.......•.••.•....... .• ...••..•.•.•.•...• 84 

遺物出土遺構図

23SB1， 23SB2， 23SB3， 28SB1， 28SB2， 28SB3 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 110 

28SB4， 31SB5， 31SB7， 50SB3， 50SB4， 50SB5 ・・・ ・・・ ・・・・・・・・・ ・・・ ・・・・・・・ ・・・・・・ ・・ ・・・・・・・ ・ 111 

50SB6A， 50SB6B， 50SB9， 50SB10， 50SB16， 50SBl7， 50SB23， 52SB14 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 112 

52SB18， 52SBl9， 52SB21， 52SB25， 55SB5， 55SB6 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ 113 

55BS8， 55BS9， 55SB10， 55SB11 ， 55SB12， 55SB13， 55SB14， 55SB16， 55SB17 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 114 

55SBl9， 55SB20， 55SB24， 55SB27， 55SB21， 55SB25， 55SB28， 55SB29， 551'主9"1]1、551主列2 ・・・・・・ 115 

23SB4， 23SB5， 23SB6， 23SB7， 23SB8 . ..... .. ... ... .. . ..... .. .. .... .. . .... ...... .. . . ... 116 

31SB3， 31SB4， 31SB6， 41SB2 ・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・ 117 

※ 次の遺構図(塀跡、溝跡、井戸跡、園池跡、柱列跡)は各調査報告書を参考にすること。

塀跡、:23SA1 (23次調査第l号塀跡、以下同じ)、23SA2、28SA1，50SA1

i誇跡 :21SD4、21SD7、52SDlO、52SD29、52SD32 井戸跡:28SE3、4、11、16、52SE7、8

園池跡 :23SG1 柱列跡 :551宝列6

(表について)

O 附篇本文 12対象」で除外したデータは、各表の判定のム、×の資料である。他遺構との切り合い関係

で、それが大きいものは×、始程度以下のものをムとして除外している。この場合備考欄に重複と記入

している。また、建物跡を構成していない柱穴データも×とし、除外している(構成外と記入)。

0 表中「破片数比j列最下段にある数値は (ロクロ片点数/総点数)x 100である。



出土かわらけ片データについて

I 経緯

ここに掲載するデータは、従来未報告であったかわらけ片についての重量及び数量である。検討作

業及び報告の直接的契機は、出土遺物をもとに柳之御所遺跡堀内部地区の遺構変遷について検討する

にあたり、掘立柱建物跡など、年代的根拠を示す十分な質・量の遺物が出土していない場合において、

ロクロかわらけと手づくねかわらけの数量比率がもっとも有効と考えたことによるものである。作業

期間は平成18年12月から平成19年6月である。

2 対象

遺跡堀内部地区に所在する遺構のうち、 1)掘立柱建物跡を構成する柱穴跡、 2)園池埋土及び園

池構築土、 3)井戸跡のうち年輪年代測定結果が得られている折敷を出土しているもの、 4)塀跡及

び道路遺構を構成していると考えられる溝跡、から出土した報告書非掲載かわらけ片である。発掘時

のノイズが想定されることから、柱穴については、他の遺構と重複している場合、集計から除外した。

3 方法

かわらけ片をロクロかわらけ口縁部・ロクロかわらけ底部・手づくねかわらけ口縁部・手づくねか

わらけ底部に区分し、識別可能な場合はそれぞれ大小に分けた。ロクロか手づくねか不明な破片も一

定量存在することから、それらは不明とした。部位の識別については、口縁部は、口端部を必ず含む

もの、底部は、底面が認められるものとするが、底部から口縁部まで認められるものについては、口

縁部に区分した。手づくねかわらけの場合は側面と底面の区分が漸移的な場合があるが、側面の割合

が大きいと判断されたものについては、底部からは除外した。

底部についてのロクロと手づくねの識別については、 1)糸切痕が明瞭である場合 2 )磨滅等に

より糸切痕が不明瞭な場合は底部が明らかに平坦に仕上げられている場合、及び 3 )底部切り離し

の際の「キズjが観察される場合 についてはロクロとし、凹凸のある平坦面が連続する場合等を手

づくねとしている。

上記分類にしたがって、それぞれの遺構ごとの破片数をカウントし、それぞれの重量を測定した。

2以上の破片となっている場合においても、直接接合する場合は lとした。ただし、破片数について

は、十分な接合作業を行っていないことや、整理作業中の破損等の事故など不確定要素を伴っている。

集計及び結果の検討においては、磨耗の進んだかわらけ破片を扱った場合でも、識別の客観性が担

保され、比較的信頼度の高い統計情報が得られるものは「ロクロかわらけ底部jであると考えた。ま

た、破片数量より作業上の誤差が少ないと考えられる重量を重視した。

上段 :手づくねかわらけ
下段 :ロク口かわらけ

口縁部 底部 不明

ロクロ
かわらけ

手づくね
かわらけ

不 明
かわらけ

E~一三

¥斗グ
かわらけ底部範囲認定模式図

かわらけ破片資料の分類と集計表

円

4nδ 



4 方法論上の課題

1 )破片識別の問題

口縁部についてはロクロと手づくねの識別が困難な場合が少なくなく、明らかにロクロナデが認め

られるものや手づくねのみに特有の口縁端の面取り調整が認められるのものを除いては、多分に経験

的な分類となっている。この製作技法や部位認識の程度の差により、ロクロ小皿口縁や手づくね大皿

底部の数量が多くなるのに対し、ロクロ大皿口縁部や手づくね小皿底部の数量は相対的に少なくなる

傾向となると考えられる。

2 )破片サイズの問題

井戸跡等は、柱穴跡に比して大型の破片を出土することが経験的に知られている。そのため、定義

上、底部を含む破片であっても口縁部片としてカウン トされる場合が多くなる可能性がある。

3 )遺構変遷検討への適用上の課題

ア 遺物採取時の問題

23・28・31各次調査においては、とくに重要な意味があると考えられた柱穴跡を除いて埋土の断面

が記録として残されていない。また、遺物の出土層について、残されている記録から現在知りうる情

報が限られ、遺物が柱掘方・柱痕跡・柱抜取り痕のいずれから出土しているかが明らかでない場合が

ほとんどである。たとえば28SB4の一部の柱抜取り痕には多量のかわらけ片が投棄されているが、こ

の場合、建物の下限を示す資料が多く含まれていることとなる。このため、データを解釈する際には、

建物を構成している他の柱穴跡との相対的関係に十分留意する必要がある。

イ 遺構認定の問題

掘立柱建物跡の場合、個々の柱穴跡が、我々が想定している建物を構成しているかどうかという問

題がある。この点については、建物ごとに統計的な検証がある程度可能である。

ウ データ量の問題

この方法によって得られるデータ量が十分である場合には問題がないが、37次以降の調査は遺構の

保存を前提としているので、個々の遺構について完掘していない場合がほとんどであるなど、とくに

柱穴跡の場合は、破片であっても出土数量に乏しい場合がある。どの程度の数量をもって十分かは難

しい問題であるが、今回は、掘立柱建物を構成する柱穴から、大型の完形かわらけ l個体分の重量に

見合うものとして、かわらけ片が150g以上出土している遺構について変選案を示している。結果とし

て、建物軸方位と対応していることから、ある程度有効な値であると考えている。

エ かわらけ型式の問題

破片の分類は、基本的にかわらけの製作技法とサイズという、すでに十分知られている大分類にの

み依っている。当面必要な検討作業には耐えうると考えたことによるものである。しかし当該期の平

泉においては、例えば、手づくねかわらけの仕上げの際の調整方法として、口縁部付近を 2段にナデ

るものと l段にナデるものの区分が一般に行われている。そのような類の分類と、今回の製作技法に

よる数量比がどのように関係しているのかについては、今後の課題である。

5 その他

この検討作業によって得られた結果及び課題等については、 一部重複した内容を含んでいるが、「平

泉文化研究年報」第 7号 (2007)及び「平泉文化研究年報」第 8号で報告しているので、あわせて参

照されたい。

円
く

υ
0
0
 



ロunb
 

勺
ベ
Jv
nt 

-
∞
品
|

定f~}~~数 総量iJ ロク 口 闘) 4つくね 阿 司、IV](1固 ロクロ底部 ロ7日正〈剖l T~JOt Jllt:lJ名 村シ'(1〆， 日UJi1f立 対日
(例) ( g) 

ー 小 不IV1 大 小 不rVJ 大小不rV1 その他
/全重量 ifi.i.l(g) 判定 数比 組Ii JJ' 

口付部 l官;口盆血 lj);部 仁lit部 Jif.tm 口縁部 JJ~ i7I) 口，~部 Ji1古i 日縁部 Jr1出 口I~部 j氏古11r:rI~部 }1¥苦l口t昔前 JJ~ 古 l

23SBl 77-83-PP 1 (以残り上は上あ告lif|lEl時折)資"料 5/10 37 256 i l 2 3 2 27 36，7 9410 

23SB1 77-83-PP 1 i立-1: 9/ ]] 2]] 1046 3 3 10 2 2 18 16 9 5 l 141 13，0 136 
23SB1 77-83-PP 1 )~lcl 9/12 46 228 3 2 i 3 5 28 10，1 2310 焼け赤化
23SBl 77-83-PPl )'1[1: 10/26 70 366 I 4 2 3 3 4 II 2 40 14_ 5 5310 
23SBl 7-8.1-PPl )'1[-1: 10 27 47 194 6 / 2 31 23，7 46 
小百 一一 411 2090 2 3 3 。4 23 6 2 23 。 29 21 。。l 。19 8 267 16，8 352 
23SB1 77-83-PP5 11J!， 1ニ 9/ II 109 626 1 2 13 l 3 9 3 l 8 67 20，9 13110 
23SB1 77-83-PP5 9/12 17 90 2 12 11.1 1010 
23SBl 77-83-PP5 )lH卜 10/26 111 884 2 5 20 2 6 7 9 60 ;j4，8 39610 

ー戸-ーーー一一一一ー 237 1600 。3 7 l 。34 。 5 。 7 10 3 。3 。15 9 139 33，6 537 
23SB1 77-8.1-PP8 I盟士 10/30 50 325 5 4 / 8 2 l 21 26，5 86 
23SBl 78-83-PPl 10/19 290 2160 5 5 9 2 34 2 6 9 12 II 2 10 183 30，6 660lX 
23SB1 78-83-PP2 I]!.-I 101l7 178 1510 2 2 27 2 6 8 6 4 13 107 32，9 4971X m複
23SBl 78-83-PP2 世1l.1 10/17 192 1257 25 9 4 6 9 ]] 16 107 26，0 3271X 29，2 if(抜
23SBI 78-83-PP2 担し卜 10/17 233 1313 l 3 2 20 3 l 16 21 l 13 147 23，2 304IX illW 
23SBI 78-83-PP2 ~rr-L: 10/19 28 187 i 3 6 15 4，3 81X 市E被
23SBl 78-83-PP2 iillc卜 10/24 227 1802 2 5 4 28 2 10 7 5 2 8 142 33，9 6111X 

競るつIf23SBl 78-83-PP2 ~llcI-， 10 24 203 2040 3 7 5 2 2 38 I 2 5 9 6 2 10 III 41.4 8451X 
23SBI 78-83-PP2 担[-1 10/17 233 1313 4 3 2 II 28 2 l 15 7 B l 151 26，5 3'181X jH~ 
23SBl 78-83-PP2 ~1l 1 10/24 203 2040 8 6 9 4 2 44 4 / 2 7 107 43，1 880lX Jn桔l

一 1497 11462 21 27 25 7 41 211 22 5 25 。 61 64 27 。7 。81 。887 33，3 3820 
23SBl 78-83-PP7 坦1I 9/11 109 478 2 4 5 8 7 2 3 78 6，7 32 
23SBl 78-83-PP7 I!I!二l 9/12 32 153 3 I 4 l 21 11.8 1810 
23SBI 78-83-PP7 四け二 10/26 38 201 3 l 3 3 22 13，4 2710 
23SBl 78-83-PP7 I!I!，-I: 10/27 7 24 6 。。 。。

ーー一一一一一 186 856 。3 。 10 。 6 。 15 II 2 。2 。7 。127 9，0 77 
23SBI 79-83-PP 1 ~11 cl ， 10/16 42 905 6 10 3 6 2 l 12 62.5 56610 
23SBI 79-83-PP 1 担!ごl♂ 10/17 8 34 2 5 29，4 1010 
23SBI 79-83-PPI )jj!，-j- 10/19 71 日;1 2 3 2 7 4 5 42 27，6 15510 
小 li-I ー一一一一一 121 1500 2 9 3 。。19 4 7 。。 6 4 。。。6 59 48，7 731 
23SBI 79-83-PP3 1111-1 10/16 175 1586 2 2 41 10 3 14 7 5 89 33，9 53710 
23SBI 79-83-PP3 ~Il十 10/16 257 2220 2 2 l 38 8 13 10 11 6 21 145 22，1 49010 
23SBl 79-83-PP3 11111 10117 9 i 100，0 9 
23SBl 79-83-PP3 J!i'上 10/24 128 798 3 2 19 2 ワ 4 4 4 2 12 73 31.2 24910 
23SBl 79-83-PP3 ~1l 1 10124 154 1092 2 2 2 29 5 2 4 9 7 4 87 37.4 40810 
23SBl 79-83-PP3 #lU:，;，:'下目; 1l/17 4 33 。。 。。
23SBl 79-83-PP3 型II -I~.kl:下部 10/24 154 1092 I 3 9 34 11 8 81 38，5 420 
小日| ーー一一一一一 873 6830 3 5 10 7 21 162 26 。 21 36 43 。15 。51 。476 30，9 2113 
23SBI 79-84“PPI 1111士 10/16 150 1518 5 3 29 9 3 2 6 12 l 2 70 33，7 5111X if(;複

23SBI 79-84-PP 1 担U: 10/19 243 1630 2 2 24 8 l 4 8 13 3 13 12 151 15，0 2451X 強23SBI 79-84-PP1 ~1l:1'， 10/20 2 88 63，6 56IX 
ーーー-一一一一 395 3236 5 8 5 。。53 18 4 6 。 12 19 15 13 。14 l 221 25，1 812 

1¥-;H 
合，;1'1 一一 4060 30059 39 61 66 15 131 551 80 2'1 99 185 191 54 l 41 01 205 201 2380 30.6 9188 ←一目ニ一"子t
13、nつ& ー戸-一一ー一一一戸 1878 13201 8 21 27 8 71 253 38 9 59 1∞ 97 10 。21 01 100 191 1089 29.5 3896 15，0 ‘IJ'j_長Oのみ

夜ou芥ニー夜数比 手づくね，!.'~数/，t点数 * 100) 16，2 全M片数十 づくね) 3例
比 =ーづくね占数/ロクロ!I'I数)* 100 93，8 

23S82 
総点数 総豆1.]

ロテロ(1向) ←一つくね伽) ;;Fl阿(個 ロヲロ底部 ロクロ版部 破片
1也Wt:t:1 相穴:g， I.U::I一層1立 )1 R 

(例) ( g) 大 小 不明 大小;;j~叩j 大小 説 IVl その他
/全亜日" 車:il(g)

判定
数上じ

制H 考
11 f~í~l 見古 11 1]1~~f，1I在百 iIWnf，llif.古l口縁部 J白書i 口I~部 lif.古l 口~~部 凶行: 日誌部底i¥il日付加底的日 }if:g官

23SB2 75-86-DDI 12[-1-， 6/14 i 5 0，0 。。
23SB2 76-86-pp2 ~lll ， 5/23 l 37 i 0.0 。× 悦成外

23SB2 77-86-DDl 5/24 43 176 2 2 I 3 2 33 8.0 141X /lfjJx.外

23SB2 77-86-DDl j唱土 5126 69 294 12 2 5 50 36.7 J081X 昨成外

23SB2 77-87・PD3 j以以外 11/15 8 26 6 30，8 810 
23SB2 77-87ー)03 4羽毛跡内 14 51 12 13，7 710 

f:-~i"I 一一 23 82 。。。。。2 。。。。 2 。。。。。。18 18，3 151 8，7 

破片数iじ ニ二づくね点数/総点数)* 100) 13，0 全破片数(ヱづくね) 3 
破片数比(ιづ〈ね占数/ロク口日数)*1∞) 150 
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エ三乙Ej証河市 「 ス司VJ;r(lXI) 川 i -L， "".，.1ロク口氏品|ロジ口応品I.，."._II攻)'，
;-;才市~τ7石，I I 1 ~ ;tMl I 山岬 I1"1';~~ ，'1' I前町 Ir 1#~忽 I IiY: 凱 I rHdわ守主耳汁 1/士重:，::1 ~(:， ::(g) 1 止|欽比

付i'.、名

123 S83 179，86-1'1' 12)'111". 10. 2iI 81 
ロ3S83 1 79，8i.刊'06 川上 1 10 3131 37 
123583 179，87-1'1'10 1)'1¥ 1 1 9.28151 75 
123583 179，87-1'1'10 I)')! 1'. 1 10.22引 5
123583 179，87-1'1'10 1)'111". 1 9.261 '11 28 
123583 179-87-円コ12 州 l' 日，261 81 96 
U3583 179-88-1'1'0-1 )'111'.10，リ 71 22 

際音協議開刊日ー一一廿円計ーすト寸

123583 179-89-1'1'0-1I)')! 1'. 10.61 131 36 
巳主主旦正一」見皇室企1'1'金U)'lll一一一一一一一一一 立251 6白一一 358
U3583 180-87-I'P 10 1 )'1¥ 1'. 1 9.291 331 3'14 

際長イ総詰器41;ト一一時器トjig-4t
12_:l_E旦_Wu・88:PP並jJ'l!.1'. 9. 211 311 152 

m83  山 ・ml Fill 4tt十一言ト「22
議長→器金需HFIl| |1121 4| 118 
|介，，1' 一一一一一一 1651 2131 

|位協加持表訴彰台三器吉川∞)-i-1ii

1 

3 

I1 31 21 1 

...lLー_]j_ー」一一一よ
151 引 6
l 1 1 
3I1 
41 1 
3 2  
121 

11 441 971 12 
令lil~ J-I数 ( 千づくね )

01 6 

総旦:，::1 ロク口(制) - 1 τ叩四
| 大 | 小 | 小川 | 大 'J、

は) I川村削 削;川誌品11ι部 |日制 Ili(;¥11111誌部niCii汁百認「円切
Z引 I1
281 1 
2SI 日 01 日 01 o! 1! o! 百了 。I

l合防1'，牧(Tづくね)

23885 

H寸

ー邑
巨
E
3
EE
盤

両 F芸

31 74.7 
81 24，3 
91 37，3 
21 0，0 
11 21.-1 
31 50，0 
71 0，0 
I1 0，0 
，11 0，0 
91 11. 1 
411 12，6 
151 13，'1 
fil 31. 1 
51 12，5 

I1 171 16，4 
I 131 20.7 
21 31. 7 
0.0 

11 2061 23，2 

主主
91X 
281x 
日く

61x 
4810 
× 

4 

'15 
461x 
1741 x 
51C 
251U 
191C 
321X 
日〈

4941 

× 
× 

世間一旦

一一品
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I干V ]"I1liil 
壬づくね!託部被此

初 3脇戸 | 

総山VJ: fじ市'"
ロジロ 1111 二つくね11111 イミIYII附) ロクロIKm;ロ7ロh'(iiii 同I，U¥

j立1出4〆1 れ火γl 1'L¥1.附1古 JJII /、小ィ、IYJ 大小 iFIYI 大小不IYI その他 判定 f~U f~' 1(111) (g) II H:\jil lif百 1 ! II Ni;j:! /J'(部 Il t~部前日 ; 11H部 lif;~'I~ I [IH部 }if. ;~J; !JH部 lifi111rlg部 }J)古IluH:¥p日百:!IIH，¥t 底抗 /全車 il( 早川Ig) l!，()t 

23585 83-9トDD10 J'I!_I-， 26 76 2 2 22 5，3 

譲仁8p 83 3.91.pp lo 
1¥1 21 122 6 10 37，7 46 

-91二mUQ fl!. 1 92 379 2 10 27 2 50 4，7 18 
91-DD 10 )'1¥1 103 511 2 10 7 19 38 27 14，7 7510 

23585 幻-91-DD11 fl! 1 5 4/1 i 3 65，9 291x 配!ι外

介i均 一一一一 2'12 1088 2 !日 。。。8 9 。。。 29 73 。。。。フ 。109 13，1 143 7.'1 :117;'0のみ
政 jじ( ワくね 1~.(lj.{/総 l 人以) 本 山0 ) ，15，9 4、[l1~JI，- ~J..:::( っくね 111 
岐 J十数Jt (( 下つi<ね}~U!</_ロクロù 故 ) * 11)()1 555 

23886 
iよ山 I/i f己if(:，¥: ロクロ同) っくねいI ィ、IYI(1I11 ロクロ底部 ロクロ)J\~1~ 似);

jllf品1'， 什シI、γI 11¥ j-)1tf¥j， n 1I j、 小 イミ!日l J、 d、 不IYJ 大 小 不明 その他 ド12i HIi与(1111) ( g) jHjm~1 }，九古Ll!.ili.畠底的同組LUlGj!l日結晶 IJJ:.i11) 口絞れ lif月i 口g量 h日lUÎ姐wil 日 1 1 1 1i~諸国百 :IIIH品同古i /全車:，( ~(:，， ( g ) l!ut 

23586 77888855旦0I0Z上1
fl!_ 1 163 7'12 3 6 16 2 2 8 43 15 72 27，0 2αllX i壁ilu北処

23586 
1Fj4t1i|4l li l | 

1，11 2020 4 2 67 2 15 38 91 23 192 34，7 7∞× !坦舛
23586 78-85-DD 11 201 898 24 3 8 6 39 7 113 2'1.5 220lX E 

23586 78-85-pp II 26三 1482 4 4 3 27 10 3 25 41 2 143 22.3 3311X 市w
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23586 79-86-DD!O ft!.I- 6 31 4 。。。 。× 'lnu 
23586 79-86-DIJ 10 JII!. 13 58 I1 。。 OIX if(日
{i'"1 晶，)" 一一ー一一一一ー一 11 日 。。。。。。。。。。。。。。。。。。 。 。 。。 :lliE のみ
自自!U十I並数並Jt斗IT-ーづくね内!'，/，'l"ゴiロA主il*100 。。 全日H'， '~;X づ〈ね) 。

つ'くね山政/ロク 3数)* 100) 01 
00 
()"l 
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σ、

23888 

逃構名 相穴名 出土層位

23SB8 82-91-001 思土
23SB8 82-91-001 m¥土
23SB8 82-91-001 岨!こ1:
23SB8 82-91-001 担!，j:
23SB8 82-92-003 担土
23SB8 83-91・003 埋土
23SB8 83-91・003 坦i土
23SB8 83-91-005 埋土
23SB8 83-91-005 担j二
23SB8 83-92-003 坦l土
23SB8 84ω006 主II士
23SB8 84-90-007 坦¥:1二
23SB8 84-90-pp7 主I!土
23SB8 84-90-007 坦1:1
23SB8 84-91・po1 坦1:1二
23SB8 84-91-pp2 埋土
23SB8 84-91-002 出土
23SB8 84-91・007 組土
23SB8 84-91・OD7 Ijlとl二
23SB8 84・92-ppl 1.lIl:l 
23SB8 84-92-001 組土
23SB8 84-92・005 組土
23SB8 84-92-005 J1U 
23SB8 85-91-pp2 埋ご1-.
23SB8 85-91-003 
23SB8 85・91・Do3 iill士

イ夜~言芹一薮比 」づくね点数/総出一薮一了玄一一T一00一
破片数比(手っ・くね点数/ロクロ点数 *100 

28881 

遺構名 校穴名 出土層位

28SBl 60-80-PP6 崩静座f
28SBl 66-78-PP6 
28SBl 66-79-PP 17 埋土上部
28SBl 66-79-PP17 生大
r、百 一28SB1 67-79-PP3 主!とl二
28SB1 67-79-PP3 担i土南半
28SB1 67-79-PP3 j旦土
28SB1 67-79-PP3 111!:1::lt'主
小計 ーー一一一一
28SB1 68-78-PP1 iill土内
28SB1 68-78-PP1 JW.:Iこ1ヒ主i
/、十n 一一一一一一
28SB4 68-80-PP4 1I型:1ニ
28SBl 

80-PP4車重28SBl 68-80-PP4 
28SB1 68-80-PP4 土
28SBl 68-80-PP4 半埋土
28SB1 68-80-PP4 liill:l:HI\~t 、，

総点数
月日
(個)

13 
3 
10 
36 
5 
7 
4 
5 
2 
12 
2 
3 
l 
2 
25 
10 
15 
11 
4 
9 
29 
31 
17 
26 
45 
25 
252 
8.3 
28 

総点数
月日
(個)

7/3 6 
7/6 49 
10/3 8 
11/1 8 

16 
4/20 35 
4/26 25 
5/17 10 
6/26 93 

163 
5/1 13 
5/25 145 

158 
5/24 7 
4/13 5 
5/24 7 
5/25 10 
5/29 4 
5/29 8 

ロクロ固総量泣
(g) 

小 小fYJ
白紙部底部目録部底部口縁部底部
113 1 2 
4 
44 l 
192 6 5 
35 3 
31 
20 
15 2 
49 
91 4 
20 
20 
9 1 
88 
97 3 
58 3 
74 7 
142 3 
29 
32 2 
109 5 
131 3 5 
150 l 
106 7 
201 4 10 
156 2 7 
1407 1 I 1 。15 57 

総量:w
ロクロ固
小 小明

(g) 
日縁部 Ji!i音l口縁部庭部口縁部 m宅部
18 
369 l 6 
126 I 2 
I∞ 2 2 1 
226 2 。。2 3 
2∞ 3 
273 2 2 3 6 
35 2 
574 4 2 2 8 
1082 2 7 2 。5 19 
105 2 
802 4 1 11 
907 。4 1 l 。13 
29 2 
16 
29 
27 
52 l 
35 l 

。

手っくill.血
ィ、明

口縁部胆ー古1 口縁部 !主部 口縁部 E官l

2 
2 

l 

l 
l 

I 

3 

l 
2 4 
2 

i 
2 
5 

2 2 
I l 
2 。I 。。 6 14 

全破Jー数(牛づくね 21 

エつくね同
不

口縁部 J氏古l 口縁部 l丘昔i 口綜部 居令官i

l 4 

。。。。。。
2 

2 
2 2 。。。。 4 4 
l 

1日 7 。。。。 10 8 
2 

。L_Ol_pj 0 

不明個
大 小 不明

8 
司--1-0

その他
日縁部底部口縁部底部口持部底部

2 7 
2 
6 
21 
2 
5 

l 2 
2 。
7 
2 

。
l 

2 17 
5 
7 

2 
6 

4 19 
2 19 

7 
14 

2 27 
11 。。。。9 4 143 

不明個
大 小 不明 その他

口縁部底昔l口語部底音l口縁部底部
5 

2 2 31 
5 

2 l 。。。。2 。 6 
4 l 24 
l 10 

2 4 
3 70 。。。。10 2 108 

9 
10 I 100 。。。。11 l 109 

3 
2 3 

7 
2 7 

1 2 
2 5 

備考

40.0 

ロクロ底部 ロクロ底部 破片

/全重量 重量(g)
判定
数比

備考

45.1 51 
0.0 。
22.7 10 
32.8 6310 
77.1 2710 
16.1 5ム 重複。。 Ol，d. 重複。。 。
73.5 3610 
48.4 44 。。 。。
30.0 6 
100.0 910 
98.9 8710 
24.7 24 
58.6 34 
67.6 5010 
31. 7 451X 重複
0.0 。× 重複
15.6 5 
27.5 3010 
36.6 48ム m十
59.3 89ム 霊草
47.2 50lX 主主
44.8 90 
32.1 5010 
43.8 616 1.6 23.0 司定(のみ

ロクロ底部 ロクロ底部 破片
判定 制11 考

/全重量 霊iil(g) 数比

33.3 6ム 主主
26.3 97ム 重複
12.7 16ム 重複
70.0 70ム 重複
38.1 86 
18.0 3610 
47.3 129 
25.7 9 
53.7 308 
44.5 482 
51.4 54ム 重複
25.8 207 
28.8 261 
24.1 7 。。 。。。。 。。
18.5 5 。。 。。
8.6 3 



。。
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28SBl 68-80-PP4 埋士
小 百十 一28SBI 168-80-PP6 

H同~雪f作ゴ4!-マニ〓Pー"一4Fーt1土一J一一ー28SBl 168-80-PP6 
28SBI 168-80-PP6 
28SBI 168-80-PP6 
小 lii
28SBl 69-78-PP 1 j旦土
28SBl 69-79-PP4 坦lゴニ
28SBI 69-79-PP4 理士北二土
小百 一28SBI 69-80-PP6 坦l:lこ

合計
品n 目;[1'1 一合ilt2 一破片数比 エユつ'くね占数/盆ロク立ロ主主h}J*l∞ 

1百片数ltc .:;'I~づくね 'tU 数)ホ100

28S82 

遺構名 H穴名 出土層位

28SB2 68-77-PPl 捜土足音l
28SB2 68-77-PP 1 i也土i*i半

28SB2 68-77-PP 1 HレIベ半ル、柱l一痕、埋検土出、

28SB2 68-77-PP 1 南レベ半ル、柱上痕、埋検土出、

28SB2 68-77-PP I 坦!土上告 I~t'~
ノ、 五十

重三28SB2 168-77苧 PP2
28SB2 168-78-PPI3 
28SB2 168-78-PP 13 
小百一

28SB2 68-78-PP5 jれ且:らLれ上て部い、根る土石が入

28SB2 68-78-PP5 長H:北半
小計
28SB2 169-77-PP3 
28SB2 169-77-PP3 埋土jfj半
28SB2 169-77-PP3 長 Il土北三 i、柱jJ~鍛
28SB2 169-77-PP3 坦l:Uヒド、村克
r、計 一一一一一
28SB2 169-77-PP4 l'Il土
28SB2 169-77-PP4 北三一程Il士
小五 一28SB2 69-77苧 PP5 坦l二上
28SB2 69-77-PP6 担1土上古i
28SB2 68-77-PP6 坦けこ
28SB2 69-78宇PPI 埋 1:
28SB2 69-78-PPI 埋土
28SB2 69-78-PP1 埋土
28SB2 69-78-PP 1 ;ヒ'f'.~i!.土
28SB2 69-78-PP 1 ~i!. ご!こ
28SB2 69-78-PP 1 理:1:.
ノ、 ri 一28SB2 69-79-PP3 1t!半J.'i!.土
28SB2 69-79-PP3 四け

一28SB2 70-77-PP2 坦i士
28SB2 70-77-PP2 J!ll:卜
'1、 吉n 一28SB2 70-78-PP7 足n-I:.
28SB2 70-78-PP7 坦l士

一28SB2 70-79-PP I 主n土
28SB2 71-77-PP2 

齢詰f28SB2 71-77-PP2 
28SB2 71-77-PP2 
28SB2 71-77-PP2 坦l士北半
〆l、計 一一ー一一一一

8/2 10 
44 

5/18 26 
5/25 30 
5/29 9 
7/3 69 

134 
4/12 6 
4/19 5 
5/24 21 

26 
5/24 15 

617 
352 
7.7 
46 

総;占数
月日
(1同)

4/26 24 
7/26 36 

8/7 2 

8/7 10 

9/13 8 
80 

8/7 10 
6/15 23 
8/2 83 

106 

8/4 46 

8/6 22 
68 

'1/12 8 
7126 109 
7/30 21 
7/30 11 

149 
4/12 16 
5/24 149 

165 
4/26 l 
7127 35 
8/2 18 
4/12 40 
4/13 27 
5/23 12 
5123 154 
5/24 5 
5/24 16 

254 
4/18 63 
6/13 35 

98 
4/12 38 
5/21 86 

124 
4/13 29 
9/14 17 

46 
4/17 19 
7/26 11 
7/28 25 
7/28 21 
8/1 13 

70 

96 4 
255 l 。。。。6 
177 i I 2 3 
198 1 2 7 
46 
375 I 3 3 5 
796 3 5 5 。2 15 
35 
21 
89 l 3 
110 。。。。l 4 
66 
3864 7 19 9 10 72 
2139 3 11 3 5 36 

総重量
ロクロ固
小不I~

(g) 口縁部 底部 口ま部 l音1口縁部服部
34 23 
350 l 7 

5 l 

45 

114 5 
548 l 2 l 。1 36 
l∞ l 5 
154 6 
537 13 
691 。i 。i 。19 
166 l 4 

122 6 
288 I i 。I 。10 
75 l l 
523 I 7 
72 2 
85 2 
755 4 l 2 8 
17l 3 
661 4 3 22 
832 。7 。3 1 22 
14 
342 4 6 
156 9 
290 2 9 
160 2 1 I 8 
69 2 
715 2 3 4 4 18 
21 l 
53 5 
1308 2 4 9 1 6 43 
255 I 4 11 
195 3 3 
450 I 3 l 。5 14 
374 l l 27 
3∞ 3 25 
674 。 3 2 。52 
161 I 3 
56 l 
217 。 。3 。
72 l 2 4 
33 2 
49 2 
60 5 
202 l 2 6 
344 。l 2 。15 

I l i 3 58.3 56 。。 。。l l 。。。7 。27 25.1 64 
5 14 23.7 42ム îT~複
8 11 56.1 111ム 重苦3 6 。。 日ム
11 46 36.3 13616 パ複。。 。。 。。。。。。27 。77 36.3 289 

4 20.0 7ム !fljg 
4 38.1 8ム zg 5 12 30.3 27ム。。 。。 。。。。。。5 。16 31.8 35 

2 9 53.0 35ム J疋複。 。 15 17 3 。。。67 3 392 35.2 1362 全小"。。 l 。 14 12 。。。27 3 235 35.2 753 13.6 'rt出のみ
金破片数 r づくね 27 

手つくね(髄 不明固 ロクロ底部 ロタロ底部 破片
大 小 口-縁z部; I~l版部 小 夜言明

その他 判定 備考
日縁部民間l 口縁部 I 官1 口縁部民約口ま部底部口 底部 /全重量 車iil(g) 数比

67.6 23 
2 2 19 31.1 109 

0.0 。
9 42.2 1910 

48.2 55 。 。。 l 2 。。。。3 3 29 37.6 206 
3 6日.0 60ム 軍複

5 10 42.2 65 
l 15 52 44. I 237 。。。。 。 。。20 。62 43.7 302 

1 2 10 28 31. 9 5310 

12 49.2 60 。。 I 。。2 。。。。11 l 40 39.2 113 
3 2 38.7 2916 !I~複

l 5 4 6 83 15.9 83ム jf(複
2 16 11.1 8ム )f(複

l 3 4 63.5 54ム 耳E複。 。 8 5 。。。11 。105 23.0 174 
2 9 46.8 80lX 近複
4 3 112 38.7 256lx i1¥:複。I 。。 I 。。。。。6 3 121 40.4 336 

l 。。 ム 1fI桜
l 2 2 16 64.6 221 

7 68.6 107 
l 2 24 44.1 12810 

13 50.6 81 
2 8 30.4 21 

10 I 112 40.8 292 
2 47.6 10 
10 34.0 18 。。。。 l 3 。。。。13 3 169 42.0 550 

3 2 5 l 36 32.5 83 
2 23 42.6 83 。。。。 4 3 。。。。7 I 59 36.9 166 

l 2 4 2 78.1 292 
2 55 52.0 156 。。 。 2 。。。。。6 2 55 66.5 448 

2 1 3 19 26.7 43ム 日砲

I 3 12 12.5 7ム JR絞。。 I 。。2 。。。6 。31 23.0 50 
2 9 25.0 18 

l 8 42.4 14 
22 14.3 7 

I 15 53.3 32 
4 55.9 113 。。。。。。 。。。5 。45 48.3 166 



1285B2 171-78-PP2 IJlll二七1-.部 寸 10/21 150 83訂 丁 T 汀 T T2o 3I 汀 汀 7 15 E了 T -r-rーr-;寸寸巾訂2T.9T 18司区
箆

285B2 171-79-PP 1 JJI!.こt 4/25 7 100.0 710 
合at1 ーーー一一一 139<1 7633 8 31 19 15 181 265 4 3 5 。 26 25 10 I 。。94 17 853 40.7 3107 
合言 2 一 874 489'1 7 18 17 8 151 209 。 2 。 9 !lL__jJ_ IT bl~ 131 49斗 47斗 23ω

27 9 全破片数(手づくね) 24 

28S83 
総内数 総重量 ロタロ個 手つく担立閉 不明{同 ロクロ底部 ロクロl底部 破片

遺構名 相i'-;1円 出土層位 月日 大 小 不明 大 小 不明 大 小 不明 その他 判定 f耐考
(1問) ( g) 

口縁部底部口.~部Jik部口H部}立書 i 口H部 I!~古 l 口付部 J)'古l 口縁部 l白書l口縁部底的口I~部応部口i杭 il l.足音 l /全重量 立が，，(g) 数比

285B3 70-78-PP3 四l:l-.)j["I' 10/4 35 190 2 6 l 3 22 52.6 100ム j]H主
285B3 70-78-PP3 ~I!. ご|一 四日 10/23 23 160 l 10 i 11 76.3 122ム 37.5 ifc1l1 

ーーーー一ーー一一一一一 58 350 。3 。。。16 。。。。。l 。。。。 l 33 63.'1 222 
28SB3 170-79-PP8 且¥:1 4/17 20 173 l l 9 8 70.5 12210 
285B3 170-79-PP8 Jmこ1: 5/10 33 104 l 7 2 1 21 43.3 45ム 1]1桜
小長 一 53 277 。。2 。l 16 。。。。。1 。。。。3 29 60.3 167 
285B3 70-80-PP9 

亙量迎ヨ:tヨ封ヨ二;上古120cm

4117 3 23 2 。 0.0 。
285B3 71-78-PP7 9/14 180 1202 2 2 l 25 3 4 5 3 18 113 32.9 39510 
285B3 71-78-PP7 10/2 151 836 I 2 16 2 l 16 11 5 I 95 22.0 18410 
285B3 71-78-PP7 10/25 104 488 2 i 20 5 l 74 42.6 208 
285B3 71-78-PP7 11/1 57 275 2 13 8 3 31 57.8 15910 
285B3 71-78-PP7 

害者難土府
11/6 21 186 l 2 l 16 59.7 11110 

285B3 71-78-PP7 11/28 11 72 2 8 45.8 33 
小百 一一一 527 3059 。4 4 / 3 79 5 5 5 。 21 14 。。。。38 5 337 35.6 1090 
285B3 71-80-PP2 Ifiと '.~I! 二 1: 4/17 2 17 2 。。 。。
285B3 7ト80-PP3 砕Iよ型Il土 19 88 4 2 13 33.0 2910 
285B3 72-80-PP3 埋上 23 122 5 18 41.8 5110 
285B3 72-80-PP4 主1¥:1っt三三 8/23 13 203 I 2 I 2 3 3 63.5 129 
285B3 72-80-PP5 南己Jjll士 4/25 4 24 l 3 20.8 5 

合計
fi、作H一1 ーー一一一一ー 699 4140 。8 8 8 61 124 5 5 5 。 21 16 。。。。48 7 438 40.9 1693 ~~/J、百
合~ 12 一 611 3709 。5 7 8 81 102 5 5 5 。 21 14 。。。。42 5 384 38.4 1426 18.8 ‘IJ定Oのみ

破片数比 l宇づくね L~~数/総点数 * 100 8.2 全M ~1 ニエづくね) 50 
破片数比 (手づくね市数/ロク口市数 *100 38 

28S84 
総点数 総量:Gl ロクロ倒 ユつくね肺 不l列個 ロクロ底部 ロクロ岐部 破片

遺構名 村穴名 IJ¥土府位 月日
(例) (g) 
大小不Ilj ノl、 不明 大小イ、l悶 その他

/全ili:量 重ii((g)
判定
数比

備 考
111~部!主音;口綜部 I(~部口縁部 li(苛 l 口縁部 li(;¥jl 口縁部 底抗l 日誌部 1白書l口綜部品:百i口宮部!主音111]縁部 ME昔1

285B4 71-81・005 UJ~跡rtl子 8/31 72 398 I 9 11 5 5 40 29.1 116 
285B4 71・81・005 坦!こt 4/18 65 408 I 18 3 40 39.7 16210 
285B4 71-81-pp5 担lj 4/19 50 169 l 5 3 2 7 32 16.6 2810 
285B4 71-81-005 担ヒ1:.:1ヒι 9/12 393 1437 2 2 2 26 3 4 7 7 6 333 19.1 274 
285B4 71-81-Do5 fiI!土上部 8/24 94 548 3 12 4 2 3 l 69 34.5 18910 
285B4 71-81-PD5 i肥土上部 8/31 121 484 2 l 20 2 B 2 86 40.3 195 
285B4 71-81-oD5 J11!.土問中、中位以 F 8/31 109 1330 4 2 6 37 i 8 8 4 38 35.4 47110 

一 904 4774 4 10 6 4 61 127 4 。 5 。 36 27 1 。。。33 3 638 30.1 1435 
285B4 71-81-oD6 2ポ 10/5 209 1425 4 3 9 14 6 6 4 18 19 5 120 18.5 26410 
285B4 71-81-pj)_(i 3需 10/5 208 1521 4 4 16 9 4 2 1 29 14 l 13 110 18.7 28410 
285B4 71-81-JlD6 10/9 51 285 l 6 l l 7 5 3 27 31.2 89 
285B4 71-81-Do6 21，汗 10/9 33 157 5 I 3 3 2 19 12.1 1910 

28SB4 71-81-pp6 上部のtl(ii際1拝の Fのかわら』 10/9 348 1941 4 4 3 17 6 4 2 35 24 37 210 19.2 37210 

285B4 71-81-pp6 上わら部けの府隊群の下のか 10/9 222 1860 4 II 22 2 2 32 30 4 10 105 21.2 39410 

285B4 71-81-pp6 たli下:¥11のの府際群をはずし 1011 140 1275 l 8 15 6 2 6 19 4 25 51 9.8 12510 

285B4 71-81-pp6 上下部の明際1伴をはずした 10/1 217 1572 5 2 9 13 9 6 5 l 27 16 2 8 114 22.3 35110 

285B4 71-81-DD6 |般石上部 6/14 16 64 6 2 l 6 60.9 3910 
285B4 71-81-DD6 l)ill士 4/18 30 212 10 l 17 46.2 98 
285B4 71-81-DD6 lJ~l :I -. 4/19 36 235 7 l 2 3 3 2 16 31.1 73 
285B4 71-81-OD6 |旦l¥j二I::.fili 8/24 68 339 5 12 3 l 47 36.9 12510 
285B4 71-81・OD6 主!と|二l部111" 9/12 69 281 6 3 2 6 l 51 23.1 6510 

ーーーーーーー一一一一一 1647 11167 14 22 6 。271 131 70 28 19 2 167 137 12 。2 01 114 3 893 20.6 2298 
285B4 71-82-pp2 調I土 4/18 36 219 2 5 i 3 21 20.1 4410 
285B4 71-82-002 JmこUt三三 9/4 178 1197 2 4 2 2 26 2 2 6 5 14 113 38.8 4か110
小骨| 一一-戸一一ー 214 1416 4 2 2 。31 2 。 2 。 7 9 。。。。17 。13'1 35.9 508 



285B4 

285B4 
益盟主
285B4 
盗塁型
285B4 
益E担
益5B4
28SB4 

亙
28SB4 
土..;L_
益5B4
285B4 
285B4 
285B4 
285B4 
285B4 
285B4 
285B4 
示計十

285B4 1 o 570 IJlli.1 
285B4 1 0570lPIl仁
285B4 1 05701 

ノト;;1' 一ー一一一一
285B4 05781)'1いl♂

作日1 一一一一一一一一
破片数比((手つくね 1'1欽/総 l'i紋)* 100) 
破片数比((手づくね出数/ロク口山政)* I∞) 

上司1扉存1摂石)下d)肌l
71・幻-pp3 1上ιlにI:U4< 西半 110/22 

71-82-003 IHiji1事内 110/22 
71-82-003 IJ!IU: 1 4/18 
71-82-003 即上 1 4119 
71-82-003 即トlχl't'4肘 110，18 
71-82-003 坦!-十l制下 1 9/4 
n-82-003 1I出土i叫ドt部 1 9/11 
71-82-DIJ3 1J'll上半l:iJi跡内 110/17 
71-82-003 1 ~ 1l 1 : ~(ニド1ザ祁 1 9/25 

| 一一一一一一一一一
71-82-004 1 Pll士 ~t下
71-82-004 Iffi!U有三ド

| 一一一一一一一
05201Pll_ー
055713k1 
D5571;lt7 
0557 ド6
o 557 lJ'lil-. 
D557 守Z
05571 rfiC-I 
0557 有 5

旦LQ

量進
__2LQ 

務昔

一

_jL_1 
8 24 

23-11 12341 21 21 31 I1 41 321 I1 I1 31 81 101 21 1 131 I1 1511 26.81 33110 

591 2621 31 81 I1 81 21 21 351 18.31 4810 
421 2241 81 31 71 21 221 24.61 5510 
61 371 21 21 1 21 40.51 I510 
551 2791 21 I1 61 31 1 1 1 21 411 28.31 79 
351 2151 1 101 I1 31 I1 1 I1 191 3同91 75 
108 1 回 ~I- 1 I1 21 31 171 31 I1 21 61 11 31 691 32.41 188 
1171 4911 I1 181 31 11 121 31 I1 781 24.01 118 
2591 17041 31 51 21 21 41 321 21 I1 131 111 81 1761 29.01 49110 
9151 502日 51 101 71 51 161 1331 71 71 61 01 531 311 21 01 01 01 361 41 5931 27.91 1403 
2021 10211 I1 21 I1 11 291 21 1 31 11 81 101 1441 36.51 373 
2081 8551 21 31 51 221 1 I1 101 101 61 1491 17.51 150 
'1101 18761 31 21 41 I1 51 511 21 01 41 01 III 181 01 01 01 01 161 01 2931 27.91 523 
851 3861 I1 I1 III 101 31 51 541 25.61 99 
381 4661 21 I1 61 71 21 71 31 41 31 31 剖 71 115 
1051 10071 31 31 61 91 51 151 81 I1 41 511 4.81 48 
1 171 12141 51 61 I1 I1 121 41 41 61 171 131 51 1 431 28.61 347 
1831 10591 I1 41 1 1 61 61 71 21 131 301 121 51 1 971 16.31 173 
851 6121 21 I1 21 1 61 41 21 131 31 I1 21 491 32.81 201 
1501 13671 31 51 I1 I1 51 151 21 21 81 221 II1 71 I1 671 37.01 506 
491 4431 31 11 513111 61 10141 16113.51 60 
8121 65541 II1 161 161 21201651321 111 471 01 1201581 11 01 11 01311 113801 23.61 1549 
1361 9501 I1 91 151 21 31 1 II1 91 1 1 51 1 811 22.71 216 
2441 14221 I1 21 21 1 101 271 61 21 1 61 111 1 1 1 71 61 1641 19.81 281 
3511 19791 21 31 21 I1 71 311 51 71 61 1 211 101 1 1 1 201 2361 22.11 437 
7311 43511 31 61 41 I1 261 731 131 101 81 01 381 301 01 01 01 01 321 61 4811 21.51 934 
5 j号 31 I1 11 65.71 23 
55381 351991 441 701 451 151 1001 6141 1301 561 911 21 4321 3111 161 01 31 01 2791 171 34131 24.61 86731 1 2.0 
l.U1 1令破片数(平づくね) 1 10221 
1151 

抗
日
目
一

一川

31S84 

1~li 与

牛-f

<'i:点数 総量i止 ロク口側 弓Eっくぬ百両
大 勢固 不明 ロクロ底部 ロクロ低部 破片

正II梓名 村i'(名 出土府位 月FI 大小京I~J 大小 不明 その他 判定 I~， .r， 
(例) (g) 口縁部 !氏苦l口縁部 品一吉l口縁部 lil一帯l口縁部 !足時11 日縁部 Il'H'i11 口縁部 民，slI日縁部 民苦 l 口縁部 底部 口I~部底古1 /全重量 'Tdi((g) 数比

315B4 72-69-001 31 76 5 25 3.9 3 
315B4 72-69・001 33 96 2 5 25 5.2 510 
315B4 72-69・001 38 172 4 7 27 26.7 46 
315B4 72-69-002 15 80 I 7 6 28.8 231X 吊i複
315B4 72-69-002 19 70 2 3 13 8.6 61X 吊+亙
315B4 72-70・001 82 195 2 9 71 8.7 17ム J主jj

315B4 72-70-001 43 168 4 5 32 22.0 37ム jft抜也E美片l
315B4 72-70-1m2 2 3 2 0.0 。× !Ti桜
31SB4 72-71-001 IWI}J-i'.1事 31 195 4 10 i 16 34.9 681X if(lll 
31SB4 72-71-001 拘!り)J 63 317 11 3 II 37 34.7 110IX .ifl1il 
315B4 72-71-001 品1¥り)jpli土 38 186 4 i l 4 6 22 29.6 551X ifu主
315B4 72-71-001 W-I: 1-.;~iI 60 252 7 3 5 6 38 24.2 611X m複
31SB4 72-71-ppl j的皿認!日上jfij告仁11、位fj痕跡 53 373 8 I 4 I 39 32.2 120lX ill複

31SB4 73-68・001 38 63 3 35 0.0 。× f立tll
315B4 73-68-00 I tJii跡何 17 35 2 4 10 20.0 71X 兎 jj

31SB4 73-68-001 15 40 3 12 0.0 。× 吊i絞
31SB4 73-68-OD I I'RI一、 j痕助手 57 115 I 9 47 0.9 lIX m複
315B4 73-69-00 I 27 72 3 23 6.9 51X 前 )j

315B4 73-69-00 I 5 24 2 l 2 54.2 131X 市(1)1

315B4 73-69-DPI 4 19 l 2 15.8 31X mft: 
315B4 73-69-00 I 3活 10 36 9 8.3 31X ilHll 
315B4 73-69-00 I I ~，! 20 59 3 16 10.2 61X if¥W 
31SB4 73-70・003 村#iW事1'-) 3 44 l 59.1 26 iH!I 

00 に。
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31885 

逃tl~名 柱穴名 出土層位

315B5 69-70PPI 3 
315B5 69-70PP 1 2 
315B5 69-70PP2 jJIl土
315B5 69-70PP2 、抜き取り痕
315B5 69-70PP3 上部
315B5 69-70PP4 
315B5 69-70PP4 i正土
315B5 69-70PP4 |ー書目

315B5 69-70PP4 内
315B5 69-71PPI 
315B5 69-71PPI り方埋土
315B5 69-71PP2 
315B5 69-72PP 1 
315B5 69-72PPl り方埋土
315B5 70-71PPI 
315B5 70-71PPI 埋土
315B5 70-71 PP 1 じと' 1層上部
315B5 PI47 |掘り:
315B5 PI47 上層
315B5 PI80 ヨ:
315B5 PI71 |柱痕跡内

315B5 PI71 |再検出
315B5 PI71 掘り方Fた上府
315B5 PI46 上府
315B5 PI67 上府
315B5 P250 主痕跡内上層
315B5 P25日 |柱表訴丙
|合言晶 ーーー一一一ー
破片数比 [年づくね占数/総占数 *100 
被育薮死 (手つ'ね点数/ロクロ点数)* 100 

31886 

遺構名 柱穴名 111土層位

315B6 67-73-PPIO 67-73 
315B6 67-73-PP 10 宝痕跡内
315B6 67-71-001 
315B6 67-71-ppl 犠器詩315B6 67-71-001 
315B6 67-71-001 
315B6 67-71-001 
315B6 67-71-pp2 
315B6 67-71-002 
315B6 67-71-002 
315B6 67-71-002 理土上部
315B6 67-72・001
315B6 67-72・001
315B6 67-72-002 
315B6 67-72-002 
315B6 67-73-0011 
315B6 68-71-001 
315B6 68~ 

曙
315B6 68-71-003 
315B6 68-71・003
315B6 68-71-004 
315B6 68-72・001
315B6 68-72-001 
315B6 68-72-001 
315B6 68・12:_PPJ 埋土16
315B6 68-72・001 虫n士上部

月日

10/28 
10/28 
9/12 
10/22 
10/15 
9/10 
9/12 
10/16 
10/22 
9/4 
9/10 
10/18 
9/4 
9/10 
9/4 
9/11 
9/4 
8/9 
6/8 
9/11 
8/8 
6/22 
日18
6/8 
6/12 
8/10 
9/12 

月日

1051 3881 0 01 01 0 
旦♂
286 

総点数 総重量
ロクロ(個
ハ 不畦

(個) (g) 
口縁部底部口主部|底部口縁部底音

2 37 
4 25 I 
9 32 

8 
5 18 
9 27 
6 25 I 
10 27 
13 65 1 

11 
54 170 3 
6 14 
14 65 2 
32 124 2 1 
92 416 10 
8 27 
14 114 
19 36 
14 53 
2 17 
6 26 
2 21 
3 2 
9 23 l 
3 11 
3 5 
5 14 
232 856 。。。。2 13 
6.9 
107 

総点数 総重量 ロクFE
(個) (g) 

不明
口E部底部口縁部底部口縁都民間1

4 11 
3 4 
6 15 
14 42 
22 28 
8 12 
34 55 
37 61 
24 38 I 
74 187 4 
16 82 2 
32 72 
28 55 
6 20 
13 31 l 
2 9 
10 37 
20 34 
26 60 
28 81 
38 101 
13 34 l 
18 47 
21 76 l 
62 158 
41 227 1 l 

01 よ出一一旦 01 01 01 01 01 TIlL_20.61 日日 6.71判定Oのみ
20 

守二つく ね日 未明個
ロクロ底部 ロクロ底部 破片

不明 目録品gjl 端研口縁~主部 その他 判定 備考
口縁部 i底部 口縁部|底昔l 日縁部 1If:蔀 /全重量 重:!il(g} 数比

81.1 30 |常滑片l
I 56.0 14 常~片2

3 1 5 。。 渥美片l
l 。。 。 渥美片l
4 0.0 
7 。。 。
4 0_0 
8 0.0 

I 10 41. 5 27 。。
2 2 2 45 15.3 26 

6 。。 常滑片l
2 10 18.5 12 

3 I 25 11.3 1110 
8 2 10 62 19.2 80lX 重苦7 18.5 51X 
2 4 2 5 0.0 。× 重複

19 。。 。 裁、常滑片i
3 10 。。 。 '裁。。。 。。 ，"裁

6 。。 。 一'裁
2 。。 。 主宰3 。。 。
8 。。 。 ~ó裁

3 。。 。 日放

l 2 60.0 310 裁
5 221.4 31 '裁

2 l l 。 3 9 。。。。12 2 186 18.3 157 5.6 !C1]n'(のみ
全破 「敬 ニユづ ね 16 

子つくね(倒; 不明個 ロクロ底部 ロクロ底部 破片
不明 大 小 不明 そのf也

/全重量 重量(g)
判定
数比

備考
口縁部 I!.'t苦l 口縁部 l白書1 口縁部 底部 口縁部底部口縁部底部口縁部底音

3 。。 。
3 。。

2 4 。。 。
2 l 11 。。 。 中玉陶器片l

22 。。 。
7 0.0 。

4 30 。。 。
6 2 29 。。 。

22 7.9 310 
9 2 59 16.6 3110 
2 11 36.6 30 
5 26 0.0 。。

27 0.0 。
l 4 。。 。× 重装2 10 19.4 61X 

2 0.0 。
4 6 0.0 。× 重複

1 18 0.0 。。
2 2 22 0.0 。

2 5 20 0.0 。。
8 29 0.0 。× 重複

11 32.4 1110 
3 13 0.0 。。

1 6 13 5.3 410 
3 3 5 51 0.0 。

2 l 6 30 18.9 4310 



にD
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出土層位

50883 

3宜術名 fJ火才1 /1¥土層位

505B3 5 
切5B3 9 
505B3 14 
505B3 14 
505B3 19 
505B3 20 
印5B3 24 
505B3 25 
505B3 50 
505B3 51 
505B3 52 
505B3 53 
505B3 86 
505B3 90 
505B3 90主良
505B3 94 
505B3 116 
505B3 116 
505B3 124 
505B3 130 
505B3 137 
l合日 ーーーーーー一一一一一一
破片数比 三ユづくね占数/総百数 本100
破片数上 (ーーづくね占数/ロクロ山数 本1∞

山土層1立

11 17 
2 30 
16 57 
7 65 
14 33 
5 30 
583 1590 

145.19 2 

|月日|的存|時F

総点数 総丞i量
)'JIヨ
(倒) ( g) 

43 272 
51 192 
27 118 
21 118 
61 230 

9119 109 292 
9/3 60 314 

44 240 
9/9 24 106 
9/3 2 

177 865 
9/7 63 83 

27 182 
9/2 160 492 
9/2 38 118 
9/2 33 80 

421 3228 
237 1230 
2 48 
4 22 
26 228 
592 2358 
8.1 
150 

2 

3 

。l 。。l 15 4 l 8 。
全破片数lニーづくね

ロクロ(例 干つくね(倒
大 小 不明

口縁部 J!.~苦 l 口縁部 ~I苦 l

1 
l 。。。。
全破片数(手づくね)

ロクロ(個 干つくね聞
小 不明

口縁部 J瓦部 口縁部 JIf部口縁部 地官iロ縁部 J!.~ 昔 l 口縁部 I証書
l l 2 
2 l l 

2 2 

5 l 
3 6 

l 3 l 
l 3 3 

2 5 l 13 l 
2 2 

3 
2 I 5 2 

2 
2 

4 16 24 9 10 
2 2 2 9 6 4 

i 

l 2 2 2 2 
3 3 6 18 16 4 10 3 

全破J午数(手づくね

II 0.0 。。100.0 30 
2 2 12 0.0 。

36.9 24 
2 11 0.0 。

4 50.0 151x 
8 66 。。。。10 。469 11.1 176 
87 

不明1岡 ロクロ底部 ロクロ底部 破片

日露まい1 大 小 量部不明 その他 判定 備考
口縁部 且一部 口縁部 底部 ロ 局部 /全重量 重J，((g) 数比

4 
3 
71.4 5 。。。。。。。。 8 25.0 5 11.1 。

{時考

不明闘 ロクロ底部 ロクロ底部 破片
耳ミH 大 小 旬、l明 その他 判定 備 考
ロ縁部 肢苦i口縁部正古i 口縁部 底部 口I~部 底部 /全重量 重量(g) 数比

i J3 21.0 57 
3 3.1 61X 重徳
2 2 24.6 29 

3 14 4 。× i1t複
3 15.2 35 

3 11 l 20.2 59 
2 12.7 40lX íln~ 

18.8 45 
0.0 。。 × ;iR抜

3 4 14 28.7 2481X !flJX 
2 2 9 27.7 231X :m咋主

3 36.3 66 
14 1.8 9 

6 6.8 8 
2 0.0 

11 17 2 29 10.7 3451X 霊聾10 7 39 5.4 661X 
0.0 OIX 1f¥桜

3 0.0 。× If(絞
33.3 76 

12 3 。。。50 2 。16.3 384 3.7 IJ定のみ
48 

備考



にο
~ 51 0 

81 
85 

2I1  151 47.51 剖δ
361 1 171 29.31 3610 
821 71 01 01 61 41 01 2521 13.41 2771一l3:l
1 351 

191 122 
321 123 
3511 2071 
10.01 
250 

完
4I
 
l
 

-
-
づ
一

l
一6
一5

50885 

五可制穴名下 IH:Ll('if;): I月日
5OSB5 1 401 
5OSB5 1 41 
5OSB5 1 43 
5OSB5 1 125 
l合計 | 一一一一一一一
|破片数比((手づくね点数/総点数)キl∞
1破片数lt((手づ〈ね占数/ロクロ占数)* 100) 

総点数|総重量 l ロクロ(個 ) ~ 牛っくね{倒) 不明(個) 1 ，_，. ， . 1 ロヲロ底部|ロ7ロ底部 I.，，， ~ I 破片 I ""." I 
I ."/:~ I 大 | 小 | 不明 | 大 l 小 | 不明 | 大 | 小 | 不明 |その他1-;::-:1'1 ~..: I~_I~\ _~II I判定I:~~_:. I 備 考 | 

(側) I (g) I口糊|底部|仁階部|底部 |仁陪官|底部|口綿1附 111日縁部|底部 |口細|底部旧師|底部 1[1縁制 底部旧縁部l底部1'""~ I /全重量 |重量(g)1'."""1数比I L~Il "';; I 
4L__j_ 1 1 1 1 21 68.81 -nlo r~ I 
6I--_-'-l-___;___;--ll_____l_ 1 1 1 1 61 0 1 x 1 1 jf(複 l
2261 11 11 1 ~I 53.81 1410 1 1 
1 l  1 1 I1 1 1 1 10 1 
7l 461 01 01 01 01 01 31 01 01 01 01 01 11 01 01 01 01 I1 01 21 54.31 251 142.91判官Oのみ
14謝 l矧 片数件づくね) 11 

1~H 考

1! 万I()l百I()l 0 
YE破片数(平づくね)

n
U
 

A
U
 

01 01 0 

仙 考

制Ii 考

75.0 

怖i考

16.7 



日D
w 

528814 
総/.(t~ がt:1r(:I: ロクロ (制) っくね和l 小I~I (J附) ロクロIl~品; ロク口氏出 破片

:立|品名 十iJ、rl 1'1¥ 1-.1γif¥'，: )111 
(1I!j) 1 I耳)

j、小ィ、l川 大 小 不IVI 大 小 説 明 そのi也
/金事'1~ {i :I~:(g) 

判定
VA比

t，U 与
山B部凶凶凶IUi.1細 川 iIIN部品部 Ilf~部Il\れ 日N部 j九;'lli_且ii部陣M-flユi~高 JJI 日~LL _J_N I~Þ _] /(( d[; 

1'118 21 24 I~ 「万

Ei苦ii芋t 
P1132U1122旦11 一一一 一ー一一一

61「一ー '16 2 56.5 26 

一1豆~ 、8主13 8 
3 2 告[，2 321( 
3 14 '13.2 38 

1'121 
5 
ト一一 2 。15.4 2 

P P 11436 5 238 1 1 1 1 15 5 I 14 581x rû~ 
3 。。

555222555B B B 1114 4 4 P 1114672 7 9 
ト一一一 32 2 6 '10.6 13 

iB - lO 
5 。

P ト一一 19 l 3 52.6 1010 
525sI.1 1'8品1 35 I 5 11.51X 吊日
525s 14 P泌 l 23 li8 I 8 3 2 9 lI'IIX ，f(I足

552255B B 1l 4 l PP88999 1 13 2 2 。×
iJiFEll JI主HPh I 23 6 。×

525B B LLl l 1P39引0〉ll JO 81 5 l 4 60lx 
525 9 18 8 。
552255B B Llz1 l 112399035 0 19 2 ト一一 19 

2 5 
|師事「一一一一一i5 2 2 / 45.3 3'1 

{;III 一一一 &1 38i 。。。。。19 。。。。。 。。。。3 。58 '1，['，1 li2 1 22.6 IJ'，[:: のみ
似岐!;Tぬt-z比lヒL((t T11-づ-:i玉く虫ね1山VLLtt/uut) 判 ω) ，['8 ヴ〉削)'，1ほ( ってね)
"，!'dtl， l.-:i <~Ji'I，'{/ロク口 ((J.. il * 100) 21 

528818 
リ l'!I i!;: iri :，: ロク口(iHl) つくね附 ィ、IVI例)

Jïi !ll'~/tl fl穴γ :I'， U'it，'( 11111 司，':.，'..'叫恥'11.'1 一一一正プ 小 イ.'.Ill_l_~ 小 不IV! 大 ，L _l_'EI珂 寸のi也ロクロ版部ロクロ':":)，IIII;E政)'1 t，ii 
(例) 1 (耳)市訂仰¥1 rl細川 LI編成市llTH~~雨1\1 11~sZ"j 白 \III(t部 Ji~M R"M I\1\ 11 削

sIS官官T --:z.gT 一一- 81 1351 21 61 5331 i2 一一一一一
52扇町 嬬 l 鐙 11 1 1 1∞~ 
5.2S8183α)21  .1 1 1 1 1 21 0 
52S818 30] 1 1 61 1 1 I1 0Q  一一一一一一一
52SBIS 1 30¥一一一一一一一十一一一一 一 』 一一→ __  1 ー-， c c ，- 1c 82.'It==l.1[Q 
52S81835941 I1 0 
52SsI8 : 8~-- 1 41 61 1 11 31 010 
{f~ ，' 201 2ω01 01 01 01 01 41 01 01 01 01 11 01 01 01 01 01 01 01 ¥51 235.i ¥22 120.0' 

政{if~JJTI をLtt』JヒヒL(L(T-F2っ〈くtねu1l1l1故!"ど/並ロク立ロLtlJHIltbt」いEドEILD-m 一一一一1-- 52.旦5
全叫)し数( つくね l 



に0
・h H:'，土防位

52S821 

遺構名 柱穴名 出土層位

52SB21 P164 生列部分
525B21 Pl64 圭列あ分
525B21 P891 宝'iIJ音11分
525B21 P959 
525B21 P961 
525B21 P976 
525B21 P 1032 |合百 一綜伊達芸くね餓づ総点数 *1∞ 
比 くね ロク口出数 *100 

52S825 

逃構名 キj穴名 出土層{立

525B25 103 
525B25 209 
525B25 215 
525B25 230 
525B25 244 
525B25 244 
525B25 730 
525B25 730 
525B25 733 
525B25 759 
525B25 845 
525B25 887 
525B25 941 
525B25 946 
525B25 949 

合計 |合百 i 一一一一ーム骨一2 一破片 J泣比 ーーづくね点数/総点数)* 1∞ 
破片数比 (手づくね占数/ロクロ凸、数l>U∞

55S85 

遺構名 位穴名 出土居位

555B5 818 
555B5 822 
555B5 822 
555B5 824 
555B5 831 
555B5 831 
555B5 836 
555B5 836 
555B5 838 
555B5 840 
555B5 854 
555B5 856 
555B5 859 
555B5 859 

総点数
月日
(例)

5 
26 
4 
5 
3 
6 
10 
49 
14.3 。

総点数
月日

(側)

9/1 13 
8/4 8 
612 2 
817 l 

3 
2 
3 
4 
l 
10 

8/21 9 
9/4 3 
9/4 2 
9/4 l 

4 
66 
29 。。。

総点数
月日

(個)

9/14 
9/14 2 

l 
9/14 5 
9/14 11 

3 
9/14 

2 
9/14 

l 
9/14 2 
9/4 7 
9/14 8 

3 

001 01 01 0 

総並立
ロクロ個 =っくね闘

( g) 
ー 小 不明 大 小

口縁自11}if古i口縁部底部口縁gs1 }底部 口綜自底抗 日縁部 底的
35 l 
79 2 
13 
63 l 
13 2 
23 
16 
206 。 。。。6 。。 。。

全般片数(手づね

総主fii
ロクロ圃 手つ くね側

小 寝苦畦 小
(g) 
日韓部品昔i口縁部居古口 品部 口縁部底部 口縁部 底古i
69 5 
63 2 
11 
12 l 
19 l 
18 
21 3 
20 
13 
62 6 
49 2 I 
17 
19 2 
9 1 
28 2 
430 。。l 。2 24 。。 。。
188 。。 。。10 。。 。。

全般片数(手づね

総m:拡
ロクロ同 平つく石百面

(g) 
大 小 ヌミ明 ー 小

日録部底部口縁部 !克音i口縁部底剖1口綜部底剖i 口宮部 }if吾1
19 1 
11 2 
10 
31 l 
67 3 
21 
3 
6 
3 l 
2 
15 
32 3 
46 l 3 
6 

備考一

。|旦01 01 _Ql__ 01 QL 01 0 。。。

不明側 ロテロ底部 ロクロ底部 破片ィ、I列 小 不明 その他
/全重品 重量(g)

判定
数比

側考
口縁部 民昔l口縁部底音11[}縁rrlll}，在部}]I~部底古 l

4 60.0 21 
6 2 16 10.1 8 
2 2 。× m複
1 2 76.2 48 

61. 5 8 
3 3 。× m複

10 。。7 。。。。2 。33 41.3 85 14，3 ドIJ壬てのみ
7 

不明個 ロクロ底部 ロクロ底部 破片
耳司列 ;;: /J、耳'1lf， その他 判定 備 考
口縁部 }~部 口縁部 m古 口縁" 民一宮l口縁部 t官官 /全霊主l 重量(g) 数比

8 47.8 33 
5 15.9 1010 
2 0.0 
100.0 121X 宣1複

2 52.6 10lX τL楼宮口
2 0.0 。× 1了、 攻u l分

100.0 211X τI側ぞ出苦l分
1 l 2 0.0 。× rn側突出告1分

100.0 131X M!側外Z出音~'l) 、
4 72.6 451X !.l!側ぞ出回l分

l 5 18.4 91X jf;複
3 。。 。
100.0 19 
100.0 9 

1 75.0 211X 1il:鰐血約分
2 4 。。。。l 。31 47.0 202 宝^， . .，.. 詰。。。。。。。。18 37.8 71 34.5 1)定!のみ。

不 I~ 回 ロクロ底部 ロクロ底部 破片
不 時 ノl、、明 その他

/全重量 重量(g)
判定
数比

備考
口伝部 E音l日縁部底部口縁部底部口録部底部

100 19 
100 11 

l 。 金雲母
4 58.1 18 
8 53.7 361d jf;複
2 0.0 ム 宜1語
1 0.0 ム

豊喜l 0.0 ム
l∞.0 3 
0.0 

2 0.0 
3 l 56.3 181X :iR複
2 2 95.7 44 、明日縁に焼成痕i
3 。。



にο
ιn 

55SB5 
55SB5 
55SB5 
55SB5 
55SB5 
55SB5 

55SB5 

55SB5 

55SB5 
55SB5 
55SB5 
55SB5 
55SB5 
55SB5 
555B5 
55SB5 

555B5 

555B5 
555B5 
55SB5 
555B5 
55SB5 
555B5 
555B5 
55SB5 
555B5 

合計

|破片数比
1I百片t1(Jt

55S86 ...，....__ .... 

遺構名

555B6 
555B6 
55SB6 
55SB6 
55SB6 
555B6 
555B6 
555B6 
55SB6 
55SB6 
55SB6 
555B6 
555B6 
555B6 
555B6 
555B6 
555B6 
555B6 
55SB6 
55SB6 
555B6 
55SB6 
555B6 
555B6 
555B6 
555B6 
55SB6 
55SB6 
555B6 
555B6 
555B6 
555B6 

872 
872 
887 
887 
お8
891 

897 

897 

928 
929 
929 
932 
932 
934 
949 
949 

951 

952 
954 
954 
956 
956 
969 
969 
1452 
jl152 

合JI'I 一品~t2 ーーーーーーーー

j喜ミく銃器づ総占数)* I∞ 
〈 ロクロ占数 *I∞ 

中j穴名 出土層1立

595 
634 
804 
8倒
808 
809 
809 
811 
811 
817 
819 
820 
827 
834 
837 
839 
845 
847 
852 
855 
857 
860 
861 
863 
863 
865 
866 
866 
868 
886 
890 
931 

9/14 
9/14 2 
7/12 6 
9/14 36 
9/14 10 
9/14 5 

7/12 2 

8/30 4 

9/14 10 
9/14 7 
9/14 2 
7/12 7 
9/14 6 
7/12 3 
9/13 53 

4 

9/14 28 

9/7 14 
9/14 II 

4 
9/14 6 

2 
7/13 2 
9/14 6 
9/14 
9/14 40 

320 
248 
0.8 
4 

総点数
月日
(例)

37 

9/12 15 
2 
2 
5 
16 

9/12 2 

3 
9/12 6 
9/10 6 
9/10 3 

3 
9/12 5 

2 
9/13 9 

2 
22 

9/13 45 
9/13 10 
8/30 19 
7/11 2 
9/12 2 
9/12 3 
9/12 13 
9/13 5 
8/29 2 
9/10 7 
7/12 
7/12 8 

23 
13 
25 
126 4 
52 3 
36 l 

14 1 

33 l 

32 2 
46 4 
7 
20 2 
30 3 
16 
188 6 
7 

134 3 2 

53 l 3 
39 
25 
28 2 
17 
11 
16 

159 3 
1422 。。3 5 。55 
1059 。。2 。42 

総量i註 ロクロ (個

( g) 
ノト 耳、1別

口縁部 助官III] I~部 JiJ;古 1I [Ig部 E古l
201 l 5 
2 
64 3 
15 2 

8 
43 l 
9 
8 
3 
10 
23 I 
55 3 
14 3 
23 
21 I 
5 
27 2 
II 
87 2 I 6 
146 10 
73 l 6 
123 8 
7 
11 
34 l I 
70 5 
15 
10 l 
56 2 
2 
25 

100.0 23 。。
6 。。
32 19.0 24 

l 6 59.6 31 
4 63.9 23 

71.4 10ム l重え複径46珊

2 0.0 ム 重不複I~J土製品 l
8 37.5 12 
3 63.0 29 
2 。。
5 25.0 5 
3 60.0 18 
2 18.8 3 |粘土塊l

2 44 34.0 64 生協111i!
0.0 

4 19 47.0 631X 構焼成成外政l不明口線に

9 49.1 261X jf(複
9 23.1 9 
3 56.0 14 

1 3 67.9 19 
0.0 
54.5 6 

2 4 0.0 
焼主!1土塊1499g

2 4 31 15.7 25 官くね口線微熱l。。 。。 2 。。。l 。24 l 226 38.9 553 。。。。 2 。。。。。15 I 183 37.8 4∞ 17.3 汁l定(のみ
全破i二十t1(('f-づね 2 

手つくね(伺J 不l財閥
ロクロ底部 ロクロ底部 破片

大 ハ 、明 一 小 不明 その他
/金量iii 重:lIl(g)

判定
数比

備考
仁1I郷 冨初日嗣日告l 口縁部 出許l日縁部足音 111]縁部胆古 I IIII~部 J)J官 1

l 5 24 23.9 481X 構成外

l × 構成処
3 9 37.5 241X jf(担

J(氾.0 151X lf(複
l 

4 25.0 2 
3 12 9.3 4 

l 77.8 7 
i∞o 8 
J(氾O 31X lTr根

4 26.1 6 
I 70.9 39 

100.0 14 
60.9 14 

4 
2 ム 主桜

l 6 55.6 15 
0.0 × 軍報

13 62.1 54IX 主按
5 30 53.4 781X 構成ヲ

3 91.8 67 
9 39.0 48 
2 
l∞.0 11 
173.5 591X m複

7 70.0 49 
l 4 

80.0 8 
4 64.3 36 
i × |構成宇

2 5 36.0 9 



く。
σ、

55SB6 931 
55SB6 948 
55SB6 950 
55SB6 950 
55SB6 955 
55SB6 957 
55SB6 957 
55SB6 957 
55SB6 959 
555B6 960 
555B6 960 

合計
合ll'l ーーー一一ー
fi;.n-2 一破片数jじ z づくね占数/総 1~:(1泣 * 100 

破片数比((手づくね点数/ロク口点数)* 100) 

55888 

泣Hli名 相穴名 /J¥土l百位

55SB8 1195 
555B8 1197 
555B8 1199 
55SB8 1200 
55SB8 1206 
55SB8 1223 
55SB8 1233 
555B8 1234 
55SB8 1243 
555B8 1243 
555B8 1252 
55S88 1253 
555B8 1255 
555B8 1256 
555B8 1256 
555B8 1263 
55SB8 1266 
555B8 1459 

合計
合，1'1'1 ーー一一一一一

合i?2 7粛正面
|破片主比(手づくね}~)数/総
破片数比(Jづく~;l .I~~数/ロクロ占数)* 100 

558810 

j立!lli名 tl穴才I iL¥土府『位

555BI0 1142 
55SB lO 1145 
55SBI0 1145 
55SB1O 1168 
f，-包" 一政)-r数比( づくi:l.'.'.(.lx/総内 J攻 *100 
破片数比 ニづくね占数/ロヂロ山敬)* 100 

9/10 
12 

9/14 I 
5 
4 

117 3 
917 20 
9/10 2 
9/7 2 
9/7 5 

17 
335 
192 
0.5 
2 

~rt点数
)'1日
(1同)

I 

2 
8 
5 

4 
2 

12 

6 
8 
4 
60 
48 
6.3 
50 

総点数
J'I FI 
(側)

4 
5 
8 
8 
25 
24.0 
150 

12 
23 
11 
13 2 
17 I 
23 l 
183 5 7 
17 
9 
24 l 
63 3 
1596 l I 3 9 2 82 
1003 。l i B 53 

総重)~;: ロク口同
大 小不rYI

( g) 
口綜~t11.九音¥1[:11宮部 Jif.tm 口t官官;1Ju昔l
2 
10 l 
6 
14 
14 
45 
11 
6 
30 
22 2 
5 
3 
60 l 
7 

16 
20 I 
15 
287 。。2 。。5 
227 。。2 。。4 

総豆泣
ロクロ例

( g) 
大ハ不ry

I-li~til 底抗 日銭前 十郎口綾部 M 古 i
13 
29 2 
42 2 
37 
121 。。。。。4 

。
10 26.1 6ム 1付E

l 。
2 46.2 6 
3 23.5 410 
2 43.5 1010 
5 65.0 11910 
2 。。
4 20.8 510 
14 38.1 24 。 。。。。。i 。28 4 196 49.6 792 壬~1ìI。。 。。。。。。。13 3 105 50.3 505 32.3 司令Oのみ

全T~k:H'数 十一づくね)

っくね例 耳、I川制)
他 I D~ ロ底部 ロクロぽ部 E庇片

ノl、 不明 大 小不rYl 判定 {iHi考
口持部 ]J'J古i 口縁部 li1非日 日投部 JAm; 日I~部 li背;口i音色i11i(剖¥1[lNi刊 JfJ音i

。)11!11;全重量 虫色!(g) 数比

100.0 1010 
I 0.0 。。

I 。。
2 6 51.1 231X jf(f)l 
5 。。。
2 54.5 1210 。

l 
2 9 。
2 4 。

l 6 10.0 2 
l 2 33.3 51X 軍事E。。 。 2 。。。。。 5 41 18.1 52 金計。。 1 。 2 。。。。。3 3 33 10.6 24 8.3 台rl定 のみ

全破片数(ーづくね) 3 

制li 考

01 01 01 01 0 。。 。。

~っくね 111j 不rY111問 ロクロ底部 ロ7ロ底部 目白)¥-
大 小 不rYJ 大小ィ、rYI その他

/会屯iii 亙五::(g)
判定
数比

世jj 考
口絃~ií1 Ji~tyl) 口縁部 11，f;I¥ 円詰日 Ilif古1口î~部底古\ 111縁部 底的 nH師団部

4 。。
3 69.0 20 

l 21.4 910 
2 。。。。。5 。。。。。。 4 24.0 29 16.0 

全破片数 ーづくね) 6 



558611 
総点数 総重i止 ロク口問 パつくE1畳! 司1盟以目 ロクロ底部 ロクロ底部 破片

遺十;~名 位穴:1'， /11Jニ柄位 JJI:I 
(例) ( g) 

大 小ィ、1YJ 大小 不1Y， 不19J その他
/全重量 重量(g)

判定
数比

{柑考
口縁部 H主的口縁部 服部日縁部 j自白l日縁日 l在官l 口技師 li~古 l 口I~部 li可\11 口持部 IK初日技師底抗日給部 1[(苦l

55SBII 1011 10/12 !o 44 8 13.6 61X 置iOCj
55SBII 1069 10/12 4 28 2 。
55SBII 1069 3 10 2 
55SBII 1071 18 106 3 I 3 II 30.2 32 
555B 11 1071 4 9 4 。
555BII 1082 10/12 3 31 
555Bll 1082 7 34 l 5 。
555BII 1083 6 20 l 5 。
555BII 1097 10/12 5 36 l 1 3 19.4 7 
555BII 1097 5 35 l 2 
555BII 1107 10/12 10 60 4 4 18.3 II 
555BII 1107 14 38 I 2 10 15.8 6 
55SBII 1109 6 40 3 。
555BII 1127 7 37 3 4 40.5 15 
55SBII 1127 6 24 2 4 。
55SBII 1151 10/12 4 13 2 2 

合計
|合 一 112 565 l 。 。 11 。。 2 。 3 II l 。 。10 。70 13.6 77 全;
合，i1'2 -ーーーー 102 521 。 。 10 。。 2 。 3 10 。 。10 。62 13.6 71 9.8 1J定1 のみ

出}-r宜上じ ーュづくね出数/総点数 *100 1'1. 7 全般片数(二づね 15 
Ji!ill数Jt('::;I~づくね 1.1~ :JJc:/ロク口内数)* 100 115 

558612 
総内‘数 総主Jik

ロクロ佃 っくね附 不!日J開 ロクロ底部 ロクロ底部 破片
J世|昨名 ね穴t， 出土肘位 )J日 大 小不1YJ 大小 不19 大 小 不明 そのf也 判定 {柑考

(個) ( g) 
口禄却 Jfl苦l口綜部 t't苦11口持部 1I足音i口H部 1i!C古I[ nI~部 lif古 l 日縁部 !ι部 口縁部 lif部口i~部氏部口i~部民一部 /全量lli 重量(g) 数比

555B 12 1008 6 70 3 2 50IX Ui'i成ヲ
55SB 12 j(泊3 7 i 
55SBI2 1060 2 9 。
55SBI2 1062 2 8 。
55SBI2 1068 12 38 3 5 4 23.7 9ム if(主
55SBI2 1073 7 I 
555BI2 1073 3 18 2 61.1 11 
555BI2 1084 l 13 
55SBI2 10&1 3 12 i 。
55SBI2 1096 2 6 
555BI2 1096 2 9 1 。
555BI2 1111 3 9 3 
55SBI2 1129 13 89 3 2 7 34.8 31 
55SBI2 1129 19 94 3 1 3 26.6 25 
55SBI2 1135 10，'15 15 60 2 2 2 8 16.7 10 
55SBI2 1135 5 14 2 l 50.0 7 

合す|
合jitl 一 90 463 。。。。。18 。 4 。 6 16 。。。。4 。30 30，9 143 

金ヨ計定 〉のみ合，lI'2 -ー 72 355 。。。。。12 。。 4 。 6 II 。。。。4 。24 23.7 84 16.7 
破片数比 -，-づくね点数/総占数 *IC泊 29，2 ヨ→破片数 づくね) 21 
破片数比{ 4づ〈ね占数/ロクロヨ記1*1∞) 175 

558613 

制名| 住穴名 | 出土問位

55SBI3 1 1063 
555BI3 1 1063 
55SBI3 1 1074 
55SBI3 1 1074 
55SBI3 1 1081 
55SBI3 1 1087 
55SBI3 1 1090 
55SBI3 1 1090 

|合計I合計 1 

!合計2 一一一一ー一
l MiI十数比((手づくね点数/折、点数)* 100 
|破片数比((手づくね点数/ロクロ点数1*1∞

I "'.¥，.-:T..-". I クロ什両総点数|総iT(:1止ln日 1~.&; ，;;~~ t 1t.l:;"'.~I~ I 大 | 小 | 不明 | 大
(個) I ( g) 旧綾部 1Jif部旧綾部|際部旧a:¥1I1民部旧糊|庭部
151 651 2 
5331 11 
241 1341 1 1 I1 1 1 31 I 
51 2 311  
l51 
151 881 11 I 
401 1961 I1 
21 151 
1071 5591 21 I1 I1 01 0 
m2601 01 01 11 01 0 
101 
71 

ヂ
一

不1yl(1現J I......h，..，r.'.;'drl "h......r.'i"'6"l' I |ロクロ底部|ロクロ底部 I".，，~ I 破片
不明 | 大 | 小 | 不n)j |その他1-;;:'~~，~:" I ~';._;" ;'~'~"I判定 |

Eli~部 I Ii.Hill 旧榔|岐部旧絃高|底部旧師|底部 l'""=1 /全重量|重量(g) IT'~ I 数比
3101 18.51 12 
l 60.61 20 
1161 17.91 24 
20.01 0 
l0.01 
623.91 211ム
2I1 27.61 別 IX
| 0.01 Ix 

061 41 01 01 01 191 01 561 23.41 131 
041 21 01 01 01 51 01 291 2151 56 
5 

~Iì 考

2 
3 

にο
『斗

7 
T「寸
141 21 01 01 0 
61 1o01  0 
合í~ 1\敬 [王手づ〈ね)

4 
10 

血
量
制
眠



にο
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558814 

逃椛名 柱穴名 出土層位

55SB14 1072 
55SB14 1064 
55SB14 1086 
55SB14 1110 
55SB14 1464 

合計
ぷ~号M 一 1 一今昔 2 ーー-戸-

破片数比 (手づくね点数/総点数*1∞ 
I!;J/;片数上 つ ね占数ロクロ占数 *100 

558816 

逃構名 柱穴名 出土居位

55SB16 982 
55SB16 983 
55SB16 1040 
55SB16 1041 
55SB16 l似4
55SB16 1073 

合計
合岱 l ーーーーーーーー
合計2 ーーーーーーーー

際撃ま 害者くね議づ総点数*1∞ くね ロクロ点数 *1C泊

出土層位

558819 

遺構名 柱穴名 出土府位

55SB19 186 
55SB19 187 
55SB19 187 
55SB19 205 
合? 一ーーーーーー戸ー

綜警官 (手づくね占数/総百数 *1∞
[手づ ね点数/ロクロ点政)* 100 

総点数 総重量;
月日
(倒) ( g) 

16 77 
l 6 
2 11 
5 21 
24 102 
48 217 
16 77 
6.3 
100 

総点数 総重量
月日

(個) (g) 

18 81 
4 

l 4 
2 4 
2 66 
l 3 
25 162 
24 159 
12.5 
38 

総点数 総監五t
月日

(個) (g) 

6 21 
4 39 
I 4 
5 17 
16 81 
12.5 
67 

ロクロ(1聞 キつ くね E ;;r-問問
ロクロ底部 ロクロ底部 破片

小 不明 ィ、明
口縁部|底部口吋間口謀長=bその他 判定 備考

口縁部底部口縁部底部口縁部亙部 目立母底部 口縁部 底部 口縁部 眼目l /全重量 重量(g) 数比

1 l 3 10 
100.0 6 

2 ム w.主E
3 42.9 910 

1 3 3 I 6 8 6.9 71X 首初

2 。。。。3 3 。1 。4 。。2 。11 21 10.1 22 全小言f
l 。。。。。。。。I 。。。。1 。3 10 。。 。 。。 判官「のみ

|全破 「致l守づね

ロクロ (個 日つ くね(1仲~ ; ィ、明1困
ロクロ底部 ロクロ底部 破片

小 不明 不 小 不明 その他 判定 備考
ロ縁部 m一部口縁部|底部口縁部底部 口縁部底部 口縁部 底部 口縁部 底部 口縁部底部 口縁部底部口縁部 l底部 /全重量 重量(g) 数比

6 1 2 9 13.6 1110 
l 
l 。
2 

l 
I × |構成9。l 。。6 1 。。。。。3 。。。。。。14 6.8 11 全小;。l 。。6 1 。。。。。3 。。。。。。13 6.9 111 8.3 |判定(のみ

全破片数(手づね 3 

備 考

ロクロ(個: 手ラくね百百 刊i聞 ロクロ底部 ロクロ底部 破片
4、 耳=

話平成部
その他 判定 備 考

口縁部底苦i口縁部居一部口縁部底部 口縁部底部 口縁部 底部 口縁部底部口縁部底部口綜部底部
/全重量 重量(g) 数比

l 3 l 33.3 71X 1fI複
2 2 79.5 311X 重複

l × 重複
l 3 × lRfl1 。。。。。3 。。 。。 。。。。4 。 7 46.9 38 18.8 

全破片数(手づね 2 

。01 01 21 01 21 百百，-01 01 01 01 01 01 01 01 01 0 
001 01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 0 

l令f班片数(三f<ゴくね) 01 



にD
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558821 

遺構名 相穴名 出土層位

55SB22 I 
55SB21 499 
55SB21 585 
55SB21 585 
55SB21 588 
55SB21 588 
55SB21 599 
55SB21 618 
55SB21 915 
55SB21 
55SB21 
品汗| 合，ltl 一|合日 ~1，. 9. tL~' tt"M士t三*三!o三0 破片数比 (平づくね占数/総
1現片数上 (手つ.くね占数/ロク口市教 *1∞ 

558824 

遺構名 柱穴名 出土層i立

55SB24 213 
55SB24 235 
55SB24 283 
55SB24 303 
55SB24 303 
55SB24 303 
55SB24 305 
55SB24 328 
55SB24 778 
55SB24 1236 

合計
合百 i ーー一一一一

合，，1'2 一市一再一一而一一
破片数比 ーユづくね占数/総ι
破片数上 (ェユづ ね占数/ロクロ占数 *1∞ 

558825 

遺構名 キj穴名 出土層位

55SB25 606 
55SB25 606 
55SB25 631 
55SB25 632 

J口".守ril 合iO-l 一合JI'2 一破片数比 (手づくね点数/総占数 *I∞ 
破片数lt ニユづくね点数 ロク口市~~ ホl∞

出土層{古

総点数 総重量
月日
(例) (g) 

3 20 
42 175 
29 153 

7 
5/29 33 140 

48 220 
12 70 
6 14 

7/12 l 5 
10/18 18 79 
10/18 14 81 

207 964 
153 695 
5.9 
69 

総点数 総重量
月日
(伺) ( g) 

4 15 
9 29 
3 16 
4 24 

25 
5 19 
2 19 
3 6 
2 33 
3 12 
39 198 
31 137 
9.7 
60 

総点数 総重量
月日
(例) ( g) 

8 21 
25 81 

20 
6 18 
40 140 
7 38 
71. 4 。

ロクロ 悶 つつ くね(11; ィ、ly1(1回J
ロクロ底部 ロクロ底部 破片

ノl、 不IYJ 大 小 不明
大 小 izP その他 /全垂:@: 重量(g) 判定 数比 備考

口縁部底部口縁部底部口ItalLUXι部 日記ま包 t苦l 口縁部 居古l 口縁部 !氏古l日縁部底部口宮部底部口 E部
× 構成宇

2 3 3 34 20 
3 3 23 22 

3 l 4 25 45 
5 2 5 36 48 
2 3 6 191X 隷5 × 

1 × 構成者
4 2 11 371X 、明

4 2 8 431X 、日。。。l 。23 3 。 1 。 l 8 。。。。21 。149 24.3 234 全計。。。。。13 3 。。。。6 。。。。13 。118 19.4 135 8.5 ，II¥F(のみ
全破l『数日づ ね 9 

ロク ロ 回 4つくね(例 不明(1困 ロクロ底部 ロクロ底部 破片
小不I~. ィ、 一 小 不明 その他 判定 備考

口l~部底部口縁部底部口fI部底部 口縁部必昔l 口縁部 !氏苦l 口縁部 底部 口緑部底部口縁部|底部口縁部底部 /全重量 重量(g) 数比

l 3 
6 3 
3 × l]'(複

l 3 6 
2 2 17 。

l 
2 。

l l 131X 議p3 × 。。。。 5 。。 2 。。 。。。。4 。22 19.7 39 全j。。。。l 4 。。 2 。。l 。。。。3 。16 19.0 26 12.9 'rJI安fのみ
金破 「致l'l'づくね 3 

ロクロ問 手っくね問 不明 間 ロクロ底部 ロ7ロ底部 破片
大 小 不明 不i事 大 小 不明 その他

/全重量 重量(g)
判定
数比

備考
口l~部底部口~部 E 音口縁部底部 口i~部底許 口縁部周部 日縁部 児昔l口縁部底部口緑冊底部口持部底部

l l 。ム il1:複
4 2 18 33.3 27ム i1¥複

i 。
4 2 。。。。。。4 。 。。 2 7 。。。。 。20 19.3 27 全部。。。。。。。 。。。4 。。。。。。 2 。。 。 0.0 判¥F(のみ

全破片署~(手づ ね) 5 

備考

日，-01 -01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 0 。。 。。
E全般片数{平づくね) 1 O目



世H考出土~:':1立
-Hoc
-

f d 制iI

23SAl 
総点数 総量)lt ロクロ間 手つ くね問 小 I~ 問 ロクロ底部 ロクロ底部 | 破片

J世桃名 柱穴名 出ニl二府位 月日 大 小 不明 不Iy ー 小耳、w その他 リ定 備考
(側) (g) 目録部胆岳部口絞部 1底抗日綾部底部 口縁部 l息苦l 口縁部 底抗 日縁部 底的 口語部江主音 i 口持部居音1 日縁部 Ji~音 l /全重品 重量(g) 数比

23SAl 78-89 j痕跡 7129 77 487 2 2 2 12 3 3 8 7 36 33.1 161 ' 、
23SAl 78-89 llj{跡 7/31 39 345 10 4 2 l 18 36.2 12510 I、' 
23SAl 78-89 7/29 118 751 14 3 5 2 2 9 82 22.4 16810 t、a 

23SAl 79-89 3痕跡 8/4 219 1605 1 3 2 l 2 26 2 2 6 9 18 14 133 24.5 394 1、1 

23SAl 79-89 :i! :!J~rr土 10/25 163 1070 l l 27 2 l 4 10 4 7 104 35.8 383 Bι 、

23SAl 79-89 7/29 95 457 16 3 3 14 2 57 24.7 113 '" 、
23SA1 80-89 古土層 8/25 47 417 7 l 2 2 5 26 30.5 127 11'1 、

23SAl 80-89 抑方1出土 10/25 260 1466 2 2 2 21 5 5 3 22 12 1 5 180 16.6 243 S 、I 

23SAl 80-89 l.ill土 7/31 22 103 4 I 6 10 34.0 35 E 、I 

23SA1 80-89 '\l~i土;荊 8/4 112 882 3 1 24 i 2 4 l 6 68 46.9 414 I 、I 

23SAl 80.89 生~~跡 8/1 91 785 16 4 7 11 2 8 40 22.0 173 '" 、
23SA1 80-89 l土陪下部 8/26 139 1151 4 3 18 3 l 7 9 3 11 2 77 27.2 313 11i 、

23SAl 81-89 拘1方埋土 10/25 285 1914 2 2 38 日 6 6 24 11 13 176 25.6 490 1 、3 

23SAl 81-89 7/29 240 1389 l 3 3 2 3 17 1 i 12 21 174 21.2 29410 T了、

23SA1 81-89 底瑚; 7/31 85 477 l 2 6 5 4 6 56 13.4 64 I 、S 

23SAl 82-80 7/27 34 169 10 2 i 1 I 19 33.7 5710 
23SAl 82-81 7127 47 194 10 2 34 36.1 70 
23SAl 82-81 J~こ!日 10/30 58 340 3 2 14 I 2 36 40.9 139 m 
23SA1 82-81 下部 7/24 9 。0.0 。
23SA1 82-82 下部、灰色土 7/20 10 39 8 0.0 。。
23SA1 82-82 7/24 31 203 4 2 1 l 2 2 17 25.6 52 
23SA1 82-82 掘り方 10/30 135 1567 4 6 7 8 31 l 2 l 6 4 4 61 46.7 732 τ了、

23SA1 82-83 司方埋土 10/30 2 23 l 1 。43目5 10 前

23SAl 82-83 i旦土にぷい賞褐色土 7/20 30 148 l 7 i 2 17 37.8 5610 
23SAl 82-83 出土 7124 33 156 4 3 26 30.8 48 
23SAl 82-84 日方埋土 10/30 6 30 4 2 76.7 23 商

23SAl 82-84 坦i土 7/25 27 124 2 2 3 2 17 26.6 3310 
23SAl 82-84 主Il土 7/24 47 253 2 8 2 2 4 2 I 25 21.3 54 
23SAl 82-85 事IT方坦l土 10/301 49 259 8 2 2 3 32 30.5 79 南

23SAl 82-86 撤方担土 10/26 54 412 3 8 l 4 5 5 25 20.1 83 '1 
23SAl 82-87 直方埋土 11116 27 151 2 4 2 3 14 21.9 3310 
23SAl 82-88 11/16 58 391 l 1 9 1 2 4 3 3 1 32 23.5 92 rfi 
23SA1 82-89 l!ì~跡ill!土 8/8 34 299 4 4 2 2 21 13.7 4110 1 、3 

23SAl 82-89 掘方埋土 10/25 144 819 I l 17 4 2 5 3 13 I 95 24.5 201 τ了、

23SAl 82-89 主II土 9/1 7 83 l I 4 59.0 49 I、' 

23SA1 83-85 坦l士 7/26 81 473 l l 8 3 4 I 3 5 4 51 13.3 63 

23SAl 83-86 ml土 7/25 108 611 3 2 11 5 2 6 12 11 5 50 10.3 63 

23SAl 83-86 品:11方組土 7/26 3 35 1 。54.3 19 

23SAl 83-86 |揃!方坦土 7/26 5 35 l I 2 日.3 19 

23SAl 83-87 :TI:!i製土 10/26 53 418 l 2 4 4 l 10 4 27 12.0 50 

23SAl 83-87 7/26 80 428 l 2 17 2 2 I 54 35.0 150 

23SAl 83-88 

瞳壁土

8/26 30 156 5 l l l 1 21 38.5 60 l*l 
23SAl 83-88 10/26 65 478 2 16 2 5 5 8 2 24 31.6 15110 lfi 
~~SA 1 8.1-88 7/26 133 691 15 2 1 3 11 4 3 2 Jl2.j___Jιli_ー..J.Ql



9
一
路
豆
諸

l重量
5 
18 

26 
2092 

7
一郎一間

4 
159 

よ
3 
2 
5 1  
4911 571 361 58 
'令破j十数(手づ〈ね、

」
44 33 

辺
国
一
」

m一山

7
亙
2
芯
一
雄
一
山
一川

締官一山一
19 

総点数 総量ÎJ :~ ロクロ{司 ユっくね(j刷 イミ1')(1附 ロクロ底部 ロクロ底部 破片
足11梓名 柱穴名 iJ'， uv，j立 )J口 て 小 不19J 不明 大小 ~IV. その{也 判定 備考

(例) ( g) 
口縁部 Jiy;，;~ 日報部Jil部口縁部 lif古; 口g冊 liJ: j~; 1 l-II~部 li(古 l 口縁部 川古i口i~:lII II" J:告 1 日N師同一宮1日縁部 1"古l /全量i止 重量(g) 数比

23SA2 78-87 j'll-t. 56 299 9 11 3 2 29 30.4 91 
23SA2 78-88 147 723 2 39 3 4 26 2 71 44.1 319 
23SA2 78-89 ~I !. -I: 32 148 I 6 5 2 17 25.7 38 
23SA2 78-89 思土 109 592 19 8 17 2 4 59 27.7 164 
23SA2 79-89 ~[:lニ 5 25 3 2 0.0 。
23SA2 ~I\ :Iこ 20 125 2 6 3 7 58.4 73 
合，11 ーーーーーーー一 369 1912 。3 。Z 79 3 。。。 15 65 。。。。8 8 185 35.8 685 21.'1 
日j十数比 一ヮくね内数/総占数 *100 22.5 全般!十数(こ一づくね) 83 
1前 J\~数Jt(( ニづくね内証/ロクロ山1i'1)* 1∞ 98 

199 8 16 17 30 II 

術年

亙

主
主

.it 
」ヒ

告

E 
iヒ

ーピ 不1'](例J I.，，~，.， . I ロクロ底部|ロクロ底部 L，.，， ~ I 破片
不1'1 大 | 小 | 不明 |その他1-;，~;;:'::" 1 :: :'~":" 1判定
日制|応部旧柵|成部旧綿11棚|附組些輩l'-- '~I /全量i止|重量(g)I 

31 1 

|ヒ

ま

酋

53 
8 
31 
29 
3 
57 
4491U 
辺E
;n_ 
27 
豆
長Z
64 
II 
74 
0 
亙
坐
23 
19. 
49 
12 
皇E
.:ll 
110 
包
75 
16 
坐
20 
67 
亘
22 
12 
lQ 
7 
17 
璽
71 
401 
11 
53 
3031 

6
一皇
2
一8
-
一

49.5 
益之
24.4 
並之
60.0 
50.4 
込斗
盟ヰ
笠之
35.1 
旦」
盟」
58.2 

鑑
0.0 

選
22.5 
益J.
75.4 
20.0 
ι」
主ム2
36.5 
旦」
認4
8.9 
皇4
66.7 
62.0 
盤」
盆4
30.0 
些~
16.7 
銀」
益」
経斗
議4
14.1 
主μ1
36.3 

斗
間
百
一

1
1
2↑j
i

l
--日
一日
喜
一
三
7
一l
E
2
1
5一9
E
3
-出
B
E
8↑
加
市

盟
辺
壁
一
四
一
5
一
山
一
附
亙
笠

η
亙
川
市
川
-Z詑
2
一
U
垣
間
前
山
富

ω盛川町布川市助一捌
E
m
N
古
川
一
同
一
一
川
市
川
亙
引
豆
mu
一
郎
亙
山
一
応
一
則
一
蜘

lQ_ 
10 
~ 
17 
2 
19 
185 
34 
8 
ill 
9 
些
ill 
14 
2皇
2 
10 
41 
8 
.fQ 
3 
11 
'fl 
15 
笠
22 
16 
2生
16 
8 
立
8 
11 
7 
15 
詰
8 
220 
」豆
200 
11 
__M_ 
1242 
i之
33.6 

ヮ“一
Q
4
ワ
4
9ム

2
3
一l

13 

ヂ
一

五よ山数| 総意地 l ロ7口(1固
H日I~'I:;~;;:;~ ~;~":~_'.~I~ [ 大 | 小 l 不明 l 大
(例) I (g) I口縁部|版部|口牧師|応部|口縁部|岐部|口縁部|底部

5
I一4
-
E
I
一5
一E
H一5
一4
T
一5
一E
2
一3

2 
2 

13 

2 

2
写
4
i

51 3 

aυ
一--A
一つ&

2 

4
一3
一l

2 

b
l一6

2 
51 5 主14 

17 

21 2 乱__  '1 
よ
6 

込3昼

間

UL盟
主{]_

1趨ι128 
労苦
μ/28 

出

鵠
あ詰
込121

は/21

ポ!
品

特i
斗/22

出量
且4旦
込m
斗Ll且
11129 
ムよ皇

28SAI 
28SAI 

亙亘ミ
袋五企I
盗塁Al
28SAl 

議針
差益
28SAl 
益SAI
28SAl 

盤
28SAl 
盗塁Al
28SAl 

鎧
28SAl 

露
盤
28SAl 
益主主i
28SAl 
28SAl 
亙亘1
28SAl 

盤
魁
28SAl 
盗塁担

整担
益弘よ

替叫
日t十数1'1' 下づくね山数/松内171)* 100 
1~i 十倣比 下づくね点数/ロクロ山数)* 1∞ 

H~上，'11立

事王
玉亙王三亙

嗣
一左
土

1J~l\王

f止lJi可

日:正;認

illl品名

lh 
丙

l人l
t方jドt
IW-ー
は1方
凶i嗣吋

IIJl跡門

j'j!.，1c 

理ヨニ
亙王
盟主
f弘

前

fj穴名

67-73 
67-74 
笠辺
67.74 
位三塁
67-75 
笠三E
67-75 
67-76 
67-76 
67-76 
区三斗盤三昼
67-77 
盛辺
鐙三2

鎧
68-74 
68-75 
68-76 
68-77 
鐙三Z
68-77 
鐙三E
鐙三E

霊童
68-78 

鐙
69-79 
亙亙
69-79 
69-79 
盟三E
69-79 
70-73 
70-79 
70-79 
70-79 
70-79 
州側

28SAl 

阿
121. 9 01 77 51 01 2 

よ
49 
121 

」
33 。4 

161 窃191 26 
一主
12 一

ト~
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50SAl 
総点数 総ill:主i ロクロ固 _-tつ くね 1M 不明固 ロクロ底部 ロクロι〈剖l 破片遺構名 柱穴名 出土用位 月日
(個) ( g) 

小 不明 不明
口緑占 底部日開 hl日夜まも l

その他
/全重量 重量(g)

判定
数比

備考一
日縁部 底部 口録部底昔 日縁部 底部 口縁部 局部 口縁部 l在百l 口縁部 1*昔1

50SAl 85-62内 J_ffi土 7/1 114 755 6 4 2 7 4 90 30.1 227 
50SAl 86-63 7/1 222 1450 l 12 6 6 16 18 16 3 26 118 17.1 24810 
50SAl 86-63 7/1 115 1420 4 l l 3 10 8 20 3 4 57 12.0 170 
日SAl 86-63内 j盟土最上部 7/1 440 2410 7 2 23 8 10 3 7 9 7 4 43 317 15.6 377 
日SAl 86-63内 7/1 238 1160 3 11 2 2 7 7 21 184 15.5 18010 
50SAl 86-63内西側騒音 7/2 50 2 3 3 5 l 4 30 621X 
50SAl 86-631均九制IJ 古l 7/1 126 880 2 2 3 7 3 l 8 l 9 I 89 9.0 79 
50SAl 87-63内 7/1 93 525 7 3 5 4 4 68 23.4 12_310 
50SAl 88-63内 7/2 152 835 I 9 6 6 2 8 7 113 13.7 114 
50SAl 88-63内可制IJ 7/1 114 953 2 3 12 6 6 l l 4 2 13 臼 23.2 22110 
50SAl 88-63内m:mlJ 7/1 172 1510 6 l 18 4 6 5 5 6 15 106 25.2 380 
50SAl 88-63西側 I(カクラン 7/1 201 1415 2 l 19 8 2 6 6 146 18.5 262 
50SAl 89-63内 1)1[:1最 tお 7/2 85 755 4 I 8 4 4 5 4 4 51 24.9 188 
|合言 一一ー一一 2072 14068 2 39 6 3 21 129 64 47 59 i 74 69 12 。4 01 147 11 1403 18.3 2569 8.3 判定(のみ
破片数比 I手づくね点数/総点数 *1∞ 15.2 全般 し1& っくね 314 
破片数比 (手づくねI古都/ロクロ占在 * 100 173 

-HON-

55柱列 1
総点数 総重i込 ロクロ(個 ヰつくね圃 耳、IJI'I固 ロクロ底部 ロクロ底部 破片

遺構名 相穴名 出土廊位 月日 ー 小 不IYl 大 小 不明 小 不明 その他 判定 備 考
(佃) ( g) 

口i~g~I Js抗日縁部底抗日縁部底部 日経部底抗 日持部 J忠告i 口縁部 且t昔l口縁組 l)e音i口縁部底抗日綾部底部 /全重量 重量(g) 数比

55t主抑l 478 10/17 7 
55t1 列l 579 10/17 4 100.0 4 
55主IJl 642 4 6 4 
55生列l 1312 10/16 11 104 5 5 78.8 82 ヨ状高台凪1
55t1列l 1350 10/16 l 2 
55宝2l1J 1361 10/16 2 7 2 
55宝111 1405 10/15 l 2 l 
55圭 IJl 1467 8 41 1 2 4 19.5 8 
ぷ口込合" ー一一一ー一 29 173 。。l 1 6 。。。。。。。。。。2 。17 54.3 94 24.1 
破破片片数比 (手つ4くね点数/総点数 *100 。。 |金h 数(手づくね) 。
数比 手づくね古数/ロク口市教 *1ω) 。
55柱列2

総点数 総丞五i ロクロ個 手つくね閥 不明困 ロクロ底部 ロクロ底部 磁片
遺構名 柱穴名 出土層位 月日

(倒) ( g) 
大 小 、明 不明 大 小 不明 その他

/全霊lil 重量(g)
判定
数比

制i 考
口縁部底部口縁部 底部 口縁部 底部 口I~部 底部 口縁部 品自1 日緑部 !昆剖l口縁部 底部 口縁部 J氏首l口縁部 底部

55tl亨IJ2 351 10/17 38 260 1 3 2 1 3 3 26 31. 5 82 
55tJ IJ2 351 5 25 5 0.0 。
55主 112 1314 10/17 29 84 l 1 4 23 9.5 8 
55生 IJ2 1323 10/17 4 13 I 3 0.0 
55主 IJ2 1323 3 4 2 0.0 。
55t1 IJ2 1345 10/17 8 56 1 6 8.9 5 
55生 112 1348 10/17 6 29 5 。。
55t.主?lJ2 1381 10/17 5 16 l 2 2 25.0 4 
55tH1J2 1388 10/17 4 21 I l 2 52.4 11 
55t主?"112 1403 10/17 23 182 3 l 2 l 13 27.5 50 
5_5Jt列2 1403 3 。。
55主3'112 1425 10/17 26 213 l 2 1 3 16 。。 。
55主 112 1439 10/17 4 28 l I 2 35.7 10 
55主 リ2 1468 10/17 3 15 2 。。
55tj リ2 1469 10117 4 21 2 2 。。
55tj リ2 1472 55 320 6 3 45 25.9 83 

10/17 3 28 3 。。
1475 10/17 31 206 l 2 2 24 12.6 2610 
1476 10/18 47 216 2 1 5 39 13.9 30 
1477 200 1280 5 3 25 7 158 30.6 392 

|間部分 10/18 215 1470 2 4 33 3 3 1 l 4 20 144 29.3 43110 

議ii分 244 1510 3 2 18 6 4 2 2 40 166 19.2 290 主状高台庫 i
l分 184 1050 3 l 14 2 2 4 5 16 137 28.7 301 

ーーーーーーー 1142 7050 6 19 l 。3 86 16 12 2 11 12 6 。 01 128 10 826 24.4 1723 9.2 
ニーづくね * 1∞ 4.7 全破Jム数 一づくね) 54 
ニユづくね鰭 ジ鰐梨数 *1∞ 47 



考備

50.0 。。。。。。。。も市旦I1顎 ι。。。。。

21804 
総点数 総重hl: ロクロ個 キつくね同 不明{個

ロテロ底部 ロクロ底部 破片
遺構名 位穴名 /-B上府{立 月日

(例) ( g) 
小 不明 大 小 不明

口緑品蔀日夜話|、!日1口122b
その他
/全重量 重量(g)

判定
数比

備考
口縁部 I.ii:音i口t部 j在部日縁部 li{書i口縁-mLLl!Ji抗 日縁部 l茂吉l 口縁部 品苦l

21SD4 80 606 12 4 3 2 20 9 29 22.3 135 
21SD4 17 120 4 2 9 19.2 23 
21SD4 99-90 21 219 1 4 l l 4 4 6 13.2 29 
21SD4 167 1029 7 26 13 4 11 30 24 51 28.0 288 
21SD4 101-90 70 898 4 7 15 5 5 21 4 9 21.4 192 
21SD4 72 524 7 4 3 4 10 21 22 6.1 32 
21SD4 104 983 2 11 11 l 15 35 4 24 13.7 135 
2ISD'1 292 2102 5 5 47 28 2 4 15 97 9 79 28.4 598 
21SD4 203 1597 4 4 2 27 10 3 3 28 67 19 36 26.9 430 
21SD4 102-90 207 1366 7 2 29 13 13 21 61 14 47 20.1 274 
21SD4 102-90 121 682 18 3 20 39 8 32 26.4 180 
21SD4 102-90 坦I土有側 39 281 6 2 2 16 6 7 31.0 87 
21SD4 103-90 ~nゴー 30 182 9 2 9 4 6 35.7 65 
21SD4 埋ー!こ 16 110 2 2 6 l 3 4.5 5 
21SD4 坦とt上部 32 。l(泊。 32 
21SD4 担士 252 947 18 3 2 27 71 24 107 15.4 146 
21SD4 盟士 318 1758 2 2 4 31 3 5 9 451 106 38 73 14.8 260 
A ヲー1+ 一 2010 13436 30 II 12 。111 255 112 1'1 51 。201 605 。。。01 168 。540 21. 7 2911 13.2 
破片数比(手づくね点数/総点数 *100 48.9 |会破片数(手づくね 983 
破片数上 ((草づね内数/ロクロ日数 *]00 308 

21807 
総点数 総量i;t ロクロ f問 干つくね(j問 不明偶 ロクロ底部 ロクロ底部 破片

遺構名 柱穴名 出土層位 月日 大 小説明
日夜まIヘ告l 大 小 不明 その他 判定 備考

(例) ( g) 
Dg部底抗日持部 liJ音iIDgfflillIJ古 口縁部民~m) 口縁部 !自一苦l 口縁部且苦l口ii部底抗日湾問正部 /全重量 量J，l(g) 数Jt

21SD7 l∞92 102 1045 2 6 17 3 11 4 4 41 14 4.6 48 
21SD7 IC泊-92 41 390 8 8 10 8 7 25.6 l∞ 
21SD7 100-92 ~I\::!ニ 27 119 650 4 2 19 l 6 6 35 3 43 45. I 293 
21SD7 l∞92 j'l¥土 46 7 140 2 2 。。 。
21SD7 l∞-92 40 235 1675 l 28 13 5 10 20 93 18 46 13.6 228 
21SD7 100-92 ~I\土 42 2 48 l 。。。 。
21SD7 100-92 No.2 43 27 l 。 0.0 。
21SD7 l∞-92 No.4 66 100.0 66 
21SD7 l∞-92 No.17 45 l 4 。100.0 4 
21SD7 i∞-92 48 179 1182 3 23 17 14 7 76 8 30 20.9 247 
21SD7 1∞92 ~U: 41 127 883 I 4 4 18 3 4 6 49 12 26 29.7 262 
21SD7 101-92 No.4 29 3 33 3 。 0.0 。
21SD7 101-92 NO.5 30 2 73 2 。 0.0 。
21SD7 101-92 No.7 31 4 70 i 1 ω.3 45 
21SD7 101-92 No.12 58 。 0.0 
21SD7 101-92 No.14 2 例 l l 。 0.0 。
21SD7 101-92 No.18 36 2 47 I 。48.9 23 
21SD7 101-92 坦l土 28 41 386 14 13 8 4 1.8 7 
21SD7 101-92 m¥:I: 38 81 825 l 7 13 2 32 10 16 11.4 94 
21SD7 101-92 26 151 1328 4 3 2 18 20 5 64 21 14 21. 5 285 
21SD7 101-92 坦1土 25 13 106 4 6 。。 。
21SD7 101-92 坦l士上苦i 24 195 1228 20 16 3 33 2 11 62 48 17.6 216 
21SD7 101-92 27 238 1809 2 4 29 18 5 17 22 86 14 40 19.4 351 
21SD7 101-92 No.16 35 6 62 2 l 3 。46.8 29 
21SD7 101-92 

E組N均o王二土-:1下二8 部
3 II 2 。。

21SD7 101-92 37 37 293 5 5 B 11 2 5 20.8 61 
21SD7 102-92 8 29 218 2 12 4 9 32.6 71 
21SD7 102-92 20 171 4 3 2 4 2 5 49.7 85 
21SD7 102-92 23 3 66 2 。。。 。

トJ
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21507 102-92 No.l 9 l 42 l 。。。 。。
21507 102-92 No.2A 10 12 91 i l 10 。。 。。
21507 102-92 No.2b 11 22 l 。。。 。。
21507 102-92 No.3 12 2 83 。。 。。
21507 102-92 No.4 13 l 5 。。。 。
21507 102-92 No.14 17 l 11 1 。100.0 11 
21507 102-92 No.15 18 6 33 i 2 2 0.0 。
21507 102-92 No.17 l 13 l 。。。 。
21507 102-92 埋土 6 189 1388 l 20 11 6 3 34 44 21 49 15.0 20810 
21507 102-92 理土 7 35 235 2 3 17 3 8 10.2 2410 
21507 102-92 22 218 1460 3 4 19 4 7 27 74 17 62 24.1 352 
21507 102-92 No.1O 11 77 l 2 I 3 2 2 14.3 1110 
21507 102-92 No.ll 15 48 l 。。
21507 102-92 No.13 16 25 l 。 0.0 。。
21507 102-92 No.16 l 32 l 100.0 32 
21507 103-92 J.ill土 12 103 2 7 4.9 5 
21507 103-92 No.2 12 100.0 )210 
21507 103-92 m!土下部 2 76 864 9 4 4 10 36 9 19.8 171 
21507 103-92 担j: 5 4 38 。。
21507 103-92 埋土 100 89叫 3 l 2 18 5 4 2 23 18 24 27.1 24210 
21507 埋j 55 186 1422 3 3 14 19 6 10 16 95 3 13 10.2 14510 
21507 50 25 196 3 4 10 4 2 25.5 50 
21507 理土 56 49 319 l 5 8 3 7 7 18 10.0 3210 
21507 埋土 54 118 1223 4 2 16 6 7 5 21 38 19 20.2 247 
21507 坦!:I:. 52 158 986 3 3 18 9 l 5 19 50 11 38 19.7 194 
21507 51 16 137 2 4 5 4 11. 7 1610 
21507 162 1486 2 16 22 13 3 6 57 6 37 12.9 192 
晶君" 一 3034 24233 37 30 25 4 31 339 255 49 113 。278 932 。7 。01 210 143 6似 18.4 4459 12.3 
|破片数比(手づくね点数/総山数 *100 53.6 全破片数(手づくね 983 
|破片数比 (手つ'くね点数/ロクロ点数)* 100 371 

-
HCAP-

備考

5.7 11 。。。

備 考

総点数 総重量
ロクロ個 手っくね闘 不明個 ロクロ底部 ロクロ底部 破片

遺構名 ね穴名 /:H土層位 月日
(n!ll ( g) 

小 不明 大 小 不明 大 小 不明 その他
/全重量 重量(g)

判定
数比

11'u考
口l~部 E 音 i 口 事iì1l底部口緑自 」官l口緑gsI lt~ 古 1 日縁部 J.~~i\il) 日縁部 戸部 口録部底官i口縁部 j長苦)11:1縁部 庭部

525032 西側 坦l土 10/12 57 260 l 3 4 3 2 43 7.7 20 
525032 西側 坦¥:1ニ 10/13 145 740 6 3 5 3 2 3 1 2 118 9.1 6710 
525032 10/12 374 1860 2 12 i 8 11 9 22 4 304 14.6 27110 
525032 10/13 12 46 2 9 30.4 14 
525032 10/16 2 2 2 0.0 
ム詰 一 590 2908 I 2 。。。20 7 5 11 2 18 13 1 。3 。27 4 476 12.8 372 3.7 
破片数比 ユづくね占数/総占数)* 100 9.5 全破片事 :1::'づくね 56 
破片数比 二 4づくね点数/ロケロ点数 *100 243 

52SD32 



28SE3 
長~~~.I，'.(J..i. 総屯:，;: ロクロ 11!1 ーコつくね 附 不IVJ(!同 ロクロ底部 ロヲロ底部 破片

J也!Nfγ1 11穴γl ij: 1. ~1(立 }III 大 小 不明 大 小 不IVI 大小ィ、!珂 その|也 判定 1柑J5"
(例) ( g) 

II *~部 liG¥I: 口松山 }if ;~I) 口N_3IaJi( :It! 円jti部 li(古:II-IH部 li(古1 IIH部前 ι¥1:口伝部氏古ill]ll部 ILG¥li1 1l/.~部 Jr~ 部 /全量以 主":(g) 数比

28SE3 3~'í S 28 10.1 1063 3 3 2 8 14 4 II 16 15 10 l 16 7.9 84 
28SE3 31i1 S 28 49 561 3 2 6 4 6 12 4 3 2 18.5 159 

22E8S5EE3 3 
3!;'i 8 29 98 1210 2 2 3 9 11 6 14 13 9 13 12 17.8 226 

期 8，30 69 985 3 2 2 3 8 3 12 16 7 9 11.6 11410 
28SE3 8.30 27 709 2 9 3 2 3 4 2 39.5 28010 
介.:1 一ーーーーーーーーー 341 '1888 15 8 7 l B 31 42 19 46 。 57 39 。。3 。29 41 17.7 863 11.5 

軒続持誇語長彰普鼎J*l∞) 58.5 {r-:耐片数(ニニつi(ね) 203 
政)* 100) 290 

28SE4 
ぜし山数 総可1.'1'.

ロクロ附 4っく ね附 'f、IVJ(fI!1 ロクロli，部 ロクロ版部 破片
J立lili't， tl穴名 a".I)，'可{立 JJII 大小不IVJ l、ノj、 ;IVI '( /J、耳、I~. その他 I'IIA 附与一

(例) ( g) 
口H部 Jil一行l日付部 li(古:IllHふ前官l円fitt_曲一古:1 Iliim: 11，在日l Ilî~部 Ji( r;!~ 口縁部 JII許l口付ffi:IJ氏古:1 n;~部!九古 l /全可tlJ( 重品(g) 数比

28SE4 111 1'-~RJ.I，)上部 5，'8 147 563 7 9 9 122 16，5 93 
2SSE4 1)11とl'li上仁川 川正色 1: 5.9 106 571 12 2 3 14 4 71 21.2 121 
2SSE4 IHリIl土 1::¥11|際昨 l二位 5 10 105 680 3 12 II 12 66 21，9 190 
2SSE4 

襲撃
8 1 32 286 3 l 4 18 14.3 4110 

28SE4 IYir. 8 7 48 386 6 2 7 7 5 20 22.0 85 
議SE4 8.8 106 836 4 2 2 2 21 4 69 32，7 27310 
S5 E4 8，8 119 808 2 11 10 22 18 56 14，7 119 
E4 8 8 121 829 3 17 3 5 9 15 67 21.8 181 
28SE4 8 '8 103 886 15 6 2 l 6 11 25 36 26，6 236 
28SE4 リ五色} 8 9 93 1336 5 7 15 20 l II 13 21 32，3 432 
28SE4 W(色1'.lli 8，8 89 690 l 4 14 2 18 '19 42，3 292 
28SE4 '灰色 1:lh1' 8 9 60 l}l17 l 3 6 4 4 38 18，3 82 
28SE4 Hle色1:1打、二 8. 9 104 1038 3 2 13 23 18 12 26 6 42.5 441 
28SE4 |ヒ II(OU色 8，9 i7 397 15 i l 13 5 42 28，2 112 
28SE4 

liu t1 

盤上

8 '20 188 911 1'1 11 7 154 17，1 156 
28SE4 8 21 78 453 10 ヱ 6 フM 57 22.3 101 
28SE4 It二 S，21 110 1034 l l 20 2 2 8 13 2 61 46， I 47710 
28SE4 

!l』ヒjJi! 1: 
8 '22 200 1017 2 18 7 19 17 131 20. I 216 

28SE4 8 22 145 1103 17 6 2 19 16 85 20，4 225 
28SE4 際肘 1.';1li 自122 115 1659 4 30 5 2 9 30 25 69 30.3 503 

一 2206 15990 11 18 3 6 321 266 54 8 16 。110 214 13 。。01 161 441 1244 21.4 4316 13.1 
28SE4 ~t . 

j鞘
8 23 146 1051 2 14 7 l 3 9 21 11 7i 24.4 258 

28SE4 8 '23 154 1243 7 19 7 2 17 37 19 46 19.1 237 
28SE4 ー|じ 8 23 160 1461 4 2 26 5 l 10 21 28 63 38，9 570 
28SE4 '11 8，'23 ] 4 。。 。
28SE4 8，'23 207 1638 4 8 33 9 2 l 12 20 23 94 26目3 430 
28SE4 45 

開
8 23 22 120 5 10 6 。。 。

28SE4 36 8，23 II 63 4 7 。。 。。
28SE4 4，1 8/23 5 46 2 2 41.3 19 
28SE4 Jヒ命 8，'23 30 241 6 6 8 8 40，7 98 
28SE4 46 8 24 5 55 4 18.2 10 
28SE'1 8，24 86 917 4 2 13 2 27 33 41.5 381 
28SE4 ;t .l，~ ~ 色色I111l 1K4 4 8 '2'1 40 119 4 8 28 。。 。
28SE4 n，!，l 8/24 144 1152 6 20 9 3 16 30 60 22.1 255 
28SE4 ~.IJ， lf1 ßlt'd:M 8，24 80 724 3 8 6 16 9 37 31.2 226 
28SE4 59 8.25 18 383 l 5 6 18 16 32 17.0 65 
28SE'1 ;'Hl日色村 l附 8.'25 46 811 2 4 14 2 4 2 2 2 10 46.6 406 
28SE4 

畳~.IH日間色村1 鴇l 肘
8 28 8 45 l 3 l 3 6.7 3 

28SE4 8/28 10 59 2 2 5 。。 。
28SE'1 8 '28 94 1231 4 4 2 17 2 13 4 16 32 39.0 480 
28SE4 12詰討::171 8.28 116 1113 3 l 27 7 6 7 7 20 38 28.9 339 
28SE4 8.28 97 1026 7 15 5 6 2 5 9 15 32 18.9 19'1 
28SE4 87 

補強!附
8，'28 l 。。 。

28SE4 U;'I 8128 18 1110 6 l 3 13 9 3 7 7 10 18 15.5 172 
28SE4 ~JÅ l色山I:，'I 8.'29 115 1012 7 2 5 21 3 16 22 16 22 34.4 348 
28SE4 .'.I~m 色 'il-.市 8.29 24 91 2 7 14 11.0 JO 
28SE'1 ~X~ 色 'i仁附 8，29 78 710 5 9 6 16 15 25 20.8 1'18 
28SE4 !日色 J:lljl一同 8:29 104 1012 3 3 I 6 21 8 5 25 7 25 38.5 390 
28SE4 !~H{.)観上 8，'29 134 1150 2 8 15 2 16 31 55 25.9 298 
28SE4 !nl♂I:M 8.29 130 1341 8 3 10 7 4 17 30 17 34 28.2 378 
28SE4 『鴇U;;l-附 8 29 115 1139 6 2 9 2 13 27 18 29 15.6 178 
28SE4 Uv， 215 1762 6 3 11 26 10 2 15 38 30 72 22，0 38810 

ー一
5
印

|



SE4 15i 15 36 36 
SE 16: ZOI 3日 立三

24 
14: 15 161 36 2: 78 

1531W:¥l8 
18t 22 221 5 

16: 15Z 35 34 6 

4 
e4 
e4 " 1:11;1'1 

主主主
<:4 
e4 39 
e4 
e4 I 

e4 
e4 174 
e4 
e4 
e4 2C lA< 291 4 28 52 42 
24.37-34 30 _2J 62 
24.14 -24.ω3 141 14 56 

ーl同
二堕 35 25 35 64 
二時君

24 1呈 2(i 
e4 124.14-24.093 39 会

124ω3 -23. 981 21 
124.14-24.093 91 16 41 
124凶3-23.981 9， 

日，

91 2: 
4 

e4 1240 
e4 124ω3-23.981 10 24 
e4 
e4 
e4 15 56 
e4 

19 4 26 54 
ユ丑 19 56 
14 34 
15 17 27 50 

16 31 
10 

1391 

4 
4 21 

4 101 

9， 
:4 _9， 61 五: 13 

9， 
ー一一ーーー 85' 82: 272 52 1571 126' 348 63 筋4 1284 17百 39 26日 !293 16 
灰? 10 5 5日
l:Td 

日， 95 
9， 10 61 108: 

灰' 9， 14 32! 

ド。
。
|



ト~

Cコ
--J 

28SE4 ~'R I五色 l土府
28SE4 面灰色 ，8土府
28SE4 fi!i<1.大 h i土問
28SE4 J五む ，1;土柄
28SE4 灰色 』土肘繍まり
28SE4 !五 (， 1:訴 まり

小宮 一t.::' ーーーーーー一

破片批判くね議/普鶏j義l∞
破片数比 っくね /D?Dl.\~t ) * 100 

28SEll 

遺構名 ね穴名 出土層位

28SEII 15吋ーヒ持i
28SE 11 24.931 15同
28SE II 24.則、24.6叩 15同
28SEII 25.1∞、24.6切 15ポ
28SEII 25.1∞-24鮒 15 ~'1 
28SE 11 25.106 15叶以下南西部
28SEll 24.6日、24.4∞15珂
28SE II 124 15刀
28SE II 23.967 -お 827115
28SE II 23.8∞-23.3∞ 15 
合計 一一一一一
研鰭比 日づくね I~r数/総 t却 水 l∞
rfiltl1uUニユづ ね市教/ロクロ山数 *I∞) 

遺十ì~名 村穴名 出土層位

/TV:j斗ニ
(際附 1:部

11布一1: (際附
1I有斗と

Ii幸1三lニ
Ur.'1ニ

ト開l

5昨

-ーー-一一一一一一一
7吾T巨(手づくね点数/総E吋数l*IC 
1!1仲 く;#:1.1宣教/コク 占数1*lf 

9/10 13 71 
9/11 18 101 
9/11 6 44 
9/11 6 39 
9/11 22 182 
9/11 30 327 

466 4817 
11243 103109 
27.4 
122 

総点数 総重量
月日
(個) ( g) 

9125 III 1307 
9126 2 35 
9/26 167 1797 
9126 2 11 
9/26 175 1804 
9/26 13 105 
9/27 232 3013 
9/29 33 332 
10/1 117 1674 
10/2 134 1855 

986 11933 
12.4 
26.5 

総}.~.(数総重iu:
月日 (例) ( g) 

9i 

120 340 

05 

2 5 
2 B 
l 5 

2 
2 12 

3 4 21 
7 4 40 2 91 257 。。。。
290 134 95 141 198 1792 402 126 79 。

全破片数(ニ二づ ね

ロクロ間 平つくね附
日 r、、l珂

口g部 !日告l口g冊 J氏古l口a冊 目古i口縁部/f!初 日縁部 l底的
6 2 6 23 2 4 

2 
16 6 5 l 12 36 5 2 

/ 4 5 2 11 32 2 2 6 
3 3 2 
25 9 5 2 15 62 5 4 7 
l 4 9 3 
5 6 5 2 8 37 3 
16 5 2 3 17 33 2 2 
74 37 25 12 781 235 20 10 22 。

全r~ 片敬 ニ づくね

1ク J(1凶 手-:>< ;;，(畑1
ノl

Jit部|底剖i口n部口裏司ITEl縁部11氏音| 日縁部llif昔日 口綾部|際部

Z 

23 

4 

20 6 
R 

R 日前 。フ只 》関 154 50 26 
l全般 午数l牛

4 2 53.5 38 
2 5 41.6 42 

93.2 41 
3 74.4 29 
5 3 68.1 124 

1 I 70.9 232 
2 4 。。。。53 。88 72.2 3479 
976 1502 13 2 。01 1598 831 3939 29.9 30793 17.3 
3085 

、明{聞
ロクロ底部 ロクロ底部 破片

ィ、 f~. 大小ィ、明 その他 判定 備考
口縁部 政部 日綜部 j白書1口縁部 I底音l口線部 1;1古i /金重量 1[(量(g) 数比

4 6 12 44 43.8 572 。。 。
4 5 16 59 39.0 7∞ 

90.9 10 
9 3 I 15 76 35.0 631 

4.8 5 
!o 8 6 4 68 42.6 1284 
3 II 21. 7 72 
4 8 35 57.2 957 

6 7 3 5 32 36.3 674 
34 36 II 。 。60 l 330 41. 1 4905 28.8 
122 

;r、IU(抽1
Ir-I￥1 |その他

ロデロ底部 ロテロ底部
|判定
破片

備 考
百議蔀 IIIfgl1 日縁部Ilif部IIIJ縁部|附l口榔1友商I /全重量 i[li，l(g) 数比

5~ 15 
2 10. 

2 
35 

3C 17. 
19 
日ー

日{

8 
IC 

6! 

2C 

2 

4 

24 1，1 .5 。 216 4 13f 9 19.6 
9品l



52SE7 
総占数 総m-:，( ロクロ閥 ニニつくね l司 不明日1 ロクロ眼目官 ロクロ底部 破片ji1f:lj名 Hi'(名 n~u日制 bi: )1口
(1111) (g) 
大小不19 小 不191 ノト 71'19 その{也

/全重1ii 重i.((g)
判定
数比

備考
日誌部 j自古l口縁部 li(古11口諒部 !在音1口綜部底部 口持部 JJ~ 百 l 日綜部 li(古l口縁部 li(古i口綾部 Jil苦l口持部 同剖i

52SE7 2J.:可上而 8/22 64 241 7 2 3 52 9，1 22 
52SE7 21同 8/22 65 357 2 3 5 20 2 2 31 53.8 19210 
52SE7 2附 8/23 32 313 5 7 l 14 32，3 101 
52SE7 2柄 8/24 64 492 8 2 5 18 I I 28 44，5 219 
52SE7 2附 8/29 125 820 9 l 16 14 80 49.3 404 。
52SE7 2T，j 9/1 58 655 11 6 11 2 23 58.3 382 
合百T 一 408 2878 42 8 3 6 38 73 。。。。。3 。。。。5 2 228 45，9 1320 21.3 
1攻片数比 zニつくね点数/総出数)* 100) 0.7 全目立片数(手づくね) 3 
Tf"J十数比((ιつ;(ね点数/ロクロ点数 *IC附) 1.8 

l

H
O

∞
 

52SE8 
総点数 *J;~豆 itl ロクロ(個 っくね附 不印刷 ロクロ底部 ロクロ底部 破片正lf品名 tl穴名 tI'.:1て府{i[ JJ日 大 小不19 大 小 不明 大 小不19 その他 判定 1ili 考
(例) ( g) 

口縁部 Jil古l口伝:sIi.底部口fJJuJ氏品目 ロit部 J乱部 Dl*部 I!e古l [I i~部 M 苦 l 日誌部 l在者i口縁部 I正吉1口縁部底部 /全且11( 重量(g) 数比

52SE8 5!月 9/7 97 1126 6 13 6 3 18 24 2 25 5.1 5710 
52SE8 51:汚 9/26 157 2157 2 6 21 11 12 28 44 10 23 4.8 10410 
52SE8 51，?: 9/26 7 138 2 2 8.0 1110 
52SE8 51，?: 9/26 478 2956 2 9 3 26 62 98 47 231 0，5 16 
52SE8 5府 9126 174 2376 23 13 15 37 45 6 35 。。 。。
52SE8 51O 9/26 57 485 1 8 6 8 9 9 5 11 1.2 6 
52SE8 担lj上肘 9/26 243 1578 2 11 6 9 14 12 26 11 151 16，6 262 
52SE8 T、I'_!:二 6柄 9/28 136 564 17 I 9 14 10 85 27，7 156 
52SE8 

主7EM 
9/28 1(焔 949 2 4 3 2 27 32 8 28 3.8 36 

52SE8 9/29 363 2351 15 6 11 17 69 99 '10 106 6.5 152 
52SE8 61，:1 10/3 89 511 6 5 2 18 21 37 15.5 7910 
52SE8 6JM 149 1388 5 11 8 5 30 35 5 50 4.2 58 
52SE8 7):1 12 '15 11 。。 。
52SE8 9，"1 10/5 230 1554 2 4 8 5 27 l 32 65 27 58 1.9 29 
52SE8 9府 10/5 132 1232 3 13 5 10 48 41 5 7 1.8 2210 
52SE8 9 Ji'1 10/6 4 22 2 2 。。 。。
52SE8 9府 10/6 68 746 11 5 8 15 12 7 10 。。 。
52SE8 9府 10/6 139 1060 11 4 15 29 43 37 。。 。。
52SE8 9隣 10/6 130 1153 15 7 14 30 37 10 17 。。 。
52SE8 91汗 10/101 31 1324 21 2 2 5 。。 。
52SE8 9附 l部 10/10 125 1321 18 7 13 22 8 57 。。 。。
52SE8 9附下r11i 10/10 150 1531 2 38 d 戸 7 18 37 20 23 2，3 35 
52SE8 鵠下Its 10/10 134 1534 22 5 9 37 32 13 16 0.0 。
52SE8 下部 10/10 96 2070 33 9 4 24 12 12 1.0 20 
52SE8 91i可下部 10/10 110 1095 17 5 9 28 28 6 17 0.0 。。
52SE8 91:"1下出 10/10 60 664 2 l 10 4 6 13 21 3 0.5 3 
52SE8 gl:'l下部 10/10 79 642 I 13 4 2 18 16 10 15 0.6 4 
52SE8 9，'1下部 10/10 15 259 11 2 i 6.2 16 
52SE8 9~;1下部 10/10 19 348 8 6 5 0.0 。。
52SE8 9府下部 10/10 11 391 9 0.0 。。
52SE8 9府下部 10/10 20 389 11 I 7 i 。。 。
52SE8 9府 F部 10/10 69 886 10 3 9 11 20 4 12 0.0 。
52SE8 9)11下部 10/10 3 14 l 0.0 。
5よSE8 91!河F百l 10/10 13 102 2 4 5 。。 。
52SE8 91，'iT告l 10/10 22 326 l 3 4 2 6 5 2.1 7 
52SE8 9府下部 10/10 69 543 8 4 8 18 17 14 。。 。。
52SE8 9'11下部 10/10 36 日l 9 2 18 6 1.1 6 
52SE8 9府下部 10/11 13 l 。。 。
52SE8 9丙下苦s 10/11 69 1120 16 9 6 19 13 5 。。 。。
52SE8 91，'i下部 10/11 60 487 1 7 3 27 12 10 6.2 30 
52SE8 9附下部 10/11 133 1360 14 4 9 34 34 10 28 2.6 3610 
52SE8 9~1下部 20 320 5 4 3 4 3 。。 。
52SE8 9)日下部 74 1088 70 l 3 。。 。
52SE8 91ri下部 188 2067 185 3 0.0 。
52SE8 10府 10/10 92 1610 4 19 8 11 21 18 10 4.8 78 
52SE8 10~1 10/10 280 2285 10 13 20 30 40 75 27 64 4.2 95 
ぷt、，行" 一 4750 46721 29 2 2 2 01 101 455 199 566 2 825 1043 。。。01 319 01 1205 2.8 1318 2.2 
日正Jt数比 一一つ'くね点数/総点数*100 65.1 全f<lJiJ十数(手づくね 3090 
破片数比(( Eーづくね:主 J!l/ロク口 I~ï数* 100 2272 



1~1ì J5 
数比

不明(1刷I ，'nu 1，.._"，.1ロクロ底部|ロクロ底部1.""".1破片
不_IYJ_I 大 ! 小 | 不明 |その他 I -; /，=;'~~:" I ~;.;" ~'~ " I 判定
日村部|応部 i口技部Ilff部|白紙部llif部|口結部II底部l'"'~I /全車1;(1重量(g)1 
21 141 I 1 
61 9 

141 16 

231 26 
1 
8 

i豆
53 

目

ω
一5-n一切一山一
m-m一銀
山
一
盟
お
一お
一8-lm

6.8 
.1.l 
17.9 
Lよ
7.2 
迫斗
2.9 
斗A
9.6 
..Jl.a 
当」
50.0 
五3
立4
9，2 

56 
弘
42 
62 

亙二221
Jl豆
83 
3旦
43 

亙二亙
7 

1
-
8一則

E蓋

01 01 0 

叫一 QL
2 

山山

-HE----
-
一l
一2
一乃

。

。

エ.:2i.主必阻

Dii&U IJAl¥J1 
L 
2 

3 
II 

II 

2 
4| 羽--0
361 431 19146 
全般片数(手づくね

ロクロ(個
大|小|耳、IYI 大

口縁部|版部 Il]Ij冊|成古川口縁部II辰吉11口付部|底部
lI1 I1 61 92  
1 2  

2 
5 
15 
7 
3 
3 
4 

亙三豆
i 
3 

4
・τ
b
一qd

7
苛
d

一31
 

4
一3
一8

4
-M
一括
2

。。

主主i~ ill1.;: 
( g) 

第
一
一
m古川市川
E
M山
市
民
地
問
一
加
古凶
一川一山一日

盟
主

mmzm一
盟
曲
山
亙
即
両
…
一
初
寸
gu--mJ制
一
山
有

総点数
)[ R 1 
(倒)

迫4呈
辺A豆

間i
辺ill.
10.'18 
迎/18
10118 

山
一山
一山

tUl:府{立

7-JO( II'J! 
7-JO( II'I! 
7-JO( 1 W 
7-10( 1開1

9-JO( 1 ~ll ) 
9、 1O(11'1') 
9-!O( 1 )'J! 
9-!O( 1開

3i1'l ( 1 )'I! 
3マ uリ

|小IJl 一一一一一一
l 合:;1' 1 _一一一一一
日直 十敬比 二づくね山故/記:占数)* 100 
Ha~ J'j-t'Ilt 平づ〈ね内政/ロクロ山位)* 1∞ 

i1穴名

Tld 
工組
Tld 
Tld 

Tld 
工辺
Tld 
Tld 

日
目
一刊

23SGl 

1立椛4〆1

議計
盆5旦i

妹 T
23S♀よ

宗fGl
辺SGI
23SGI 
23SGI 

4.8 
旦
0 

旦。。。旦0 一三
98 
285 

旦。2 
l百

f柑革
IO~ ロ長田 ロクロま叩 I.，，，，~.I 破)\

その他| 金 二て?ケI'I'I[定|1/会:.ill11( 亙.i.l(g)1 ，.ucl数比

9.81 57 
7.71 43 
26.71 421 
15，21 128 

17.51 659 
93.61 737 

4 
89 
68 

l.L...J.f1 
23 
」皇
320 
324 

総点数|総Æ~，ト! ロクロ(情11 手つくね(例) 不明(例
|六|小 +IYl 大|小 | 不n)j丈|小 r::j;JYJ 

(g) I口詰部i民間11日誌部IljI古111日付部1J)"(部l口il部11fl:剖111コ技部|底部l目録部|脱出|日投開|民部|口球部|応部|口持部|民部

8
一i
一4
一7

2
一笠

ω一Z
l
一4
豆
ω一蹴

五
日
一過
6
一4
一日-日

よ
18 

一つ
一つゐ

-n，
一
内

'f
“一、I-j
 
i
 

-
-
一づ
-

1
2
一

4
一

2
E司王

;
 

乱
訂
寸
註
訂
訂
亙
亙
主i
 
i
 
i
 

4
可
U
7
0
一9

2
一9
一7
一
盟
主
2
d
r
m

264 
盟
三;&
1579 
坐且
213 
3776 
4例。

制

13 
当皇
ぷZ
224 
主主
30 
602 
乏.Q
33.5 
___m_ 
総占数

(fl!l) 

3
 
1
 

務昔

話

LH仁川1立

15府上 E盛)
3-6( ll~"'Æ ) 
3-6目別
3-6( ll'，l~日

立三且L旦Jf~.1
豆二五旦盛L
--==二二二一

il I _一一一ーーーーーーー一
般1'，数比((手づくね出数/総出数)* 100 
自由g-l政1t((手づくね占数/ロク白山敬)* 100 

fj穴名

Tla 
Tld 
工1Q
Tld 
Tld 
T百

治情名

盟
組
問
一組
紘
一
斜

Wi 考

8.6 

16.9 

数比

~ 
20 

牛つ口~r嗣 I ， ぺ、明"刷J I? _ "，， 1 ロクロ底部!ロクロ底祁 I.，，，~ I 破Ji'
小 | 不明 ! 大 | 小 | 小rYl |その他1-;，~:;-~::" I -.;: ，~ '~":" 1判定

日結部 1I正部|口球部11応部|日間1IjI苦111口付出l民古111日誌部|服部l''''~I /全邸'[1重五(g)I 
731  151 61 I1 271 唱内
551 1--1 41 II 181 36.1 
8201 01 01 01 01 101 21 451 26.3 
1 区'

165 
216 
蕊T

19，5 

ト+4
不 lyj( l~j

旦
0 

19 
19 

総il'!j，:: 1 ロタ'6l1両
| 大 | 小 | 不明 | 大

(g) 1口絃甜Ili直古日|日付部11[(部|口N部|反古川口結部1!Jo'(苦I
t，481 II 21 III 91 7 
5981 II 11 11 21 11 81 41 2 
14461 II 11 21 41 11 19131 971  0 

也監丘数(手づくね

亘
6 

亘
6 

m盟
問

ω
一回一山
一捌

rIR 

辺ιE
10/15 

11'， 1 :~1f立

1-4 日夜
1-4( lll'l! 

fr~rt. 一一一一一一一
般)十数比((平づくね門故/総点数)*ω0) 
fiPi J-\ 数 1-1' (( 下づ〈ね，Jï数/ロクロ I~T数)* 100) 

4上穴名泣!ilj名

禁制;Fi

トー」
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報告書 抄 録

ふりがな ひらいずみいせきぐんはつくっちょうさほうこくしょ ゃなぎのごしよいせき

書 名 平泉遺跡群発掘調査報告書 柳之御所遺跡

副 書 名 第65次発掘調査概報

巻 次

シリーズ名 岩手県文化財調査報告書

シリーズ番号 第125集

編著者名 大関真人 吉田 充 佐藤嘉広 西i畢正日青(編)

編集機関 岩手県教育委員会

所 在 地 干020-8570 岩手県盛岡市内丸10-1

発行年月日 西暦2008年3月31日

コード

所収遺跡名 所在地 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

にしいわいぐん
西磐井郡
平ひらい泉ずみち町ょう 38度 141度 2007.05.08 史跡整備に

や柳4な之ぎの御ご所しよ遺いせ跡き
平ひらい泉ずみあ字ざ 03402 NE76-0190 59分 7分 ~ 2，500m' 向けた内容

ゃ柳な御さの所ごし地ょちな内い
28秒 35秒 2007.10.30 確認調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

掘立柱建物跡6棟 かわらけ

竪穴建物跡 l 棟 国産陶器(渥美・常滑な 5間X2間の総柱構造の

柳之御所遺跡 居館跡 平安時代
土坑 7基 ど) 建物跡の発見。『吾妻鏡』

i奔跡 21条 中国産陶磁器 (白磁・青 記載の「高屋」との関連

塀跡 4基 白磁・中国陶器) も注目される。

ピッ ト 379個 木製品など

柳之御所遺跡の65回目の調査である。堀内部地区のうち中心域の西と北側の調査である。調査地はいずれ

も以前に調査を行った範囲であ り、今回は2回目の調査となる。調査の結果、い くつかの遺構があらたに発

要 約
見され、とくに 5問X2聞の総柱建物跡の検出が特筆される。この特徴的な形式の建物跡、は平泉町内からも

発見されており、今後のこれらを関連づけた研究が期待できる。

また、 竪穴建物跡の調査では、 床面に構築された柱穴の形状が一部変更になり、直径 1mの主柱穴4個か

ら構成される構造をもつことが新たに判明した。
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